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　序　章







　元より『それ』は不完全な存在であったのだろう。

　当然の事ではあった。

　本来ならば在り得ない存も在のが存在している以上――むしろ何らかの不都合はあってしかるべきだ。例外や埒外らちがいを気安く許す程に、世界は脆ぜい弱じやくでもなければ軟弱でもない。

　それが自らの根幹に関わるものならば、尚更なおさらに。

　そう――『それ』は在ってはならない存も在のだった。

　故ゆえに『それ』の発生は、驚きよう愕がくと戦せん慄りつを以もつて迎えられた。

「法と理ことわりへの反逆」

「原因なき結果」

「無より生じる有」

　二千年前――ベツレヘム。

　厩うまやの片隅に積まれた飼い葉の上で『それ』は不完全なままに存在を開始した。

　牛と。驢馬と。一人の娘と。そして三人の賢マ者ギに見守られながら。

「これは吉兆か？」

「それとも――」

「忌むべき凶兆か？」

　東方より来たる三人の賢者は『それ』を前に討議を繰り返した。

　メルキオール。バルタザール。カスパール。

　後に『魔法マジツク』の語源ともなる偉大な碩学せきがく達。

　彼等が身につけた知識や経験は――当時の水準を大きく上回るものではあった。

　だがそれでも、目の前の驚くべき事実の意味を解き明かすには、全くもって足りなかった。『それ』はあまりに唐とう突とつで、あまりに特異だったからだ。

　それは断絶の向こう側に在った。

　因と果の承継や連鎖の末に生み出された存在ではない。故に今まで賢者達が積み重ねてきた知識や経験には、まるで当てはまらない。完全なる例外。絶対たる埒外。森しん羅ら万ばん象しようを解析し、分類し、関係付けて理解しようとする小こ賢ざかしい人間の努力を、遙はるかな高みから嘲あざ笑わらうかのように……それは絶対的に孤立しながらも、厳げん然ぜんたる事実として其そ処こに在った。

　故に賢者達は、敗北の証として『それ』をこう呼んだ。

　――奇跡と。

「賢者様」

　娘は不安に曇った表情で賢者達に問うた。

「私はどうすれば良いのでしょう？」

　娘はただただ困惑こんわくしていた。

「この嬰みどり児ごは一体……？」

　娘の視線の先には――彼女の言葉通り、赤ん坊の姿があった。

　一見すればそれは、ごくごく平凡な嬰児であった。すやすやと眠るその姿に、何ら特異性を見いだす事は出来ない。恐らく事情を知らぬ者には『それ』が何な故ぜに娘や賢者達を戦慄させているのか、見当もつかなかったろう。

　しかし……

　そもそも娘には自分が『それ』を産んだという自覚はなかった。

　当然だろう。妊娠する事も――いやその前段階である性的交渉すら経験せぬままに、自らが母となるなどと、誰が想像し得ようか。婚約者はいても、娘はまだ処女であった。

　それはまさしく原因を欠いた結果だ。

　まして『それ』は娘の胎内たいないから生まれ出た訳ではない。

　何の脈みやく絡らくもないままに突然――虚こ空くうから出現したのだ。さもなくば、こんな汚れた家畜小屋で我が子を産もうなどと考える筈もない。

　しかし……

「偽らねばなるまい」

「未来の為に」

「可能性の為に」

　討議を繰り返す三賢者の表情には、一様に悲壮とも言える色があった。

　どうやら自分は知らずに何か重大な事をしでかしてしまったらしい――のしかかる不安を前に、無知な娘はただただ怯おびえるしかなかった。

「――ならば娘よ」

　老境の学者――カスパールが娘を振り返って言った。

「己の力を知らぬまま、世界のあり方を変えてしまった『聖せい母ぼ』よ」

「汝なんじの力が生み出せしこの嬰児を、汝が子として偽り育てるが良い」

「さもなくば、汝もこの嬰児も世界を脅かす危険として排除される」

　恐ろしい言葉の羅列に、娘は……ただただ頷うなずくしかなかった。

　抽象論を扱う素養の無いこの時代の庶民にとって、賢者達の紡つむぎ出すその難解な予言は、呪じゆ詛その如ごとき重苦しさばかりが強調されて聞こえるのだ。ただ目の前に広がる正体不明の不安から逃れる為に、娘は賢者達の言いつけを守る事を誓った。

　そして……

　…………

「――私は不完全である」

　いつの頃からか……？

　成長した『それ』はそんな自覚を持つようになった。

　名義上の父に教えられた訳でも、建前上の母に諭さとされた訳でもない。あるいはその自覚は、ヨルダンの川のほとりで、とある預言者に洗礼を受けた時に芽生えたのかもしれないが――正確な契機はわからない。

　ただ『それ』自身が本能的に感じ取っていたのだ。

　自分は目指すべき完成形があるのだという事を。

　そう――『それ』は確かに不完全だった。

　言ってみれば『それ』は『種』であり『卵』であった。

　存在として完成していないのだ。

　種が種皮を破って芽吹く様に。雛鳥が卵の殻からを割り棄すてて生まれてくるように。『それ』が本来の姿として完結する為には、ある種の工程を必要とした。自らの完成に必要な要素を選別し、不必要な要素を分離し、自らを精錬する必要があったのだ。

　学び。勤め。試し。励み。

　洗礼を受け。荒野に赴き。真理を説き。弟子を得て。晩ばん餐さんを経て。

　諸々の行為を経て『それ』は自らの存在を精錬し不純物を分離していった。

　そして――

　…………


「我が神よ。エリ・我が神よ。エリ・何故に我を見捨てたもうやレマ・サバクタニ？」



　そんな言葉を遺のこして『それ』は磔はりつけになった。

　手足を釘で貫かれて。脇腹を槍で刺されて。

　十字架の上で『それ』は完全に人間としての生を閉じた。

『それ』が望んだ通りに。

　それは必要な儀式だった。

　人間としての死という濾フ過イ装ル置タを経て『それ』は己の中の不純物を払い落とし、完全となった。肉の器うつわを棄て、そこに不純物の全てを残して存在を昇華したのだ。

　しかし――

　…………


「我が神よ。エリ・我が神よ。エリ・何故に我を見捨てたもうやレマ・サバクタニ？」



　処刑から二日後。

　後に『復イ活ーのス主タ日ー』と呼ばれる事になる日の――前日。

　呪詛の如くにその言葉を呟つぶやきながら、墳墓から這はい出る一つの『影』があった。

　何度も何度も、ぐつぐつと泥の煮えるような音でそれを唱えながら、黒く厚みのない何者かは墓地の土の上をずるずると移動していった。

「……私は骸むくろであり私は汚物であった」

　奇妙な『影』はそう呟いた。

　それは誰に向けたものでもない。強しいて言えばそれは『影』が己に向けて投げる言葉だった。言葉は力であり智である。言葉を重ねる事で『影』は己の輪郭を定義し、存在を補強していったのだ。

「私の始まりは『否定』であり『排除』であった」

　考える時間だけは無限にあった。

『影』もまた儀式としての死を経て、消滅からは縁遠い存在になっていたからだ。

「『彼』は私を棄てて完全な神になった」

『影』は延々と世界を彷徨さまよいながら――自らの存在に悩まされながらも考えた。

　時に荒野を。時に海原を。時に蒼そう穹きゆうを。

　風に吹かれた蜘く蛛もの糸の如く世界を巡りながら……『影』はただ考え続けた。

　ある時は錬金術師の中に。

　ある時は独裁者の中に。

　ある時は平凡な男の中に。

　ある時は慈善家の中に。

「……ならば私は…………」

『器』なき『影』は様々な人間の肉体に宿りながら……二千年の時をも越えて、ただ一つの事を考えていた。











　第一章　なんだか大変なんですけど。







　窓に映る顔は我ながらひどく不細工に見えた。

「…………」

　普段は『まあそれなりに悪くないよね』などと、密かに自うぬ惚ぼれていたりもするが――今はそんな自分の顔が、ひどくみすぼらしいものに思える。物憂げな表情が乗るだけで、こんなにも人間の容よう貌ぼうは印象が変わるものなのだと、霧きり島しま双ふた葉ばは今更ながらに知った。

　勿論……これは双葉自身の主観から来る感想だ。

　大きな双そう眸ぼうや、すっきり通った鼻筋……『明朗闊達めいろうかつたつ』を基本方針コンセプトとして諸もろ々もろの要素を配置されたその顔は、他人の眼から見れば十分以上に美人の域に入る。そもそも面倒見の良さから『姐あねさん』などと、あまり可愛くない呼び方をされる事も多い双葉だが――『御み堂どう高校で美人を一〇人挙げろ』と尋ねられれば、男子生徒の大半は彼女をその中に含めるだろう。妙なところで他者の視線に無む頓とん着ちやくな双葉自身は、そういった第三者評価をちいとも知らなかったりするが。

「……はぁ…………」

　双葉は重い溜め息をついた。

　表情が今ひとつ晴れないのは気持ちが沈んでいるからだ。

「……拓たく人と君」

　ふと呟つぶやいて双葉は机の上に飾ってある写真立てを眺ながめる。

　そこには、若い男女が一〇名ばかり並んで写っていた。

　押し合いへし合い、狭いフレームの中に少しでも大きく入ろうと場所争いをしているかのようにも見える。そしてその中には双葉自身の姿もあった。

　クリスマスに拓人の家で行ったパーティの時の写真だ。

　そして――

「拓人君……」

　やや中心から外れた位置で、気恥ずかしそうに微笑ほほえんでいる少年が一人。

　取り立てて特徴のない――可もなく不可もなしといった感じのその姿は、ひどく平凡で、個性的な外見の持ち主達の間では、つい埋もれがちな印象を受ける。単なる外見だけの問題ではなく、彼は殊こと更さらに自己主張をする様な性格ではないから尚更なおさらなのだろう。

　だが……双葉はそんな彼の写っている部分に最も数多く視線を注いできた。

　もし視線に物理的圧力が伴ともなっていれば、そこだけがすり切れていたかもしれない。

　羽は瀬せ川がわ拓人。

　それは双葉の懸け想そうする相手の名であり――つい二時間ばかり前に、電話した相手の名でもあった。何か普段と違う彼に、苦悩を抱えているらしい彼に、少しでも力になりたくて電話したのだ。

　拓人は性格が優やさしい上に、妙に他人に遠慮するというか……他人に頼ったり迷惑を掛けたりするのを嫌って、自分で全てを抱え込んでしまうようなところがある。

　それはある意味で立派な事ではあるだろう。

　だが……それが双葉には寂さびしいのだ。

　皆に『姐さん』などと呼ばれ、世話好きで知られていても――本当に助けになりたい相手には、何も出来ない。踏み込ませてもらえない。拓人との距離を縮められるのならば、多少の痛みや苦しみは、むしろ望むところなのだが……彼はそれを許してくれない。

「……脈なしって事なのかな……やっぱり」

　溜め息をついて、そんな事を呟いてみたりする。

　いっそ『好きだ』と告げてしまえば――何度もそう思った。

　しかしそれでもし彼の答えが『ＮノＯー』であったなら。

　恐らくお互いに気まずくなって顔を合わせる事など出来なくなるだろう。自分達が築いてきた関係を――あの宝石のように輝かしい大切な日々を根ね刮こそぎ失う事になる。そういった意味では、自分も拓人もどうしようもない位に不器用だという事を双葉は知っていた。

　だから……

「……？」

　ふと――窓の向こうに小さな光が瞬またたいた。

　硝子ガラス一枚を隔へだてた向こうにあるのは、夜の住宅街の情景だ。

　三階の窓から見るそれは、いつもと同じ――飽きる程に見慣れた当たり前の画。緩ゆるやかに変化する事はあっても劇的に変わる事のないものだった。

「なに……？」

　眼を瞬まばたかせて窓を――その向こう側に閃ひらめいた何かを視線で追う。

　薄く映る自分の顔。その向こう側に……自分の顔に重なるようにして、もう一つ別の顔があるのだと双葉が気付いたのは、次の瞬間だった。

「えっ……!?」

　何者かが、窓の外から双葉の部屋を覗のぞき込んでいるのだ。

　だが……双葉の部屋は三階にある。

　そしてベランダの類たぐいもこの窓の向こうにはない。

　ならばそこに浮かぶ顔は――

「………………ッ!!」

　声にならない悲鳴が逬ほとばしる。

　だがそれはすぐに途切れた。

　続くのは――凍り付いたかのような静せい寂じやくのみ。

「…………」

　三階の窓の外から双葉の部屋を覗き込んでいた何者かは、音もなく身を翻ひるがえすと、すぐに夜の街の情景の中へと溶け込むように消えていった。

　そして。

　姿を消した部屋の主の代わりに――床の上には、何ど処こか双葉の面影を色濃く持った縫ぬいぐるみが一つ、転がっていた。





＊






　そこは平凡なビルの屋上だった。

　特徴らしい特徴など何もない。灰色のコンクリートの平面には、ペントハウスらしき構造物と給水塔以外には何も見あたらない。申し訳程度の安全柵で、その周囲を縁取られた空中の平面。そこはただひたすら殺風景だった。

　窮きゆう地ち――そう。窮地だ。

　そこはそんな言葉に酷ひどく似合いの場所とも言えた。

　虚こ空くうの真ん中にあって何処にも繋つながっていない平面。

　あるいはビルの屋上から飛び降りる者が多いのはこの為であるのかもしれない。

　特徴はなく。用途もなく。そして逃げ場もなく。

　絶望を覚えるのに――自分が追い詰められているのだという事を再確認するのに、これ以上相応ふさわしい場所もなかろう。

　しかし……

「――危機一髪ってところ？」

　渺びよう々びようと冷たい風の吹く屋上に立ち、肩越しに振り返ってその女は言った。

　年齢は――よくわからない。少女と呼ぶには躊ちゆう躇ちよせざるを得ない年齢のようだが、さりとて中年という域でもなさそうな女性である。

　ただ明確なのは、成熟した女性特有の匂におい立つような色艶いろつやと……それを単に下品なだけのものにしない、高い知性を宿した眼光である。ファー付きの派手な深しん紅くのコートも、頭に載せた帽子も、鼻先に引っかけたサングラスも、迂う闊かつな人間が身に帯びれば道どう化け以外の何者にも見えない衣い装しようだが、この女が着ているとまるで第二の皮ひ膚ふであるかのようによく似合い、本人の個性を引き立てている。

「貴女あなた達は――」

　緊張含みの声で羽瀬川拓人は言った。

　彼はその女を知っている。かつて二度ばかり戦った――超能力者三人組の一人。彼女は確かその頭目格で、名は確か……

「私達を雇やとわない？」

　肩越しに振り返ってそう尋ねてくる女は何処か愉たのしげだった。

　その様子には余裕がある。修しゆ羅ら場ばに慣れた者特有の――窮地にあってもなお自分を見失わない余裕が。

　マリエラ。

　拓人が知る限り最強の念サ動イ能コ力キ者ノ。

「雇うって――」

　一瞬――拓人は女の台詞せりふの意味がわからなかった。

　マリエラとその仲間達は、羽瀬川拓人にとって氷ひ室むろ明あき人と側の――つまりは『敵』であった筈なのだ。それが何な故ぜ、今この現場でそんな提案をしてくる？

「どうして……貴女達が？　僕達を――助けてくれるという事ですか？」

　拓人達は今――間違いなく窮地に追い込まれていた。

　氷室明人の謀略により〈学園〉の者達と連絡が取れなくなって。

　最後の希望として鈴すず穂ほの母親の元に行こうとした矢先に、転移魔法を妨害され。

　強力な魔法使いである氷室明人本人と、その使い魔の少女二人と、そしてプログラムを書き換えられて敵側勢力になってしまった重機動ゴーレム部隊と――圧倒的とも言える敵側の兵力に、為す術すべもなく追い詰められて。

　文字通りに進退窮きわまっていたところだった。

　そこに現れて割って入ったのは――使い魔の少女達を攻撃し、拓人達をこのビルの屋上にまで連れてきたのは、間違いなくこのマリエラの仲間だ。他の二人はまだ姿を見せていないが、彼等の能力は拓人もよく知っている。

　しかし……

「あんたに問われちゃ――ちとキツいね」

　どこか皮肉っぽい笑みを浮かべながらマリエラは言った。

「あんたらと戦って負けたから、雇い主に解雇されちまったんだよ」

　指先でくい――と鼻に引っかけていたサングラスを押し上げながらマリエラは言った。

「これでなかなか……後ろ盾がないとこの稼業やってくのも辛つらくってさ」

「後ろ盾って……」

「〈連盟〉はもう駄目っぽいから〈学園〉の方に鞍くら替がえしようかって話。結構役に立つよ？　私らは」

「拓人――」

　困惑こんわくと猜さい疑ぎの声で拓人を呼ぶのは傍かたわらに立つ従い姉と妹こだった。

「こいつら信用すんのか？」

　羽瀬川鈴穂。

　いや……厳密に言えば今は羽瀬川鈴すず果かと呼ぶべきだろう。

　いつも黒の三つ編みをその端で束たばねている白いリボンは、彼女の指先に引っかけられている。そして彼女の髪は――黒ではなく鮮やかな蒼あおを示しながら、屋上を吹き渡る風に揺ゆれていた。

　二重人格者である彼女の内には、表の『鈴穂』と裏の『鈴果』という二つの人格が存在している。少し丸顔の眼鏡めがね少女という基本的な外見に変化はないが――幼い頃の心理的外傷トラウマが原因で喋しやべれず気弱な言動の多い鈴穂と、反対にやたら乱暴で大おお雑ざつ把ぱな鈴果が、髪を束ねるリボンのあるなしをスイッチとして入れ替わる。

　そして鈴果状態の彼女は〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルーヴアンパイア〉と呼ばれる魔力吸収能力を発動させるのだ。

　つまり――

「私達ならそのお嬢ちゃんの力が解放されている状態でも全力で戦えるよ？」

　鈴果の蒼い髪を――魔力侵奪能力発動の証を一いち瞥べつしてからマリエラがからかうように言ってくる。確かに魔法使い達の魔力と似て異なるマリエラ達の超能力は、鈴果の影響を受けない。

　鈴果の魔力侵奪能力は魔法使いに対し強力な防御となるが、その反面でこちらも魔法を使えなくなってしまう。つまり拓人達も攻撃力を失うのだ。その点――マリエラ達の存在は確かに強い戦力として役に立つ事だろう。そもそもマリエラ達の介入がなければ、拓人達は今頃、明人の手勢に揃そろって捕まっていた筈だ。

「でも僕は……」

〈学園〉に乗り換えるなどと言われても――拓人に〈学園〉を代表する権限はない。

　ましてや彼等を雇えるような金銭的余裕もない。

　たとえマリエラ達を信用しその提案に頷うなずいたとしても、彼女等の働きに対して差し出せるものがない。

　そんな彼の内心を見て取ったのか――

「ま――私らの都合もあるからね。まけとくよ」

　マリエラはにたりと笑みを浮かべながら言ってきた。

「普段なら、一仕事につき一人頭一〇万ドルは欲しいところだけどね。お試しって事で――そうだね……〈学園〉への口利きと、今晩の晩飯で手を打ってやるよ」

「…………」

　だがそれでも拓人は迷った。

　隣となりを見れば鈴果と――そしてもう一人、赤い髪と赤い瞳ひとみをした少女が警戒心を露あらわにしてマリエラを睨にらんでいる。背中を丸め何処か上目遣いに相手を睨むその姿は、獲物に飛びかかる前の肉食獣を想わせた。

「みゃ……」

　浅黒い肌をした、見るからに南国風のその少女はタナロットという。

　拓人の使い魔である。

　いや。正確に言えば拓人が召しよう喚かん魔法の失敗で創造してしまった未分化魔神――厳密な定義に照らし合わせれば、まだ神でも魔でもない存在だ。

　もっとも魔法の類はからっきし駄目、芸といえば怪力と頑がん丈じようさのみ、おまけに色々常識だの何だのが欠落している上に猪突猛進ちよとつもうしん、直情径行、お陰で拓人の言う事を一〇〇パーセント聞いてくれるとは言いにくい、困った使い魔だが――まあそれはさておき。

「まあ疑ったり迷ったりする気持ちはわかるけど」

　マリエラは肩を竦すくめて言った。

「そろそろ決めないとまずいんじゃない？」

「――！」

　まるでマリエラの言葉を裏打ちするかのように――鈍にぶい金属音をたてて、屋上を取り囲む安全柵の一部がへしゃげた。

「みゃあああああああああああ――っ!!」

　一番早く反応したのは――タナロットだった。

　彼女はコンクリートを蹴り、猛然とへしゃげた安全柵に向け突進する。

　その向こうでぬっと姿を現したのは――

「――[image: ]ッ」

　鋼鉄の半人半馬ケンタウロスだった。

　重武装と重装甲を備えた戦闘兵器。〈学園〉の頼もしい守護者であり、有事の際には最新鋭の魔法機器を用いて、一糸乱れぬ統率で〈学園〉を脅かす脅きよう威いと戦い、〈学園〉関係者達を防衛する存在。

　だが――今は明人に中身を書き換えられた『敵』兵力だ。

　重機動ゴーレムである。

「みゃああああああああっ!!」

　タナロットが跳ちよう躍やく――拳こぶしを突き出し、まるでＭ78星雲からやってきた変身巨大宇宙人のような感じで、重機動ゴーレムに向かって飛びかかった。

　魔法こそ使えないタナロットだが、その御ご前ぜん天てん使し級のあり余る魔力は、肉体の頑健さと途方もない膂りよ力りよくに変換されている。彼女なら素手で重戦車を解体する事だって出来るだろう。

　だが――

「――[image: ]っ」

　がきんがきんと重機動ゴーレムの脚部が金属音を立て、折り畳たたまれていた『爪スパイク』がコンクリートに食い込む。

　同時に、掲かかげられたその腕が轟ごう音おんと共に突き出された。

　――ドンッ！

　火薬と電磁場によって加速され、まさしく銃弾に等しい速度で――瞬間的に音速を超えて繰り出された重機動ゴーレムの拳が、タナロットのそれと激突する。

　真正面から拮きつ抗こうする打撃力と打撃力。

　その余波が衝撃となって円状に広がり、拓人達の頰ほおを叩いた。

「みゃああああああああああああああ――っ！」

「[image: ]――――――――――――――――っ!!」

　ぐしゃりと潰つぶれたのは――ゴーレムの拳の方ではあった。

　タナロットの、ぱっと見には華きや奢しやとさえ言えるような小さな拳は、鋼鉄のそれに食い込み、まるで装甲に打ち込まれた徹甲弾の如ごとく、回転しながら拳を、そしてその向こうに繋がっていた手首を、肘ひじを、容赦なく破壊し――

「[image: ]ッ！」

　もしゴーレムに口があれば……にやりと口の端を歪ゆがめて笑っていたかもしれない。

　右腕を破壊されると同時に、ゴーレムはタナロットの攻撃で受けた力を腰の軸で回転運動に変換。潰れた右腕を引くのと同時に、左腕を打ち出していた。

　単なる左の拳打ではない。元々の打撃力に加え、タナロットの拳打の威い力りよくまで上乗せした一撃を繰り出したのだ。

「みゃーっ!?」

　タナロットは受け止める体勢にもかわす体勢にもない。ましてや踏ん張るものもない空中では対応のしようもない。

　強烈な一撃を受けた彼女は、やすやすと吹っ飛ばされ――鞠まりが跳ねるようにして屋上のコンクリートで二回ばかりバウンド。数メートルを滑すべって拓人の所に戻ってきた。

「タナロット！」

「タナ郎ッ！」

　慌あわてて駆け寄る拓人と鈴果。

　抱き起こしてみると、とりあえず目立った傷はない。拓人と鈴果は短く安あん堵どの溜め息をついた。まあ未分化とはいえ、魔神のタナロットが死ぬ事はないのだが――

「みゅ……油断したのである」

「いや。違うよ」

　拓人は戦慄を覚えながら言った。

　タナロットが油断していたのではない。彼女は今まで何度か〈学園〉の風紀ゴーレムやら重機動ゴーレムやらと殴なぐり合った事があるので――ゴーレム達の力を見くびっていたのだろう。実際、ゴーレム達はいつも彼女一人を相手に引っかき回されていた。

　だが……彼女は相手を『滅ぼす』事を目的として投入されたゴーレム達と戦った事は、一度もない。

　ゴーレム達には、今まで、出力や戦術の面で幾つもの制限が掛けられていたのだ。

　だが今、制限を取り払われた重機動ゴーレムは――人間の狡猾こうかつさと機械の非情さを併せ持つ、問答無用の対神魔戦闘兵器だった。その戦闘能力はいつもの比ではない。

　考えてみれば当たり前だ。

　重機動ゴーレムは元々〈学園〉に敵対する魔法使い、そして精霊や神族や魔族を制する為の戦力である。それを可能にするだけの戦闘能力が与えられていなければ意味がない。

「みゅう。次は負けないのである！」

　そう言って身を起こすと、今や完全に屋上に立ちはだかっている重機動ゴーレムを睨み、タナロットはぐるぐると右腕を回す。

　対して重機動ゴーレムはその右腕を半なかば以上破壊されながら――しかしまるで獲物を睥へい睨げいする捕食者のように、傲ごう然ぜんとそこに存在していた。

　しかも――

　がち。がち。がち。がち。がちがち。がち。

「――！」

　愕がく然ぜんと拓人と鈴果は周りを見回した。

　がち。がち。がち。がち。がちがち。がち。がちがちがちがち。がちがち。

　がち。がち。がち。がちがち。がちがち。がちがちがちがち。がちがちがちがち。

　がちがちがちがち。がちがちがちがち。がちがちがちがちがち。がちがちがちがち。

　鋼鉄の脚が。鋼鉄の腕が。

　屋上の縁や安全柵に引っかけられ、これを歪め、あるいは砕くだきながら本体を引き上げる。

　一〇？　二〇？　いや――三〇はくだらないだろう。

「くそっ――」

　重機動ゴーレムの群れがわらわらと屋上によじ登ってくる。

　いつも頼もしく見えていた〈学園〉の守護者達が、群れを成して拓人達を追い詰めるべく迫ってくる様さまは――まさしく悪夢だ。四本の脚を動かし、両手に機銃や榴弾砲を備えた彼等が、まるで獲物に群がる虫のようにわらわらと屋上に這はい登ってくる。

　本来――魔力を動力源としている為に、魔法が使えない場所ではまともに稼働できない彼等だが、今は予備の超伝導バッテリーで駆動しているらしい。

　勿論、彼等は主兵装である魔法系の攻撃兵器を使えない状態だが、通常の銃器やロケット砲ならば問題ない。恐らく壁もワイヤーやウインチを使って登ってきたのだろう。

「さて……」

　――轟音ごおんッ！

　近付いてくる重機動ゴーレム達をじろりとマリエラが見回した瞬間、破鐘われがねめいた音と共に鋼鉄の半人半馬は吹っ飛んでいた。

　まるで彼女の視線に沿って見えない鉄槌てつついが一旋したかの如く、火花を散らしながら屋上を数メートルも後退し、互いにぶつかって体勢を崩すゴーレム達。

　マリエラの念動だ。

　彼女の力は魔法のように千変万化させる事は出来ないし、精密作業をこなせるような細かさもない。だがその威力だけは他に類るいを見ないものだ。単一の能力に特化している分、その破壊力は生半可な魔法の比ではない。

　だが――

「みゅう？」

　タナロットが納得がいかないといった様子で首を傾かしげる。

「再生怪人は弱いのが鉄則なのである。おかしいのである」

「誰が再生怪人だッ！」

　額ひたいに青筋を立てて怒鳴るマリエラ。

「……って漫才やってる場合じゃないわ。さてどうするよ坊や？」

　マリエラは、サングラスの上から挑発するような視線を投げてくる。

　彼女の背後では――いや、ありとあらゆる方向から、重機動ゴーレム達が包囲の輪を狭めてくるのが見えた。

　もう迷っている暇ひまはない。もし明人やその使い魔の二人が追いついてくれば、完全に手詰まりになってしまうだろう。

「お願いします」

「契約成立」

　にたりと笑い――そしてマリエラは拓人の肩越しに視線を投げて言った。

「だから、あんたらは今から私らの敵」

「――！」

　マリエラの視線を追って愕然と振り返る拓人達。

　そこには――薄笑いを浮かべながら立つ、金髪と黒髪の少女が一人ずつ。

　アレフ。そしてタウ。

　ヘブライ語のアルファベットにおいて『始アまレりフ』と『終わりタウ』を示す文字を名として冠された、明人の強力な使い魔達である。それぞれ数分前には、コンクリートにめり込む程の打撃を受け、首を斬り落とされている筈なのだが――まるで堪こたえた様子がない。共に少女の形をしてはいるが、人間とは明らかに異なる存在だった。

「ねえねえアレフ。なんか言ってるよ？」

「戯たわ言ごとね。タウ。取り合っちゃ駄目よ？」

　明るく可愛らしい――しかし状況を考えれば怖おぞ気けをふるう程におぞましい笑みを浮かべながら、使い魔の少女達は、何の警戒を示す事もなくすたすたと拓人達に向かって近付いてきた。

「――お嬢ちゃん達」

　マリエラが半眼で小馬鹿にするような笑みを浮かべる。

「自信満々って感じだけどさ――あんた達じゃ経験不足だよ」

「それがどうかしたの？」

　首を傾げてアレフが笑いながら言った。

「経験不足だろうと何だろうと、象がアリに負ける事はないわよ？」

「ああ。そうだね」

　肩を竦めるマリエラ。

　彼女はにいっ――と口の端を歪めながら言った。

「ただし……象も鯨も、アリより小さな病原菌で死んだりするけどね？」

　次の瞬間。

「――!?」

　強烈な光が使い魔の少女達を背後から照らした。

　夜の闇を灼やき切きるヘッドライトの光条ビーム。

　安全柵の向こう側、支えるものも吊すものもない虚空の真ん中に――それは超然と浮かんでいた。

　奇妙に平べったい印象の自動車が一台。

　箱を繋ぎ合わせたかのような厳いかついその輪郭は、単なる『車』というよりも『装甲車』と表現した方が正しく印象が伝わるだろう。殆ほとんど小型のトラックと言えるような巨体と――それに比して異様な程に車高が低く平べったいその車体は、上下から押し潰された猪いのししのようにも、あるいは獲物に飛びかかる前に身を沈めた猛獣のようにも見える。

　通称〈ハンヴィー〉……高機動多目的装輪車両ＨＭＭＷＶ。

　アメリカ軍が使用する軍用車両である。いや、正確に言えば空中に浮かぶそれは、〈ハンヴィー〉そのものではなく、その設計やフレームをそのまま民間用車両に転用した代しろ物もの――ＡＭゼネラルＨ１ＡＬＰＨＡハマーだった。

〈ハマー〉はその厳つい四輪で、猛然と虚空を掻かいて飛び出した。

「んがっ……!?」

　巨大な掌てのひらのように、いきなりアレフとタウの上にのしかかる〈ハマー〉。

　総重量三トンを超える車体が少女達の上から叩き付けられる。咄とつ嗟さの事に反応しきれず――後頭部を〈ハマー〉のロールバーやバンパーで強打された少女達は、そのまま屋上のコンクリートに突っ伏した。

　勿論その程度で死ぬような連中ではない。

　一度、大きく跳ねてから、落下してきた勢いそのままに、屋上のコンクリートにタイヤ跡を描きながら拓人達の方へと横滑りしてくる〈ハマー〉。

　その車体の上に――

「…………」

　ボンネット上に短たん軀くの男が片膝かたひざをついて乗っかっていた。

　肩幅は広く、胸板も厚く、ある種の『塊かたまり』を思わせる風ふう貌ぼうである。更に色黒な上に目元を覆おおい隠すサングラスをしているので、余計に無機物的な硬さが――ごろりと岩塊めいた雰ふん囲い気きがその姿には漂ただよっていた。

　空間転移超能力者――ガントである。

「このっ――」

　身を起こすアレフとタウ。

　だがその瞬間――まるで不動の石像の如くボンネットの上に片膝をついていたガントが、上半身を捻ひねりながら抜ばつ刀とう。居合い斬りの形で逬る白刃はくじんが、空を一閃して再び鞘さやに戻った。

　それはまさしく、瞬まばたき一度にも見たぬ刹せつ那なの時間。

　勿論ガントの位置からはアレフとタウに刀が届く筈もない。

　しかし――

「――！」

　アレフとタウの頭が、揃って胴体からずるりとずれた。

　絞り込んだ空間転移能力で万物を斬り飛ばす――ガントの技だ。

　実体の刃で斬っているのではない。糸のような空間転移場を斬撃ざんげきに乗せて振っているのだ。その間合いは手にした刀のそれよりも遙はるかに大きい。しかもガントの斬撃はどんな盾たても装甲も、物質である以上は関係なく切り裂く。避ける事は出来ても防ぐ事は出来ない。

　文字通りに魔技であり魔剣だ。

「姐さん――伏せて」

〈ハマー〉の開かれた窓からそんな言葉と共に、ぼすんと黒い塊が飛び出てくる。

　40ミリ発煙弾。

　携帯型榴弾砲グレネードランチヤーから発射されたそれは、首を斬られたアレフとタウの間に落下した。咄嗟に自分の頭が落ちないようにと両手を掲げて押さえていた使い魔達は、一瞬だが反応が遅れる。その間に発煙弾は大量の白煙を吐き出した。

「ちいっ――」

　舌打ちする使い魔達を押し包み、白煙は辺りの風景を塗り潰していく。

「今のうちです、姐さん」

　運転席からそう言ってくるのは、ガントとは対照的に長身痩そう軀くの男だった。

　見るからに神経質そうな――一種の『切れ者』を想わせる人物である。その身体や仕草から逬る才気は明らかだが、それ故に何処か平衡を欠いた危なっかしい感じもする。鋭い刃物はそれ故ゆえに欠けやすい……そんな事実を思い出させる人物であった。

　精神感応能力者のミハイルだ。

「だから姐さん言うな」

　言いながらもマリエラは〈ハマー〉の扉を開けて中に乗り込む。

「ほら――あんたらも早く！」

「は、はい！」

　拓人も慌てて〈ハマー〉の扉を開くと、タナロットの手を引いて車内に放り込む。

　続けて鈴果の――

「――[image: ]っ!!」

　重機動ゴーレムの声と共に、白煙をぶち抜いて黒い塊が突っ込んでくる。

　一つ。二つ。三つ。

　総計三発の榴弾がコンクリートや鉄製の安全柵にぶつかって――炸さく裂れつ。

「――!!」

　ぐらりと拓人の視界が傾いた。

　いや――違う。

　彼が立っていた場所が崩ほう壊かいに巻き込まれたのだ。

「わあああああああああああっ!?」

「ぬあああああああああああっ!?」

　悲鳴を上げる拓人と鈴果。

　二人の立っていた場所が、ビル本体から剝はがれ落ちる様にしてごそりと崩壊する。足下の感覚が消滅して爪先が空を掻き、拓人の周りから重力の感覚が消え失せた。

　自由落下状態。

「……!!」

　その中で拓人は愕然と振り返った――同じく空中に投げ出されている従姉妹を。

「鈴穂！　鈴果！」

　必死に手を伸ばす拓人。

　鈴果も同じく彼に向かって手を伸ばす。












　恐怖と焦しよう燥そうでひどく間延びした時間の中、じりじりと二人の指先が近付いて――

「タクトッ!!」

「――!?」

　がくんと拓人の落下が止まる。

　あと数ミリ。

　ただそれだけの断絶が埋まらず――一旦は、文字通りに触れ合える程にまで縮まっていた二人の距離は、瞬間的に一〇メートルにまで開いていた。

「鈴穂！　鈴果ッ!!」

〈ハマー〉の中から手を伸ばしたタナロットに襟えり首くびを摑つかまれた状態で、拓人は悲鳴じみた声を上げる。彼の視界の中で鈴果は手を伸ばしたまま落下していき――

「――[image: ]っ」

　しかし次の瞬間、鋼鉄の腕が彼女を受け止めていた。

　ビルの壁面を登ってくる途中であった重機動ゴーレムの一体が、彼女の落下を止めたのである。ゴーレムの腕に摑まれた鈴果は暴れるものの――すぐに他のゴーレム達が寄ってきて、何本もの鋼鉄の腕が彼女を押さえ込んでしまった。

「出せ――ミハイル！」

　マリエラが叫ぶ。

〈ハマー〉は甲かん高だかい擦さつ過か音おんと共に、ノーパンクタイヤをコンクリートにこすりつけ、脱だつ兎との如く崩れ残った屋上を走り出した。

「待ってください――鈴穂が！　鈴果が！」

　開いたままの扉から身を乗り出して喚わめく拓人。勢い余って落ちそうになる彼を、両手両足を車内に突っ張り身体を支えるタナロットがぶら下げていた。

「馬鹿かあんたは！」

　叫ぶマリエラの背後で閃光せんこうが幾つも炸裂する。

　車窓の向こう側に見えるのは、機関砲や榴弾砲を撃ちまくる重機動ゴーレム達の姿であった。その数――およそ五〇。先程よりも増えている。

「うかうかしてると逃げるタイミングを失う！」

「でも――」

「ガント！」

「――承知」

　ボンネットの上で頷くガント。

　同時に――

　――しゃん!!

　涼すずやかな音を立てて空間に刻まれる一線。

　――しゃん！　しゃん！

　それは立て続けに三度鳴り響き、消えぬ残像線は相互に繋がって平面を成す。

「ふッ――！」

　最後に……虚空に刻まれた正三角形の真ん中にガントは日本刀の切っ先を突き立てた。

　無数の亀き裂れつが正三角形の外辺に向けて走り、次の瞬間、正三角形は砕け散る。

　それはまるで、風景写真の一部を切り取ってしまったかのようだった。

　絞り込んだ空間転移能力で『距離』すらも斬り落とすガントの奥おう技ぎだ。

「邪魔だよッ！」

　のしかかろうとする重機動ゴーレム達をマリエラの念動がはじき飛ばし、〈ハマー〉は更に加速――安全柵を突き破って空中に躍おどり出た。

　きらきらと砕けた硝子ガラスやら外れた細かい部品やらを撒まき散らしながら、〈ハマー〉の巨体が地上数十メートルの空中に舞う。

　虚空に刻まれた正三角形の空間転移ゲートに向けて。

「――[image: ]ッ!!」

　重機動ゴーレム達が〈ハマー〉に向けて捕縛用のワイヤーガンを一斉に発射。

　十数本の鈎爪かぎづめ付きワイヤーが空を切り――一本が〈ハマー〉の車体に引っかかる。

「[image: ]――ッ!!」

　瞬時に強力なウインチを使って、これを巻き上げようとする重機動ゴーレム。

　しかし――

「逃げられちゃったわね」

　腰に手を当ててアレフが呟いた。

　彼女の足下で、先端を失い、勢いよく引き戻されたワイヤーが跳ねる。

　使い魔の少女達の視線の先では――役目を終えた空間転移ゲートが、綺き麗れいさっぱりと消滅していた。
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　都市は静寂に覆われていた。

　既すでに時刻は深夜となれば、それは当然――誰もがそう思うかもしれない。

　だがそれは、あくまで比較の上での話だ。

　確かに夜間には交通量が激減する。終電の時刻を過ぎれば、人通りも絶えがちになる。人間は基本的に昼行性だ。昼起きて夜眠るように出来ている。その社会もまた同じ。

　だがそれでも。

　完全な無音が街を覆い尽くす事は、あり得ない――本来ならば。

　たとえ真夜中でも人間の営みは尽きる事がない。

　例えばコンビニエンスストア。例えばファミリーレストラン。二四時間営業の店舗は随ずい分ぶんと増えたし、そこに食材やら商品やらを補充する運送会社のトラックも休む事なく夜の街を行き来する。林立するビルの窓をこまめに覗いていけば、終わらぬ残業に、深々と溜め息をつく勤め人達の姿を見る事も出来るだろう。勿論――警察や消防署も同様だ。

　都市が完全に静寂に沈み込む事はあり得ない。

　たとえ表面的には眠っていても、肉体の奥では心臓が延々と脈打ち、肺が休みなくガス交換をしているのと同じく……街も何処かで何かが動いている。動き続けて音を出す。呼吸や鼓動の音のように。

　死なない限り。滅亡しない限り。

　だが――今。

　都市はほぼ完全な静寂に包まれつつあった。

　動くものは何もない。

　車も。人間も。その他諸々も。

　街の風景そのものに大きな変化はないのに……そこから物音と変化だけが完全に欠落していた。まるで写真を見ているかのように――いや動画の一時停止状態を見ているかのように、一切の動きが絶えている。

　複写作業の最中に固まっているコピー機。

　中途半端な開き方で止まっている自動扉。

　同じ画面を映したまま全く動かないテレビ。

　交差点を右折する途中で停車したトラック。

　まるで時間が流れるのを忘れてしまったかのように――何もかもが動かない。

　だがそこへ……

「一体どうしたんだ――これは？」

　死んだかのような静寂が満ちる大都会の頭上に、耳を聾ろうするかのような轟音を撒き散らして侵入してくる影があった。

　ヘリコプターである。

　濃緑色に塗られた卵形の機体の腹部に――白く縁取られた日の丸の印マーク。

　自衛隊機だ。ヒューズＯＨ６Ｄ。固定武装はなく主に航空偵察や連絡、射撃の弾着観測用に使われる小型の多用途ヘリコプターである。

「わからん……」

　ヘリコプターに搭乗する自衛官達の声には困惑が滲にじんでいた。

「市ヶ谷とも連絡が取れないままか」

「渋谷がこのありさまじゃな……一度駐屯地に戻るか」

「……ＢＣ兵器を疑った方がいいかもしれんな」

　自衛官の一人が呻うめくように言った。

「まさか……何処が？　いやそれ以前にどうやって？」

「おい――あれは」

　自衛官の一人が高層ビルの間を飛ぶ影を指さす。

「ベル２０６Ｂ－Ⅲジエツトレンジヤー――民間機か」

　別のヘリコプターが少し離れた所を飛んでいた。

　白を基調とした塗装で、機体側面に書かれている文字は『ナガサワヘリコプター』と読める。ついでに言えば、機体側面の窓から突き出された望遠レンズ付きのカメラも見えた。

　恐らく関東近辺の地方放送局が、業者に依頼して撮影用に飛ばした機体だろう。

　目め敏ざとい連中ならばこの奇現象に気付いて当然だ。

　明確な外縁は不明だが――この奇妙な『静止』の領りよう域いきは、首都圏を中心としてじわじわと広がりつつあるらしい。恐らく自衛隊のみならず――官民を問わず連絡不能で不都合が出てきている組織は、既に幾つもある筈だった。空路のみならず陸路で接近を試みている者達も多いだろう。

　だが……

「まずいぞ。もし本当にＢＣ兵器だったとしたら」

「ああ。無線で連絡を――」

　そこまで言って。

「――!?」

　自衛官達は息を呑のんだ。

　ヒューズＯＨ６Ｄがかすめるようにして飛んだ高層ビルの上端。

　そこに一人の少女が立っているのを発見したからだ。

　一体何者なのか――少女は冷たい白と蒼を基調とした、何処か奇妙なデザインの衣装を着ている。少なくとも格好を見る限りでは一般人には見えない。かといって軍人や警官の服装とも違う。

　少女はヘリポートを示す『Ｈ』マークが記されたビルの屋上で、静かに佇たたずんでいた。

　偵察に出てから初めて見る――人間の姿。

　衣装の奇妙さよりも、その事実に自衛官達は注目した。

　あの少女ならば、この首都圏を覆う奇現象の原因について、何か情報を持っているかもしれない。勿論それ以前に、この異様な状況下で少女を一人放置しておく訳にもいかない訳だが。

　ふと――屋上の少女が顔を上げる。

　その双眸が頭上を飛ぶヒューズＯＨ６Ｄを映し――

「救助を――」

　自衛官達の会話はそこで途切れた。

　同時に問題の少女が立つ高層ビルに近付こうと、機体を傾けて旋せん回かい行動に入っていたヒューズＯＨ６Ｄは……いきなりその生命線たる回転翼ローターを停止させた。

　動力が切れたのではない。何の前触れもなく回転翼がぴたりと静止したのだ。

　勿論そんな状態で揚力が得られる筈もない。

　ヒューズＯＨ６Ｄの機体は、まるで幼児が放り投げた玩具おもちやのように、重力降下にも移れぬままビルの上へと落下した。

　悲鳴もない。怒号もない。

　それを上げるべき自衛官達の姿は、ヘリコプターの中に、もう存在しなかった。

　何か質たちの悪い冗談のように、自衛隊のヘリコプターは高層ビルの屋上に墜落。そこでそれこそ落とした卵の様にぐしゃりと潰れた。機体は鋼鉄製とはいえ、重量軽減の為にその外装は薄い。同じ軍用とはいえ、戦車の装甲とはまた違うのだ。

　だが……

「…………」

　少女は潰れたヘリコプターを眺めながら嫣然えんぜんと笑っている。

　ヘリコプターは爆発もしなければ炎上もしない。ただ潰れただけで、それ以上の動きを一切見せない。まるでそれは、何年も前に潰れたまま放置された残ざん骸がいのようにすら見えた。

　更に――

「――なんだ!?」

「一体何が起こった!?」

　近くを飛んでいたベル２０６Ｂ－Ⅲジエツトレンジヤーの中では、カメラマンやパイロットが混乱していた。近くを飛んでいた自衛隊のヘリがいきなり失速……いや回転翼をあり得ない唐とう突とつさで静止させたかと思うと、そのままビルの屋上に墜落したからである。

「まさか――あの女の子が何かしたのか？」

「一体あの少女は何者だ……!?」

　テレビカメラのレンズがビルの屋上に立つ少女に向けられる。

　それは殆ど反射的な動作で――単にそれらしい被写体を見つければ、ついカメラを向けるという職業的な癖くせでもあったろう。

　だがその直後に起こった事を思えば、カメラマンの行為は糾きゆう弾だんを免れまい。

「――！」

　ズームするデジタル・ファインダーの中で少女がゆっくりと振り返る。

　無表情な顔の真ん中で……ぞっとする程に冷たい光を湛たたえた双眸が光った。

　そして――

　…………

　同時刻。

「タカアキ。いつまでテレビ見てるの。タカアキ、もうお風呂入っちゃって――」

　軽く扉をノックしてから息子の部屋に入ってきた母親は……困惑に眼を瞬かせた。

　そこにいる筈の息子の姿が見あたらない。

「タカアキ？」

　トイレにでも行ったのだろうか？

　何気なく部屋の中を見回して――そして母親は気付いた。

　テレビが付けっぱなしになっている。

　どうしてもとせがむので買ってやった息子専用の薄型液晶テレビだが……やはりまずかったかもしれない。テレビ番組とゲーム漬けになってしまって、ろくに部屋から出てこないのだ。風呂一つ入るにしても、何度も何度も催促してようやく重い腰を上げる始末だった。

「まったくもう……」

　呟きながら母親は部屋の中に入って――そして気付いた。

「あら？」

　床の上に一つの縫いぐるみが転がっている。

　動物とか乗り物とかをモチーフにしたものではない。人間の少年を三頭身位にデフォルメしたものである。

「こんなもの……」

　怪け訝げんそうに母親はその縫いぐるみを見下ろした。

　男の子なのに、どうしてこんなものが部屋にあるのか。

　息子はもう一三だ。縫いぐるみで遊ぶ歳でもあるまい。

「ゲームセンターででもとってきたのかしら？」

　呟いてその縫いぐるみを手に取ろうと身を屈かがめる。

　なんだかその縫いぐるみに、母親は見覚えがあるような気がした。

　いや――違う。見るのは初めてだが、妙に親しみを感じる造形なのだ。そう。それは彼女の息子を何処か彷彿ほうふつとさせるデザインで、そういえば着ている服も彼女が先日デパートで買ってきたものと同じ柄――

「…………」

　そのとき――ふと。

　何気なく彼女は付けっぱなしになっているテレビの画面を振り返った。

　そこに映る――静止画のようなその画面。

　そこには青白い少女の顔が映っている。

　炯々けいけいと光る双眸が、まるでテレビの画面越しに母親を見ているようだった。

「…………」

　そして……部屋に転がる縫いぐるみは二つになった。
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　それが広がっていく様は、まるで疫えき病びようのようだった。

　死の如き静寂が、緩やかにその領域を広げて街を侵略してゆく。

　あるいは……『世界の終わり』とはこういうものなのかもしれない。

　慟哭どうこくもなく。嗚お咽えつもなく。怒号もなく。悲鳴もなく。

　ただ止まる――全てが凍り付いたかのように。

　まるで雪なき冬景色の如く。

　雪の代わりに舞い踊るのは青白い少女達だ。

　一陣の風と共に奇装の少女達が通り過ぎると――人の姿が絶え、何もかもが動きを止めて、後にはただ幾つもの縫いぐるみが残っていた。

　彼女等の眼まな差ざしが注がれたものは、全てその活動を止めて仮かり初そめの死に囚とらわれる。

　少女達の視線から逃れ得る存在などいない。その可能性を持った者達は真っ先に縫いぐるみとなった。だから少女達の視線の侵略を止める者もなく、それは感染爆発パンデミツクのように――一夜にして街を染めていった。
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　まるで映画の場面を切り替えるように〈ハマー〉の車窓に映る風景は一変していた。

　ガントの空間転移である。

　衝撃の類はない。ただ耳にある種の――列車がトンネルに入った時のような違和感を拓人は覚えた。恐らくビルの屋上から道路へと空間転移した際の気圧差で、鼓こ膜まくが張ったのだろう。たかが数十メートルとはいえ一瞬で移動すれば、その差ははっきりと感覚に表れる。

　既に……そこはビルの屋上ではなかった。

　何処かの道路の上だ。

　周囲に立ち並ぶビルの密度を見れば、恐らく都内の何処かであろう。他に走る車の姿も見えぬ深夜の路上を、〈ハマー〉は疾しつ走そうしていた。

「停めて――降ろしてください！」

　拓人は前席の超能力者に向けて叫んだ。

「僕は鈴穂達を――」

「馬鹿かい、あんたは」

　振り返りながら顔をしかめるマリエラ。

「あの嬢ちゃん――従姉妹の鈴穂ちゃんだっけ？　彼女が心配なのはわかるよ。だけど今坊やが引き返して彼女を取り戻せるのかい？」

「それは――」

　唇くちびるを嚙かむ拓人。勿論それは無理だ。

　彼一人で戻って勝てるようなら、そもそも追い詰められてなどいない。

「――ご主人様」

　ぽんっ――と何処か間の抜けた小さな音とささやかな煙を発しながら、握り締めていた魔法機杖が彼の右手から離れる。

　煙は散らすまでもなく、すぐに消え……後には緑の長髪をすらりと伸ばした長身の少女の姿が残っていた。何処かおっとりのんびりした雰囲気を纏まとっており、彼女の周りだけ、時間がその流れを緩めるかのような印象がある。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　拓人が愛用する魔法機杖が人間形態を採ったものだ。

　ファルチェはちらりと前席のマリエラの方を見てから言葉を続けた。

「私も『姐さん』さんと同意見です」

「姐さんって呼ぶな……」

　反射的にそう応じてから、マリエラは額に青筋を浮かべ運転席のミハイルに怒鳴った。

「っていうか――見ろ！　定着しちゃったじゃないか！」

「あ……姐さん――じゃなくてボス、く、苦しい、事故る――！」

　襟首を摑まれて呻くミハイル。彼の言葉を証するように〈ハマー〉が左右にふらふらと揺れて――仕方なくマリエラは手を放すと、不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「氷室明人は、あくまでご主人様と鈴穂先輩の協力を求めていました」

　ファルチェがゆっくりと諭さとすように言う。

　ただしいつもの彼女のような何処か緩んだ口調と声音ではない。それは時折ながらも彼女が見せる緊張した――真剣な表情だった。

「回りくどい方法でご主人様を追い詰めようとしていたのも、あくまでご主人様や鈴穂先輩の自主的な協力が必要だからです。ですから鈴穂先輩達を殺したり、取り返しのつかないような傷つけ方をしたりは、しないと思われます」

「それは――そうかもしれないけれど」

　単に拓人や鈴穂を殺したり傷つけたりするつもりなら、その機会は幾らでもあったろう。

　榮えい太た郎ろうとエーネウスが御堂高校に護衛としてやって来てからはさておき――いやそれ以後でも不可能ではなかった筈だ。何しろ明人は、〈学園〉を丸ごと機能停止に追い込んでしまう程の力を持っていたのだから。

「私も鈴穂先輩や鈴果先輩が心配です。お気持ちはわかります」

　ファルチェは拓人の手を握り締めて言った。

「でも鈴穂先輩達を助けるならば……万全を期して助けに行った方が良いのではないでしょうか？　ここで戻るのは簡単ですけれど――ご主人様。いつもおっしゃってますよね。目的を見失ったら駄目だって」

「それは……うん」

　つい忘れがちになるからこそ……拓人は自分を戒いましめる意味でもよくそれを口にする。

　最終的に目指しているのは何なのか。

『目的』を忘れて目の前の『手段』に固執すると、目的達成の為により良い手段が見えなくなる事が多い。二つだけ提示された選択肢を前にして、三つ目を探す事が出来る人間は、選択肢と同時にその先――自分自身が今、何をすべきかを見据えている人間だ。

「…………」

　拓人は溜め息をついた。

　そうだ。ファルチェが正しい。

　本当に鈴穂達を大事に思うのならば、闇やみ雲くもに突っかかっていくよりも、確実に助けられる力なり援軍なりを得るのが先だろう。

「わかりました――ええと。マリエラさんでしたっけ」

「なに？」

「詳しい事情を聞かせてもらえませんか？　一体何がどうなっているのか――僕達の持っている情報は限られていて、状況がよくわからないんです」

「まあそりゃいいけど」

　マリエラは言った。

「いちいち説明しなくても、外見てると気付かないかい？」

「外……？」

「みゃ？」

　拓人とタナロットは、揃って、窓硝子越しに流れ飛んでいく風景を見つめる。

　それは一見すると、特に変わったところも見あたらない、平凡な都会の夜景に見えた。

　見慣れたビルの林。見慣れた街灯の光。見慣れたトラック。見慣れた看板とネオン。見慣れた信号機。見慣れた道路標識。見慣れた――

　………………………………………………………………気付くのには一分近く掛かった。

「これは……！」

　呟く拓人の声に戦慄の色が混じる。

　街の風景からは重要な要素が一つ欠落していた。

　誰もいない。人っ子一人――本当に全く誰もいない。人影が皆無なのだ。

　夜とはいえ都市が完全に寝静まる事はない。人の姿が完全に絶えてしまう事などあり得ない。一台の車も走っていない東京などあり得ない。道路脇には二四時間営業のファミレスやらコンビニやら牛丼屋やらがちらほら見受けられるが――それらの店内も、硝子越しに見た限りは完全に無人だった。

　無人の街。

　代わりに散らばっているのは……

「まさか……街中……!?」

　目をこらせば、それはあちこちに見る事が出来た。

　三頭身程度にデフォルメされた人間達の縫いぐるみ。

　民家の中なら、あるいは店舗の中なら――机や棚の上ならば、それはまだ理解できる光景ではあろう。だがそれは、路上にも、店舗の床にも、幾つも幾つも存在していた。

「氷室明人が量産した対神魔兵器だよ」

　マリエラは言った。

「あいつはメドゥーサって呼んでたみたいだけどね。勿論――神族や魔族だけじゃなくて精霊や人間やゴーレムの類にも使える。要するにその視線に乗せて『静止』の呪いを相手に打ち込んで凍結させるものらしい」

「それって――」

「みゃ？　麻ま雪ゆきっぽいのである」

　とタナロット。

　そう。恐らくは試作品だった麻雪の完成形なのだろう。途中で放ほう棄きされた計画だと拓人は聞いていたが――それを明人が発掘し、独自の改良を施ほどこした可能性は考えられる。

「そ。アレの改良品さ」

　マリエラは肩を竦めて言った。

「ただ……アレと違うところは、ただ凍結させるだけじゃないんだよ。ただ凍結させただけなら高い魔力の持ち主の場合、自然解凍とかしちゃうらしいね。それじゃ駄目だってんで、召喚技術の応用とかで『器うつわ』を造ってそこに封じ込めてしまうみたい」

「その『器』があの縫いぐるみですか」

「そういう事」

　マリエラは眼を細めて夜の街を眺める。

「どうやらあの氷室明人って魔法使いは――あんた達を手に入れる為なら、街丸ごと滅ぼしてもよいと、いや、場合によっちゃ世界を丸ごとこの状態にしてもよいって思ってるみたいね？」

「無茶な――」

　と言いかけて――拓人は言葉に詰まった。

　無茶ではない。むしろ当然だ。

　単に拓人達が自分達の価値と危険性を認識していなかっただけの事だ。

〈始源的神魔創造者〉――秘匿名〈聖せい母ぼ〉。

　それは『神』を造り『魔』を屠ほふる能力と言われる。

　だがそも――世界の始まりから終わりまで存在としては永劫不変たる神や魔を産み、あるいは滅ぼす能力とは何を意味するのか。

　そも神や魔は何故に不滅なのか。

〈学園〉において主流の学説では、神や魔とは世界の一部――世界の『定義』を担になう存在なのだと言われる。あくまで個体として存在しているのは、その『定義』の一部であり影、あるいは象徴でしかないのだと。

　ならば〈始源的神魔創造者〉を手に入れるという事は、世界を根本的な部分から――時空や物理法則のレベルで書き換える力を手にするという事だ。

　確かにそれは世界を代償としても釣り合う代物かもしれない。

　しかし……

「でもあの氷室明人も僕や鈴穂と同じ力を持ってるんでしょう？」

「――らしいね」

　頷くマリエラ。

　やはり彼女等も〈始源的神魔創造者〉については知っているらしい。

「じゃあなんで――」

「細かいことはわからないけどさ。あんたと羽瀬川鈴穂と自分と――三人必要なんだろ。〈聖母〉って奴が」

　神を産み魔を殺す力を三人分。

　時空定義や物理法則を書き換えかねない力を三人分。

　それが必要な物事とは――一体何か？

「ま――私らは単に、最も早はやあの氷室明人って坊やとは交渉の余地がないと判断した訳。元々先の仕事の失敗で、殆ど縁が切れてたんだけども」

　苦笑してマリエラが言う。

「正直――何らかの形で責任をとらされるかと思ったけどね。完全に放置状態だったよ」

「…………」

　流石さすがに拓人の立場としては言葉が出てこない。彼女の言う先の仕事というのは、恐らく拓人の父親を誘拐ゆうかいした一件だ。

「多分……どうでもいいんだろう」

　眼を細めるマリエラ。

「まあ私等みたいな傭兵ようへいなんてのは、そう思われても当然ではあるんだけどさ。ただね――あいつの場合はそれだけじゃないっぽい。本当にあんた達二人以外は心底どうでもいいと思ってるよ。あいつは。誰が死のうと。何が壊れようと――ね。ま、目的以外は全て振り捨てる――その位でないと魔法使いってのは務まらないんだろうけどさ？」

「……それは……偏見ですよ」

　とは言いつつも、榮太郎とかシュタイン教授とか――目的と手段が逆転するどころか、手段の為に目的を選んでいるよーな魔法使い達の事を思い出すと、いまいち否定しきれないような気もするのだが。

「ともかく。あの坊やが下手すると世界そのものまで一切合切凍り付かせてしまいかねない今、逃げ回るにも限度がある。私等としちゃ、あんた達の側に付いて足あ掻がくのが唯一にして最後の可能性って訳」

「なるほど」

「で――とりあえずどうする？」

　腕を組みながらマリエラが尋ねてくる。

「私達は坊やに雇われた以上、坊やの指示に従うよ。さすがに事態が此こ処こまで来ると、魔法使いじゃない私らには、どうしようもないしね」

「元々向かっていた場所があります」

　拓人は携帯電話を取り出して簡単な地図をダウンロード。どうやらサーバーの類はまだ自動で動いているらしい。拓人が地図を携帯電話ごとマリエラに手渡すと、彼女はそれをざっと眺めてから――ミハイルに言った。

「ミハイル。二八部衆のシフト変更。ナビの検索パターンから三番目のルートを選択してそこに斥候せつこうを配置。一番目と二番目は使っちゃ駄目だよ。近道な分だけ予測され易い。万が一メドゥーサを発見した場合は、そこから再検索してルート変更」

「――了解」

　どうやら〈ハマー〉の走る予定の道路上に予あらかじめミハイルの二八部衆――彼の精神感応能力で創り上げられた、ある種の幻影人形――が斥候として派遣されているらしい。今まで街中を走りながらもメドゥーサ本体に出会わなかったのは、この為なのだろう。

「さて。こっからが正念場かね」

　ポケットから煙草を一本取り出してくわえながらマリエラは言った。
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（……これは多分……夢……）

　そんな自覚は何処かにあった。

　それもアルバムを眺め見るかのように……以前見た情景を繰り返す追憶ついおくの夢だ。

（……これって……いつ頃の事だったかな……？）

　一冊の本が、鈴穂の前には広げられていた。

　確かに読んだ記憶のある本だ。しかしそれがいつの事であったか思い出せない。あるいは何度も読んだので、記憶が変な形で重なり合ってしまっているのかもしれない。

　元々……鈴穂は家にこもりがちの傾向があった。

　そして〈連盟〉に襲われて言葉をなくしてからは、益々その傾向が強くなった。

　家族以外の他人が怖い。

　いつ何処で誰が豹ひよう変へんして襲ってくるのかわからない……そんな不安が鈴穂にはあったのだ。殺されかけた記憶は、彼女の心の奥底にくっきりと心理的外傷トラウマを刻みつけていた。

　家に閉じこもる娘を案じた父は――自らが編集者という事もあって――様々な本を娘への土産として持ち帰ってきた。勿論、当初はビデオを持ち帰ってきた事もあったが、動画はむしろ鈴穂を怯おびえさせる事になった。勝手に動いて強制的に情報を提示するメディアは駄目だったのだ。自らのペースで好きなように読み進めていける――つまりは勝手に動かないエンターテイメントを彼女は好んだ。

　当然それは漫画や小説といったものに限定されてしまう。

　家の中に引きこもっている分――彼女は沢山の本を読んだ。

　漫画も小説も専門書も。小説も当初は主にライトノベルと呼ばれる少年少女向けのものを読んでいたが……次第に鈴穂は古典や外国文学にも興味を示すようになっていった。

（……多分……その頃の事よね……）

　白はく居きよ易いの『長ちよう恨ごん歌か』を読んだのは。

『長恨歌』とは旧ふるい中国の――唐の時代の長編漢詩である。玄宗皇帝げんそうこうていと楊よう貴き妃ひの物語を歌ったもので、中世日本文学にも影響を与えた作品として有名だ。

　その中で『比ひ翼よくの鳥』『連れん理りの枝』という言葉が出てくる。

『比翼の鳥』とは、雌と雄が、それぞれ一つずつしか眼と翼を持たないという想像上の鳥だ。『連理の枝』とは、一本の木の枝が他の木の枝と相連あいつらなって、一本の木のように木目が同じになっている状態を指す。

　共に仲なか睦むつまじい夫婦の固い契りを示す言葉だ。

（……覚えてる……すっごく哀かなしくて……でもロマンチックだって思った……）

　鈴穂はこの言葉に惹ひかれた。

　特に――『比翼の鳥』に。

　比翼の鳥は当然ながら雄だけ、雌だけでは飛ぶ事すら出来ない。身体を繋ぎ、互いに支え合って、初めて一羽の鳥になれる。故に片方が死んでしまうと、もう片方も当然に運命を共にするのだ。

　ではもし……共に支え合うべきつがいに出会えない比翼の鳥がいたとしたら？

　その鳥は、生まれてきた事を呪いながら、地を掻き、乾ひ涸からびていくのだろうか。空しく伴侶はんりよを求める恋の歌を虚空に放散しながら、死んでいくのだろうか。

　その哀しいイメージが何故か鈴穂の心に焼き付いていた。

（…………私は……）

　幼い頃から違和感があった。

　何が？　――と問われれば鈴穂自身にも答えられない。

　ただ自分が何か違うという自覚はあった。

『自分だけは特別』などという子供にありがちな自意識過剰の産物――ではなかった。それならば、もっと鈴穂は積極的な子になっていた事だろう。むしろその違和感は彼女の劣等感や孤立感をひどく刺激した。

　何かが、いつもずれている。

　最後の一線で周囲の人間と感覚を共有しきれないような――例えば自分の見ている風景の色が、他人の見ているそれとは微妙に違っているかのような、もどかしく、どうしようもない断絶感が、いつもつきまとっていた。

　何かの折につけその『ずれ』が見えるのだ。

　仕草。言葉。視線。

　一つ一つをとってみれば殊更に意識するようなものではない。だがそういった何気ない事の積み重ねが、彼女の『ずれ』を意識させるのだ。

　名状し難い孤立感と寂せき寥りよう感。それは常に鈴穂につきまとい、彼女の消極的な性格を形成する一因ともなっていた。

　ただし……この違和感を感じない相手が一人だけいた。

　従兄弟の拓人である。

　ほんの小さな仕草に、ほんの些さ細さいな言葉に、『あ。この人は自分と同じものを感じてる』と気付く部分があった。それは恐らく他人には説明されてもわからないような――下手をすると拓人自身も気付いていないような、ひどく些細で感覚的な認識ではあったが。

（……同じなんだ……）

　それに気付いた時から鈴穂の中で拓人は特別な存在となった。

（……お父さんよりも……お母さんよりも……タクちゃんには私に近しい何かがあるんだって……そんな風に感じてた……）

　父親よりも母親よりも近しい『仲間』。

　多分――世界で唯一人の。

　もし自分が比翼の鳥なのだとしたら、恐らく自分の半身は拓人なのだと――鈴穂が思うようになるのに、そう時間は必要なかった。

　今にして思えば、それは拓人と鈴穂に同じく与えられた〈始源的神魔創造者〉――秘匿名〈聖母〉――としての能力に起因する感覚であったのかもしれない。

　しかも……

（タクちゃんのお母さんがいなくなった……）

　浮かび上がる追憶の情景。

　黄昏たそがれ色いろの部屋の片隅で一人の少年が膝を抱えている。

　母親は不倫相手と逃げた。父親は海外赴任で外国に逃げた。残された幼い少年は、ただ自分の存在に茫漠ぼうばくたる疑問と拒否を覚えながら、家庭の骸むくろの片隅でひっそりと暮らしていた。

（……ああ……同じだ……）

　彼を見て鈴穂は思った。

　拓人は何かを欠落させてしまっていた。

　笑っていてもそれは何処か芝居じみていて。困っていても何処か他人事のようで。何かが枯れてしまった老人のように――ひどく空虚なものが彼の何処かに巣喰っていて。

（タクちゃんは何かを何処かに落としてきてしまった……そう……私と同じに……）

　飛ぶための翼を欠落させた鳥のように。

　鈴穂は拓人の欠落を悲しみ哀れむのと同時に……心の何処かで喜んでいたように思う。

　これでこそ自分と拓人は互いに補えるのだと。

（私が補うんだ……）

　思い返せば――それはなんと卑いやしい考えだったろうか。

（私とタクちゃんは同じだから。同じもので。同じように何かが欠けていて。だから私がタクちゃんの欠けた部分になる……比翼の鳥の……ように……）

　…………

　夢の場面が緩やかに溶けて変化する。

　…………

　場所は、見慣れた自宅の庭先だった。

　登場人物は鈴穂自身と――そして拓人。

　鈴穂は泣きじゃくっていて。

　拓人はやっぱり泣いていて。

　でも拓人は泣きながら、鈴穂に向けて何かを叫んでいた。

　何を言っているのかは聞こえない。鈴穂はもうその台詞をはっきりとは覚えていないからだ。恐らく拓人も、もう出来事そのものを覚えていないだろう。それは子供同士の他愛ない喧けん嘩かだった筈だ。

　だがどんな内容だったか、おぼろげに鈴穂は覚えている。

（私が余計な事を言った）

　それはきっと何気ない一言だった筈だ。

　鈴穂には悪意などなかった。そんなものを彼女が拓人に対して持つ筈がなかった。

（でも無神経な事を言ってしまった。彼を――お母さんのいない彼を傷つけるような事を言ってしまった。私にはお母さんもお父さんもいるから。だから――）

　何気ない一言が傷を抉えぐる事がある。

　悪意なんてなくとも、相手を傷つけたり馬鹿にしたりしたかった訳ではなくとも――それでも『持てる者』の一言が『持たぬ者』の気持ちを傷つける事がある。

　両親が揃っている鈴穂と――どちらとも離れて暮らす拓人。たとえ鈴穂にその気がなくても、些細な言葉や仕草が拓人を憐あわれみ蔑さげすんでいるかのように見える事だってある。

　そしてその事に気付くには――当時の鈴穂も拓人も幼すぎた。

　勿論これはただそれだけの出来事だ。

　くり返すが、それは他人から見れば他愛ない子供同士の喧嘩にすぎないだろう。

　だが……恐らくこの時からだ。

（私は……）

　鈴穂の中に、ある種の強迫観念めいたものが生まれたのは。
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　緩やかに夢が溶けて流れ落ちる。

　曖あい昧まいだった意識の輪郭が、はっきりと際立っていき――鈴穂は自分が覚醒しつつあるという事を自覚する。ふわふわと浮かんでいた記憶の断片が嚙み合わさっていくのを感じながら、鈴穂はゆっくりと瞼まぶたを開いた。

「…………」

　何度か瞬きを繰り返して、まとわりつく眠気を払い落とす。

　まず視界に入ってきたのは……幾つもの同心円。

　それが円形の天井なのだと気付くのに、眠りの残ざん滓しを引きずる鈴穂の意識は数秒を費ついやした。そして自分が眼鏡を掛けていないという事に気付くのに数秒。更に自分が仰あお向むけに――それも何やら柔らかいベッドの上に寝かされているという事に気付くのに数秒。

　ぼんやりと、鈴穂は意識が夢に落ちる前の記憶を探る。

　屋上。白煙。崩壊。落下。

「――！」

　ばらばらだった記憶が互いにかちりと嗔はまり合って一枚の絵になる。

　そこから……自分が明人の支配下に入った重機動ゴーレムに捕まったのだと理解するのに要したのは、ほんの一瞬だった。

　がばりと慌てて身を起こす鈴穂。とりあえずぼやける視界を何とかしようと、辺りを手で探ると――枕の真横に眼鏡が折り畳まれて置かれているのに気付いた。愛用のノートと筆記用具も同じだ。

（……ここ……どこ……？）

　眼鏡を掛けると――鈴穂は改めて周囲を見回した。

　それは広い広い空間だった。

（……劇場……？）

　ベッドの上で己の身を抱くようにして縮こまりながら鈴穂は考える。

　擂すり鉢ばち状に構成された無数の――何列もの輪を描く円形の観客席。

　そしてその底部に位置する、やはり円形の舞台。

　天井には照明らしい光の点が幾つか――やはり点線で円を描くようにして並んでおり、白々とした冷たい光を投げ下ろしている。

　形や規模で考えれば、最も近いのは古代ローマの円コ形ロ闘ツ技セ場オだろう。

　ただしあちらには天井がない。まして基本は石造りで――それ故の硬さや冷たさが第一印象としてある。対してここがむしろ闘技場ではなく劇場や音楽堂を連想させるのは、全体的に木製と思しき、上品な茶系色彩を基調とした内装になっているからだ。

　もっとも……細かい部分までは見て取れない。

　どうも照明の光量が足りていないらしく、『劇場』内観の多くは薄闇の中に溶けてしまっている。観客席はどうやら空っぽのようだ――という事がわかる程度だ。

「…………」

　そして鈴穂がいるのは舞台の上だ。

　その片隅にベッドが置かれ――そこに寝かされていたのだ。

　見ればベッドもシーツには端々に飾り編みレ　ー　スが施され、ベッド本体にも丁寧な飾り彫刻エングレービングが施されている。

　捕虜の扱いという感じではない。ただ何というか――丁重に扱われているというのとも違う気がする。こんな場所にベッドが置かれていると、まるで寝ている姿を見せ物にされていたかのようで、何やら落ち着かないのだ。

　しかも――

「……！」

　そこまで認識してから――ようやく鈴穂は自分が気絶する前までとは違う格好をさせられている事に気付いた。

　ドレスだ。それも鎖骨も肩も剝むき出しの。

　首飾りチヨーカー。長手袋ロンググローブ。そして丁てい寧ねいな刺し繡しゆう模様の入った白いロングドレス。舞踏会に今から繰り出す予定の貴族令嬢か、さもなくば新郎が迎えにくるのを待っている花嫁――といったいで立ちである。

（ちょ……ちょっ……な……何よこれ!?）

　まあ……鈴穂とて女の子なので、こういう豪ごう奢しやな雰囲気のドレスは嫌いではない。両親の趣味もあり、振り袖を着る機会はそれなりにあるのだが、こういう西洋貴族風の格好というのにも、多少憧あこがれる気持ちはある。

　ただし。

　この手の衣装は上からぼそっと被かぶせて着せる訳にもいかない。

　本格的なドレスを着る場合は、下着すら御法度という話も聞く。つまり鈴穂にこういう格好をさせる為には一度、完全に、すっぽんぽんにひん剝く必要がある訳で。

「……！　……!!」

　真っ赤になりながら鈴穂は自分の着ているドレスのスカートを押さえた。

　自分が『穿いてない』事に気付いたからだ。

（何なの!?　一体何なのよ!?）

　慌てて鈴穂は、気絶する前まで自分が着ていた衣装を探すが、近くにはない。当然と言えば当然だが――ここ最近は肌身離さず持っていた〈ワルプルギス〉や〈アイギス〉も見あたらなかった。

　代わりに……

「――！」

　いつからそこにいたのか。

　あるいは単に――最初からいた彼に鈴穂が何らかの理由で気付かなかっただけなのか。

　円形舞台の真ん中に一人の少年がいた。

　氷室明人。

　何処か拓人と似たものを持った少年――そして拓人の敵。

「……ふふっ…………」

　明人は鈴穂に背中を向けて、革張りのソファに腰掛けていた。

　鈴穂が起きた事に気付いていないのか、それとも興味がないのか、彼は振り返ってくる様子もなく――何やら自分の前に広がる平面を眺めている。

　それは一見するとプラズマディスプレイか大型液晶テレビのようにも見えた。

　だが――違う。それはあまりに薄い。鈴穂の位置からは正確に見て取る事は出来ないが、恐らく厚さは一ミリもあるまい。空間に画像だけが嗔め込まれているかのような、奇妙な光景ではあった。

（何を見ているの……？）

　覗き込もうとして、そっとベッドを降りる鈴穂。

　すると――

「おはよう――羽瀬川鈴穂君」

　振り返りもせずただ声だけを明人は投げてきた。

「よく眠れたかい？　丁度面白い映像を鑑賞している最中なんだ――君もこっちに来て見ないかい？」

　驚き身を竦ませる鈴穂に対して、まるで映画か観劇に誘うかのように気楽な口調で明人は言った。鈴穂は警戒の表情を露わにしてそこに立ち竦んでいるが、別にそれを気にする様子もない。

「…………？」

　ふと――鈴穂は明人の後ろ姿にある種の違和感を感じた。

（……違和感？）

　いや……違う。

　これは親近感だ。

　普通の他人には感じないものをこの明人からは感じる。

　今までは拓人にしか感じなかったものを――母親や榮太郎やメタリスや……〈学園〉の関係者にすらも全く感じなかったものを覚えている。今まではより強くそれを感じる拓人が側そばにいたので、気付かなかった。

（……従兄弟だから？）

　氷室明人。拓人の――腹違いの弟。

　この親近感はそこから来るものか？

　それとも――

（同じ〈始源的神魔創造者〉だから……？）

　そう。むしろそう考える方が妥だ当とうだろう。

　そんな事を鈴穂が考えていると――

「これで羽瀬川拓人には、表の世界でも頼るべきものがなくなったという事になる」

　明人は、鈴穂の困惑なぞまるで気にした様子もなく、そんな事を呟いている。

　鈴穂は手にしたノートとペンに言葉を書き記しながら明人の横へと回った。

『それはどういう意味ですか？』

「うん？」

　首を傾げて明人が振り返ってくる。

　彼が見ていた平面には夜の街の画像が、映っている。一見するとそれは何の変哲もない夜景だ。先の明人の言葉とこの画像が、鈴穂の中では繋がらない。

『タクちゃんの頼るべきものがどうとか』

「ああ――」

　明人は頷いて指先を振る。

　すい――と映像を示す平面は音もなく角度を変えて鈴穂の前に映像を示した。

　確かにそれは夜の街の風景である。それに間違いはない。

　だが……

「……？」

　眼を細める鈴穂。

　何か妙なものが転がっている。幾つも幾つも。それ自体は別に不思議でも何でもない代物だが、夜の街の路上に転がっているとなると――

『縫いぐるみ？』

　次々と切り替わっていく映像の中には、必ず縫いぐるみが映っていた。その多くは床に転がっていたが、中には車の運転席でシートベルトを締めている縫いぐるみや、ベッドの上に寝かされている縫いぐるみもあった。

　縫いぐるみ。縫いぐるみ。縫いぐるみ。縫いぐるみ。

　街のあちこちに縫いぐるみが散らばっている。

　そして――

「…………」

　鈴穂は気付いて身を強こわ張ばらせた。

　いない。縫いぐるみの代わりに――人間がいない。

『まさか』

　文字を書く手が震える。

「可愛いだろう？」

　お気に入りの玩具を自慢する子供のような口調で明人は言った。

「ただ殺したり潰したりするだけじゃ、あまりにもつまらない。元々は対神魔用封印兵器なんだけどね。人間や精霊にも応用できる。似たような姿のもの同士には呪術的なチャンネルが繋がりやすい――という考え方があってね。これを応用したものだよ」

　対神魔封印兵器。

　連絡のとれない〈学園〉関係者達。

　つまり――

「そうそう。〈学園〉の連中はもう全員封印済みだよ」

　明人がぱちんと指を鳴らすと――天井の照明がいきなり光量を増した。

　降り注ぐ光が薄闇を駆く逐ちくし、全てが明るみにさらけ出される。

「――!!」

　円形劇場の客席。

　幾重にも幾重にも同心円を描いて並べられた客席の列――当初そこには誰もいないのだと鈴穂は思っていた。

　だが違う。

　いた。いや――あった。

『これ全部……』

　無数の縫いぐるみが。

「ああ。〈学園〉の連中だよ。ついでに言えば〈連盟〉の連中も何割か混じってる」

　事もなげに明人は言った。

「殺してしまうとそれまでだけど――こうしておくと色々使い勝手があっていいんだよ。人質にするもよし、魔力を搾しぼり取とるもよし。なによりこうしておくと癒いやされていいよね。可愛いから」

　明人の言葉に、鈴穂は、ただただ冷たいものを感じる。

『癒し』？　『可愛い』？

　聞き慣れた言葉が、まるで異世界の単語のように響ひびいた。

「素敵だろう？　羽瀬川鈴穂。君はそう思うよね？　君の部屋によく似ている」

「――！」

　鈴穂はびくりと身を震ふるわせた。

　拓人のマンションに住むようになってからは殆ど足も踏み入れていないが……鈴穂の部屋は確かに大量の縫いぐるみがある。

　それはかつて対人恐怖症で家から出られなかった時の名残なごりだ。

　人と接するのが怖くて――しかし独りは恐ろしくて寂しくて。だから鈴穂は人間の代わりに縫いぐるみを部屋に招いた。勝手に動かず、間違っても彼女を傷つけたりしない柔らかな人の似姿を。

　だが……それがどれだけ他人の眼には異様に映るのか、今の鈴穂は理解している。

　それは彼女にとって恥ずべき秘密だ。家族と拓人しか知らない秘密だ。

「そう怖い顔をしないでくれ」

　明人は笑いながら肩を竦める。

「僕はずっと君を見ていた。君の事はよく知っているよ――場合によっては羽瀬川拓人や、君自身よりもね」

「…………」

「僕の目的の為には――僕の二千年越しの悲願を叶える為には、君と、羽瀬川拓人の力が必要だ。僕は君と羽瀬川拓人が生まれるのを――〈始源的神魔創造者〉が僕自身を含めて三名揃うのを、ずっとずっと待っていた」

『二千年……？』

　疑わしげに眼を細める鈴穂に明人は頷く。

　この少年は何を言っているのか。

　もし明人が本当に拓人の父違いの弟なのだとしたら――せいぜいが一七歳だ。

　いや……しかし。そういえば明人は妙な事を言っていた。

『簡単な事だったよ？　君の母親にもう一人の君を産ませる事など』

『勿論、このハードを作るために、傀儡くぐつの方に仕込む遺伝子にも色々と――』

　それはまるで――明人ではなく明人の存在を第三者が表現しているかのようで。

「……そう」

　鈴穂の内心を見透かすように、明人はにたりと笑った。

「僕は――私は氷室明人であると同時に別の存在でもある」

『貴方は誰なの!?　何者なの!?　何が目的なの!?』

「私に名はない」

　明人はソファから立ち上がり鈴穂を振り返りながら言った。

　その声も。その顔も。

　何ら変化はない。変化はないのに――

「私は棄すてられた者だ。私は拒絶され、否定された所から、生まれた。私は不純物であり――不完全が完全になる際に棄てた欠落部分」

「…………」

　自分が今まで見ていた氷室明人という存在が、あくまで表面的な存在でしかないという事を、鈴穂はこの瞬間に思い知った。

「ああ……別に私の目的は世界征服や大量殺戮さつりくなどというものではないよ」

　戦慄に身を固くする鈴穂に明人はひどく軽薄な口調で言った。

「君達は私を誤解しているようだ。私は他者に興味がない。私は世界に興味がない」

「…………」

　ではこの少年は一体何を望むのか？

「私の望みはただ一つ」

　明人は右手を自分の胸の上に置いて見せながら言った。

「生まれた時に既に奪われていた私の可能性――その奪還」





＊






　わずか一夜にして東京は廃墟と化していた。

　ビルが崩れた訳ではない。クレーターが穿うがたれた訳でもない。誰もが見慣れた都会の景観は、昨日までと何も変わらずそこに残っている。

　ただ……動く存在が根刮ぎ絶えて、奇妙に重く固い静寂が全てを覆い尽くしていく。

　それは当初――東京の片隅から始まった。

　だが三時間後には都内全域を、五時間後には関東平野全域にまで達する勢いでその領域を拡大していった。

　その速度があまりに速い為に、事態を把握出来る者はいなかった。

　東京から遠く離れた地方で、この事態に気付いた者達の間では様々な憶測が飛び交い始めている。だがいずれも真実を言い当てる事は出来なかった。

　まるで断だん末まつ魔まのダイイング・メッセージか遺書の如く、『青白い少女』という謎めいた単語がインターネットの片隅を飛び交いはしたが――それとて続報もないままに、新たな書き込みは途絶え、そもそも東京圏に属するＩＰアドレスからの書き込みが凄まじい勢いで減少――五時間後には事実上、根絶した。

　放射能が検出された訳ではなく。病原菌がばらまかれた訳でもなく。化学物質に人々がやられた訳でもない。そもそも――死体が転がっている訳でもない。

　ただひたすら静かに、音も光もなく、白い布に一滴落ちた血の染みのようにじわりじわりとその輪郭を広げながら『静止』が全てを覆っていく。

　いや。それだけではない。

　街頭の定点カメラの映像や、一部の報道番組が流した映像を媒介して、『静止』の呪いは日本全国あちこちに飛び火していた。

　だが――しかし。

　ただ一カ所。東京の片隅に、この『静止』の呪いを免れている場所があった。

「うちらのアイドルピ●チューはッ！」

「ピッ●チューピッ●チューピッ●ピッ●チュー!!」

　高々と――しかし何処か虚うつろな響きを伴った歌声が夜空を叩く。

　同時にあちらこちらで轟ごう々ごうと火炎が噴ふき上がり――その間を縫うようにしてばたたたた、と機銃の射撃音や曳光弾トレーサーの光が湧わいては消える。

　それはまるで何処か紛争地帯を思わせる光景だった。

　だがその真ん中にあるのは要塞でも塹壕ざんごうでもない。

　旧き良き木造建築――平屋の純日本家屋だ。

　勿論それを『平凡な』とは言うまい。決して豪邸ではないが、異様に地価の高い都内である事を考えれば、木造平屋建てという構造は、勿体ないを通り越して、殆ど反則、あるいは犯罪とでも言うべき贅ぜい沢たくな代物であった。

　門に付けられた表札は『羽瀬川』。

　そう――鈴穂の実家である。

「ピッカ●ュー！　ピッカ●ュー！」

「さあ歌おう声高くハイ！　ハイ！　ハイッ！」

　ぐるりと敷地を取り囲む塀のあちこちには――何やらフルでメタルでジャケットな感じに戦う者達の姿が見受けられた。彼等の身に纏う多機能防弾ベストや、手にした自動小銃やら機関銃やら榴弾砲やらが、益々そんな戦争映画っぽい空気を盛り上げている。

　よく探せば、呼吸するように罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐く鬼の先任軍曹とか、気色の悪い歌を歌いながらＭ14ライフルを磨みがく太っちょの訓練生とかも見つけられそうな感じだが――しかし実際にはそういう姿の者は一人もいなかった。

　戦っているのはいずれも少女だった。

　いや――少女の形をした何かだった。

　大まかに見ればそれは確かに清せい楚そ可か憐れんな少女の輪郭を備えている。だがそれは実際には少女ではない。人間ですらない。四し肢しには球体関節を備え、背中には巨大な白い羽根を折り畳んだ何かだった。

　その天使型少女人形達は、何やら歌を歌いながら羽瀬川邸を防衛するべく四方八方に向かって攻撃を繰り返している。それは明らかに籠ろう城じよう戦の構えだった。

　対して――

「…………」

　ひしひしと攻めてくるのも、また、少女の姿をした何かだった。

　爆音と銃声を浴びながら、黒煙を押しのけ、白煙を払い、炎の隙すき間まを縫うようにして接近を試みているのは――ネットで『青白い少女』などと記された存在だった。

　視線に『静止』の呪じゆ詛そを載せて撃ち込む、対神魔封印兵器メドゥーサである。

　何百――いやことによると千をも超えているかもしれない――にも達するメドゥーサの群れが四方八方から近付いてくる。天使型少女人形達と異なり、メドゥーサ達はきっちりと隊列を組んだり戦術展開をしている訳ではないのだが――それだけに、黙々と押し寄せてくる少女達は、まるで獲物にたかる蟻の群れのような不気味さがあった。

「弾が足りない！　追加はまだか！」

「そっちだ！　そっちにもいるぞ！」

「逃げる奴ァは悪魔だ！　逃げない奴は訓練された悪魔だッ！」

　叫び合うのは人形達ばかりで、メドゥーサの群れは全くの無言だ。

　歌を歌っているせいで妙な高揚感が漂っていたりもするが――しかし少し離れた場所から俯ふ瞰かんして見れば、すぐに戦況はどちらが優勢なのかわかる。

　天使人形軍の旗色はあまり良くないようだった。

「――ねえ。ミカちゃん」

　縁側で正座して御茶をすすりながら、羽瀬川邸の主婦――羽瀬川秋あき穂ほは、いかにも『日本の母』然とした口調でおっとりと言った。

「どうでもいいけど……あの歌って何？」

　状況がわかっていないのではないか、としか思えない態度である。

　ただし応じる人形達の司令官もそれは同様だった。

「戦意高揚に効果があります」

　綺麗な少女だった。

　華奢な四肢はどこまでも白く、長くしっとりとした黒髪を風になびかせる様などは、可憐の一語に尽きる。ただそこに立っているだけで絵になりそうな――どの角度から見ても硝子細工のように繊細な美しさをまとった少女であった。これで白い帽子を被って、同色のワンピースなんぞを着ていると、サナトリウム文学の登場人物のようである。

　ただし……今現在、この少女が身に帯びているのは白と黒の都市迷彩と、やはり同色のヘルメットであった。当初、この家にやってきた時にはまさしく前述のような格好であったのだが、いざ戦闘が始まると瞬間的にこの姿に変わってしまったのだ。

　勿論この少女も人間ではない。

　それは――人形達と同じく、背中に巨大な白い羽根を背負っている事からもわかる。

　どう見てもそれは天使の姿だった。

「……替え歌になってるけど？」

「あの会社うるさいですから。版権対策です」

「ニンテ●ドー相手ならどっちもどっちのよーな気がするけど」

　微妙に危険な会話をする秋穂と天使の少女。

　ミカちゃん――即ちミカエル。

　四大天使の一であり西洋魔術においては火を司る天使として知られる。

　軍神の性格を強く持ち、元は天使階級において下位の大天使アークエンジエルでありながら、魔王サタンとの戦いにおける軍功から最高位たる熾天使セラフイムに昇格したという叩き上げの武闘派だ。

　今現在、羽瀬川邸を守っているのは、このミカエル配下の天使部隊である。正確に言えば――ミカエルが造り上げた人形型の依代よりしろの中へと限定召喚された下位の天使達だ。

　だが前述の通り天使達は苦戦中だった。

　相手は――メドゥーサは、元々神族や魔族を相手にする為に特化して造られた兵器である。メドゥーサは視線を向けるだけで、一瞬にして静止の呪詛を撃ち込む事が出来る。同時に相手が魔力を持つ存在ならば、無防備となったその身体から魔力を吸収――この魔力を物質化して作った封印用『依代』に強制的に封じ込めてしまう。

　つまり『見られた』時点で、天使達の負けなのだ。

　故に天使達の戦術はあくまで『相手に見られる事なく相手を撃破する』という形を採らざるを得ない。近接戦闘――特に白兵戦は禁じ手だ。

　天使達は基本的に煙で視線の通りを防ぎ、あるいは火炎の熱で視線を曲げる事で防御とし、自分達は対神魔用攻撃呪文を刻んだ銃弾で掃射、もしくは狙撃するという戦術を採っていた。わざわざ彼女等が銃器や榴弾砲などという運動／質量兵器を使用しているのも伊だ達てや酔すい狂きようではなくこの為だ。本来彼女等の十お八は番こである激光レーザー攻撃は、この状況では直進出来ないのである。

　とはいえ……向こうからの視線が真まっ直すぐ通らない以上、天使側も正確な射撃が出来ない。戦闘という意味では無駄弾をばらまく率の異様に高い、ひどく効率の悪いものになっていた。

　しかもメドゥーサの数がわからない。

　倒しても倒しても、後から後から湧いてくるのだ。

　氷室明人が一体どれだけのメドゥーサをばらまいたのかは、天使達にもわかっていないが……とにもかくにもこれでは、きりがない。

　よく訓練された天使達は果敢に戦ってはいたが――時折、相手の視線に捉えられて縫いぐるみになってしまう者も出て、ゆっくりとではあるがその戦力を減じていった。

「とはいえ……少々まずい感じですね」

　ミカエルが可愛らしいその顔をしかめる。

「あ。そうなのね？」

　応じる秋穂は、やっぱりのほほんとした様子を崩さない。

　ミカエルは大きく頷いて言った。

「ええ。ここはひとつ戦いの流れを変える何かが欲しい感じです」

「流れねえ……」

「そろそろピカ●ュウ・マーチから軍曹ソングに切り替えるべきかもしれません」

「…………」

　五秒ばかり虚空を見つめてから――秋穂は言った。

「……ミカちゃん」

「なんです？」

「ミカちゃんと喋ってると私が突っ込み役しなきゃならなくなるからちょっと寂しい」

「それじゃまるで私がボケ役みたいじゃないですか～」

「…………」

　――とか何とか天使と主婦が役割不明な天然漫才をやっていた、その時。

　突然……大気が激しく震えた。

　銃声や爆音を凌りよう駕がする轟音が辺りを包んだのだ。

「何事かッ！」

　それまで萌え萌えした感じの甘ったるいアニメ声で喋っていたミカエルが、一転して鋭く叫ぶ。弾はじかれたように一人の天使人形が駆け寄ってきて敬礼した。

「報告します！　マム！　南東の方角から急速に接近してくる巨人を確認！」

「巨人？　魔族か？　精霊か？」

「それが――魔力も聖力も確認できません！」

「…………」

　天使の少女は顔をしかめる。

　魔力――天使はしばしば聖力とか奇跡力とか神通力じんつうりきとか呼んだりするが、実質的には同じものを指している――が確認できないとなると可能性は二つしかない。

　その巨人が純然たる機械工学的な駆動方式の巨大ロボットである場合。

　そしてもう一つは魔力に似て非なる力で構築され駆動している場合だ。

「まさか――」

　彼女が呟いた次の瞬間。

　それは傲然と彼女等の視界に侵入してきた。

　巨大な――身長三〇メートルはあろうかという巌いわおの如き面相の男が。

　どこぞの怪獣か、あるいは超電磁ロボもかくやという威容である。

　しかも、その巨人はあろう事か、その巨体で走っていた。轟々とその巨体で空気をぶち抜く音を引きずりながら。

「あれは――〈連盟〉の超能力者の……！」

　愕然と叫ぶミカエル。

　同時にメドゥーサ達が反応――一切の活動を強制停止させる視線が集中砲火のように飛ぶ。

　そして次の瞬間――




　――轟ッ!!




　ただ抜刀する……それだけでも空気が鳴動する程の巨大な刀を抜き放つと、巨人は返す刀で空中を薙ないだ。

　刀の軌跡に沿って虚空に亀裂が走る。切っ先が描くその線が基点に戻って、一片数十メートルの正三角形を描ききったその瞬間――正三角形内部に切り取られた風景が、バラバラの断片として砕け散った。

「――!?」

　巨人に向けて放たれる筈のメドゥーサ達の視線は、空しく空間転移能力が穿った正三角形の穴に――注ぎ込まれる。

　その穴が何処に続いているのかは、傍はた目めには視認し難い。成層圏か。亜空間か。それとも海底か。あるいは地の底か。何にしても、その穴がメドゥーサ達と巨人の間に立ち塞ふさがった事で、盾のようにメドゥーサの視線を防いだのは明らかだった。

　しかも――

「――!!」

　ゆらりと正三角形が――『盾』が消えたその向こうに、巨人の姿はなかった。

　一体何処に行ったのか？

　襲撃を警戒して、メドゥーサ達が互いに背中を向けあって集まる。

　全方位何処から来ても、その視線さえ届けられれば彼女等の勝ちだ。

　右。左。前。後。何処にもいない。

　そして――

「――ッ!!」

　大気を抉り抜く轟音は、彼女等の頭上から落下してきた。

　反射的に頭上を振り仰ぐメドゥーサ達。

　だが――

「――!?」

　そこにも巨人の姿はなかった。

　代わりに――

　――どんッ!!

　ぐしゃりと十数人のメドゥーサ達が一斉に地に這いつくばった。

　それはまるで――巨大な見えない掌が叩き付けられたかのようだった。

　対神魔兵器の少女達は壊れた人形のようにおかしな方向へ手足や首をねじ曲げて――更にアスファルトへとめり込んでいた。

「何処……!?」

　愕然と辺りを見回す残りのメドゥーサ達。

「――そこ！」

　一体のメドゥーサが指さし、他のメドゥーサ達が一斉にそちらを振り向く。

　幾つかの人影が走る。

　素早い。だがそれでも所詮――視線よりは早くない。

『静止』の呪詛を載せた視線が集中する。

　だが――

「……え？」

　人影がゆらりと揺れて……消える。

　愕然とするメドゥーサ達の背後に、音もなく現れたのは、禿はげ頭あたまの浅黒い男だった。

　――しゃんッ!!

　剣光一閃。

　本来、届く筈のない間合いで振るわれた一撃は、まるで長さ数十メートルの巨大な刃となったかのようにメドゥーサ達の間を駆け抜け――その胴体を真横に両断していた。

　一瞬の驚愕が辺りを包む。

　そして次の瞬間――どさりどさりと音を立ててメドゥーサ達の上半身は下半身から滑り落ちていた。

「……ほほう？」

　感心したかのように声を上げたのは――いつの間にか羽瀬川邸の屋根の上に上がっていたミカエルである。

　彼女は正しく三人の超能力者が採った戦術を理解していた。

　即ち巨人――アイテムの機能で三人の力を統合して造り上げた最終兵器ＧＧＧガント・ザ・ジヤイアント・ギガンテイツクで、まず派手に突撃。相手の注意を十分に引きつけておいてから、一旦視界を塞いでＧＧＧを解除。相手が目標を見失ったところで、まず最大威力の攻撃。相手が混乱から脱しそうになったところですかさず囮おとり――精神感応能力者の作った二八部衆だろう――を走らせ強制的に隙を作り、そこで背後から一撃。

　奇襲だからこそ出来た戦法ではあろうが、恐ろしい程に息の合った動きだった。

　対して――

「…………」

　メドゥーサ達はまるで潮が引くかのように撤退てつたいを始めていた。

　恐らく予想外の乱入者を警戒しての事だろう。単体で十分以上に強力であるからこそ、メドゥーサ達は元々戦術や連携というものを知らないのだ。予想外の状況に陥おちいれば、まず退却する以上の事は思いつくまい。

　撤退するメドゥーサ達に対して、天使兵達が掃射を仕掛ける。

　数体のメドゥーサ達が被弾して倒れたが――そこまでだった。

　肉体を破壊されたメドゥーサ達は……音を立てて蒸発してゆく。

　元々が戦闘用兵器である。中枢機能まで破壊された場合、相手に詳細なデータを採取する隙を与えず自壊するよう、設定されていたのだろう。

「――さて。何とか辿たどり着いたかね」

　その声は羽瀬川邸の庭から聞こえてきた。

　振り返った秋穂とミカエルの側の空間が歪むと――歪みがそのまま人の輪郭を造り上げ、そこに色彩が流れ込んで六人の人の姿を描き出した。

　三人の超能力者。そして拓人、タナロット、ファルチェである。

「――タクちゃん」

「拓人君」

　振り返った秋穂と、屋根の上からひらりと飛び降りたミカエルが声を掛ける。

「おばさん――と……え？」

　拓人が眼を丸くして硬直した。

　秋穂はともかく、ミカエルの存在は予想外だったらしい。

「み……」

「はい。ミカちゃんです」

　とにっこり笑ってミカエルは言った。

「え……なんで？」

「元々旧いお友達なのよ」

　呆ぼう然ぜんと問う拓人に秋穂が微笑しながら説明する。

「それはともかく――そろそろ来る頃だと思ってたの。おばさんご飯一杯作って待ってたのよ？」

「みゃっ!?　ごはんであるか!?」

　とまあ、即座に反応するのはタナロットな訳だが。

「ええ。タナちゃんは一杯食べてくれるから、作り甲斐があるわ～」

　言いながらすっと立ち上がると、秋穂は家の奥へすたすたと歩いていく。

　しかし――

「あ……あの……おばさん！」

　拓人は表情を強張らせながら叔母の背に声を掛けた。

「あの……な……なんて言って良いか……す……鈴穂が……」

「見ればわかるわ」

　振り返りもせず、脚も停めずに、和服姿の主婦はそう言ってきた。

　拓人は思わず言葉に詰まりその場に立ち尽くす。

　しかし――

「勿論、後で助けに行ってくれるんでしょう？」

　その台詞と共にようやく立ち止まって肩越しに振り返り、相変わらずのほほんとした微笑を秋穂は向けてきた。

　さすがはかつて〈破壊魔デモリシヨナー〉と呼ばれた武闘派魔法使いである。

　肝の据わり方が普通ではない。

「おばさん……」

　拓人は束の間、呆然と秋穂を見つめてから――

「はい。勿論です」

　表情を引き締めて頷いた。
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　鈴穂はちらりと傍らを振り返る。

「…………」

　そこには、明人の使い魔であるアレフとタウが薄笑いを浮かべながら立っていた。

　鈴穂達がいるのは、相変わらず例の円形劇場の中である。既に明人が座っていたソファも鈴穂が寝ていたベッドもなく、舞台の上はただ閑散とした平面があるばかりだ。家具の類は、明人が軽く指を鳴らすと、幻のように消えてしまった。

『生まれた時に既に奪われていた私の可能性――その奪還』

　明人はそんな謎めいた言葉だけを残し――何処かに行ってしまって此処にはいない。

　そして監視役として使い魔の少女二人が残っているのだ。

　アレフとタウは何が可笑しいのか、時折くすくすと忍び笑いを漏もらしてはいるが――殊更に何か干渉してこようというつもりはないらしい。鈴穂が舞台の上を歩き回っても、声を掛けてくるでもなければ、近寄ってくるでもない。ただ鈴穂を見ているだけだ。

（……逃げなきゃ）

　真っ先に鈴穂が考えたのはそれだった。

　だがざっと見回してみたところ、この部屋に出入り口らしいものは見あたらない。明人はシフト・ポータルの類でも使ったのか、いきなり消えてしまった。

　まして監視役の使い魔達がいるのだ……そう簡単には逃がしてくれまい。

「…………」

　仕方なく鈴穂は舞台から観客席の方へと歩き始めた。

　アレフとタウはやはり何も言わず三メートルばかりの距離を保ってついてくる。

　観客席の一つ一つに、縫いぐるみが置かれて――座っていた。

　正直言って……それが〈学園〉関係者達のなれの果てだと言われても、鈴穂には今ひとつ実感が湧かない。だが彼女も一応とはいえ〈学園〉の関係者――達人アデプト級の魔法使いならば、人間を縫いぐるみにする位の事はやりかねないというのはわかっていた。

（これが全部……）

　この何百何千という座席に座る縫いぐるみの全てが、拓人や鈴穂に対する人質なのだ。

　勿論――明人が鈴穂に好き勝手振る舞わせているのは、彼女には〈学園〉関係者達を解放できないと踏んでの事だろう。確かに〈学園〉に出入りしているとはいえ、魔法使いでない鈴穂には、目の前に『人質』が並べられていても為す術がない。

　仕方なく、鈴穂は一つ一つ丁寧に縫いぐるみの顔を見ていく事にした。

　どうやらこの縫いぐるみ、封じられている本人をデフォルメした感じの造形になっているらしい。基本的なデフォルメの仕方は同じでも、一つ一つその姿形が違う。

　辛抱強く見ていくと――中には幾つか見知った縫いぐるみを見つける事が出来た。

　例えば――

「…………」

　今――鈴穂の目の前にあるのは、恐らくミヤビの縫いぐるみだろう。

　虎耳と虎尻尾付きの銀髪巫み女こ）が、ゲームセンターのプライズ品として並んでいても違和感のない感じの可愛らしい造形になって、座席の上に置かれている。

　鈴穂は、そっと変わり果てたミヤビを抱き上げてみるが――勿論、縫いぐるみは何の反応も示さない。少し揺すってみても同じ。封印されたミヤビが中でどうなっているのか、鈴穂には窺うかがい知る事は出来なかった。

「…………」

　そっとミヤビの縫いぐるみを席に戻して、次の見知った顔を探す。

　しばらく歩くとメタリスらしき縫いぐるみもあった。

　三頭身程度にデフォルメされたその姿。

　本来ならば硬質の――特撮番組に出てくるようなメタルヒーロー然としたその姿は、しかし今はフェルト生地のもこもこした柔らかな人形になってしまっていた。

　それが単に、彼を模しただけの縫いぐるみなのだとしたら――どれだけ良かったか。

　だがこれがあの、気の良い自律型ゴーレムのなれの果てなのだと思うと、ひどく哀しくて泣けてくる。

　もし自分が協力を拒めば。あるいは拓人が協力を拒めば。

　彼等は――ずっとこのままなのだろうか。それとももっと酷い状態にされてしまうのだろうか。彼等が中でどんな気持ちでいるのか、そもそも意識があるのかどうかすら鈴穂にはわからなかった。

「…………」

　鈴穂は束の間――メタリスの縫いぐるみをぎゅっと抱きしめてから、それをまたそっと座席に戻した。このまま抱きしめていても詮せんない事だ。再び歩きながら縫いぐるみ達の顔を見て回る事にする。

　そして――

「……？」

　大きく一回りした所で……ふと鈴穂は立ち止まった。

「どうしたの？」

　後ろからついてきていた使い魔――確かアレフの方だったか――が声を掛けてくる。

　鈴穂はしばらく辺りを見回してから、ノートにさっとペンを走らせて示した。

『なんでもないわ』

「ふーん？」

『封印した〈学園〉関係者はこれで全部？』

「でしょうね、多分。まあ取りこぼしはあるかもしれないけど――〈学園〉の生徒や職員として登録されていた連中は全員、封印してここにあるわよ？」

『そう』

　頷いて鈴穂は歩き出す。

（……いない）

　ここには――麻雪の姿がない。

　明人達は〈学園〉関係者を全員封印したと言ったが、それは何を基準として『全員』と言っていたのだろうか。

　もし彼等が〈学園〉関係者を虱しらみ潰つぶしに封印していく際、本校舎地下の中央制御電脳〈フィロソフィア〉の中に登録されていた生徒及び職員名簿――学生証と職員証の登録リストを、どうにかして手に入れ、それを基もとにしたのだとしたら。

　恐らく麻雪は彼等のリストから漏れている。

　彼女は生徒でも職員でもなく、建前上は〈学園〉が捕獲した〈連盟〉の試作兵器であるからだ。勿論それなりに彼女の人格を尊重した扱いは受けているが、彼女はそもそも〈学園〉の中から出る事がないので、ゲート・イズモを通る為の学生証や職員証が必要ないのである。

　何にせよ明人達は麻雪を取りこぼした事に気付いていない。

（ひょっとして……）

　明人達はこれでも意外に大雑把なところがあるようだ。それは単に彼が自分で言った通り、他者について興味が薄いからなのかもしれないが――まあ理由はどうでもいい。

　全員と彼は言ったがそれは本当に正しいか？

　例えば学生証や職員証に載っていないような関係者ならば……明人達に封印されていない可能性があるという事ではないか？　あるいは他の理由から明人達の封印対象リストから漏れている者はいないか？

　もしいたとすれば…………彼等は今何をしている？

「…………」

　祈りを捧げるかのように、鈴穂は自分の胸元に揺れているペンダントを握り締めた。
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　拓人達が通されたのは鈴穂の部屋だった。

　本当ならば、話をするにしても食事をするにしても、客間なり何なりで行うのが相応しいのだろうが――そちらは天使兵達が武器やら何やらを持ち込んで占せん拠きよしてしまっているので、仕方なく、今は殆ど使っていないこの部屋を使う事になったのだ。

「……こりゃまた壮観だね」

　と部屋に入った際、中を見回して呟いたのはマリエラだった。

　確かにそれは壮観とも言えただろう。

　八畳間の一郭に大小様々な縫いぐるみが並べられている。それも大量にだ。ぱっと見た限りでは幾つあるかもわからないが……百は下るまい。

　さすがに可愛らしい縫いぐるみとはいえ、和室にこれだけ並べられていれば、違和感を通り越して一種異様な雰囲気が醸かもし出されてくる。

　勿論それらはメドゥーサに封印された者達ではなく本物の――という表現が適切かどうか微妙だが――縫いぐるみだ。

　かつて鈴穂が集めていたものである。

「――まあ話は大体わかったわ」

　秋穂が言う。

　部屋の中央に置かれた卓の上には、彼女が作った夜食が大量に並べられており、タナロットが物凄い速度でこれを消費している。

　さすがに拓人は食べる気にはならなかったが――超能力者達三人はこれまた微み塵じんの遠慮なく料理に手を付けていた。ガント曰いわく『食べられる時に食べておいた方がいい。わずかな体力が勝負を分ける事もある』との事だった。

「鈴穂の事は――確かに親としては心配だけれど」

　ぺたぺたとお碗に山盛りご飯をよそいながら、秋穂は言った。

「殺すつもりなら最初からそうしてるでしょうし。多分……まだ今のところは大丈夫。わざわざタクちゃんや鈴穂に圧力を掛けてきたのは、進んで協力して欲しいからよ。その意味ではマリエラさん達の意見が正しいと私も思う。〈始源的神魔創造能力〉はまだ魔法的にブラックボックスだって話だから――万全の状態で臨みたいんでしょう」

「……あの氷室明人ってのは……一体何がしたいんでしょう……？」

　拓人は俯うつむき、正座した自分の膝頭を両手で摑みながら言った。

「……あいつ……僕の――僕の弟だって……言ってました……」

「そうね……」

　溜め息をついて秋穂は頷いた。

「彼はタクちゃんの弟――私のもう一人の甥おいっ子。そうみたいね」

「…………」

　唇を嚙む拓人の脳のう裏りを、明人の嘲ちよう笑しようめいた台詞が過よぎる。

　確かに拓人は母親に棄てられた。自分を棄てて逃げた母親を、彼は快くは思っていない。だがそれでも、あんな風に辱められる覚えはない。それも同じ母から生まれた弟に。

「でもそれは身体だけの事よ」

「……え？」

「なんて言うか……私は魔力をなくしてしまったし、今は〈学園〉との関係も殆ど途切れているけれど。でも〈学園〉の頃に出来たお友達は今でも沢山いて」

　言って秋穂は、隣に座っているミカエルに眼を向ける。

「割といろんな話が耳に入ってきたりするの。そして少し離れた場所から見えているとね、むしろ渦中では近すぎてわからない事が、ぼんやり見えたりもするものよ？」

「…………」

「あの子は――あの氷室明人って子は確かに『器』は貴方の弟なんでしょう。でも中に入っているのは多分、別の人よ」

「中？　『器』？　あ――」

　改めてゆっくり思い出してみる。

　明人の台詞は――確かにまるで第三者が、明人自身を語っているかのように、どこかずれたものだったように思う。

「乗っ取られているんでしょうね。別の誰かの意識に」

　秋穂は言う。

「恐らく――」

　続きを引き継いだのは、それまで黙っていたミカエルだった。

「氷室明人の中に入っているのは――この千数百年の間、我々の間でも時折話題になっていた存在です」

「え……？　じゃあやっぱり」

　驚く拓人に頷いて見せてからミカエルは続けた。

「『彼』に名前はありません。『影』とも『無限転生者』とも――あるいはエピオン派の言う所の『人間イエス』とも」

「い……イエス？」

　眼を丸くする拓人。

　同時に横でご飯をひたすらかっ食らっていたタナロットが顔を上げて言った。

「みゃ!?　地獄の業火に投げ込む者であるか？」

「いや。それは違うから。話をややこしくしないように」

　とミカエル。

「特に政治ネタは色々うるさいんだから」

「みゅう。世せ知ち辛がらいのである」

「……ええと」

　こほんと咳払いしてからミカエルは言った。

「これは……〈学園〉関係者にも余り知られていない事ですが」

　そうことわってミカエルは説明を始めた。





＊






　拓人さんもイエス・キリストをご存じでしょう？

　キリスト教の信仰対象であり、偉大なる預言者。数々の奇跡を起こした聖人。

　そして――我々にとって一番重要なのは、歴史上最初の〈始源的神魔創造者〉が創り出した人造の『神』であるという事。

　タナロットさんの遠い先輩って事になりますね。

　そしてタナロットさんが、未分化の魔神であるように……イエス・キリストも最初から神として生み出された訳ではありません。〈始源的神魔創造者〉という言い方をしていますが、実際には直接的に神族や魔族を生み出したのではなく、神族や魔族に成長する可能性のある素体を生み出したのです。

　純然たる神や魔と呼ぶには、イエス・キリストは人間的な部分を多分に持ちすぎていました。恐らくこれはイエス・キリスト自身も気付いていたのでしょうね。彼は神としての自分を純化し、神として完成する為の方法を探りました。

　結果――彼は一度人間としての死を経る事で、自分の中の不純物を分離する事に成功したのですよ。そう。あの有名なゴルゴダの丘での磔はりつけの事です。三日後――イエスは復活しそして本物の神となりました。

　けれど……この時分離された不純物もまた、自我を持っていたのです。

　この分離された不純物――死んだ筈の『人間』である部分のイエスは、幽霊のような状態で彷徨さまよい、様々な人間に取とり憑ついてその身体や記憶、能力を乗っ取ってきました。

　当初はこの『影』にも明確な自我や確固たる目的はなかったのでしょう。記録を見る限り割と支離滅裂な行為に出ていたりします。ただ、そうやって本能的に様々な人間を乗っ取る過程で『影』は成長し……その行動にある種のパターンが生じてきました。この為、ようやく我々も、その存在を察知する事が出来たのです。

『影』は様々な人間に取り憑いて、世界に影響を及ぼしてきました。中には世界全土を巻き込んだ戦争すらあります。

　ですが『影』が何を目的に行動しているのかは、我々もまだ把握していません。

　わかっているのはただ一つ。

　目的の為には手段を全く選ばないそのやり方――だけです。





＊






　ミカエルの説明の後には静寂がわだかまっていた。

　単純な状況ではないとは拓人も考えていたが……まさか発端が二千年前のそれも歴史的偉人に絡からんだものだとは想像もしていなかった。

　しかし――

「――明人の中の奴が誰だろうと」

　拓人は自分の膝を摑む指先に力を込める。

　何かを強く摑んでいないと無意味に暴れてしまいそうだった。

「僕は……戦わないと」

「ご主人様――」

「タクト……」

　気遣わしげにファルチェとタナロットが声を掛けてくるが……拓人自身は殆ど彼女等の声は聞こえていなかった。

「奴は放っておいたら駄目です。鈴穂も助けなくちゃいけない。奴を――僕は倒します。倒さないといけない」

　そして拓人は顔を上げて秋穂を見た。

「おばさん。おばさんは――かつては〈学園〉でも屈指の実力を持つ武闘派の魔法使いだったって聞いた事があります」

「若わか気げの至りだったわねえ」

　と頰に掌を当てて首を傾げながら言う秋穂。

「教えてください。戦い方を。あいつと戦って倒すにはどうすれば――」

「んー……」

　秋穂はやや困惑の表情で言った。

「まあそれは教えてもいいのだけれど……タクちゃんの様子を見ていると、それなりに時間は掛かりそうなのよね。教えてる時間あるかしら」

「奴等が再び攻めてきた場合、今度はどれだけ持ち堪えられるか――ですね。正直言って相手の数が多すぎます。どれだけいるのか未だに把握出来てませんし」

「時間……ですか……」

　修行するにしても学習するにしても、確かに時間を掛けて、などと悠長な事を言っている場合ではないだろう。またこの状況で秋穂も無意味に勿体をつける事はない筈だ。彼女が、時間がそれなりに掛かるというのなら、それは実際にかかるのだ。

　ではどうする？

　拓人は唇を嚙んで懊悩おうのうした――その時。

「――むぁああああああああああああああああかせてッ!!」

　いきなり……何の脈みやく絡らくもなく、誰もが予想していなかった声が響いた。

　知らぬ声ではない。むしろ飽きる位に耳にした声だった。

　しかし――

「先輩っ!?」

　愕然とした表情で辺りを見回す拓人。

　聞き間違えようがない。それは確かに彼の先輩――佐さ久く間ま榮太郎の声だった。

　だが、その声の主は何処にいるのか。どうやら同じ室内から聞こえてきているようだが、拓人の視界には、今まで通りの面めん子つ――秋穂、ミカエル、タナロット、ファルチェ、そして超能力者三人の姿しかない。

「先輩！　先輩――無事だったんですか!?　何処にいるんです!?」

　きょろきょろと辺りを見回す拓人。

「みゅ？　みゅみゅ？」

　タナロットも眼を瞬かせながら榮太郎の姿を探しているようだが見つからない。

「はっはっは。まあ無事というかなんというか――無事じゃないんだけどな」

　そう言ってとことこと拓人の前に出てきたのは。

「…………」

　かくんと拓人の顎あごが落っこちた。

　タナロットも眼を丸くしているし、超能力者三人組も鼻先にずり落としたサングラスの上で何度も眼を瞬かせてそれを見ていた。

　それ――

「はっはっはっはっは」

　得意げに反そっくり返って笑っているのは。

　それは縫いぐるみだった。

　三頭身の。手足が短くてちんまい感じの。デフォルメされた感じの。

　まごうことなき縫いぐるみが……無理矢理腕を組んだ感じで偉そうに笑っていた。

「……先……輩……？　って――一体何なんですか、その格好!?」

「メドゥーサにやられたんですか？」

　身を乗り出してそう聞くのはミカエルである。

「いやそうじゃなくてな――って……み、ミカエル!?」

　びくりと身を震わせて榮太郎の縫いぐるみがミカエルを振り返る。

　どうやらこの場に彼女がいる事に、今更ながら気付いたらしい。

「お、お前、なんでこんな所に!?」

「何よ。さっきからいるでしょ？」

「……いや。今起動したばっかだからなあ」

　と頭を掻く榮太郎（の縫いぐるみ）。

「起動？」

「つまり――」

　更に別の声が会話に割って入る。

　それは、ひょこひょこと縫いぐるみを掻き分けて前に出てきた。

　先の榮太郎と同じく、三頭身にデフォルメされた姿の――

「プチネウス――いや、エーネウスさんですか!?」

　眼を丸くして見つめる一同の前で、犬耳犬尻尾付きの三頭身縫いぐるみメイドは、両手でスカートをつまんで恭うやうやしく一礼して見せた。

「私もご主人様も本体ではありません」

　縫いぐるみのエーネウスは言った。

「複コ写ピ型ー人格を搭載し、非常時に――特定条件を満たした場合にのみ起動する、代用的存在です。非常用エマージエンシー榮太郎、あるいは非常用エーネウスということで、それぞれ〈エマ太郎〉と〈エマネウス〉とお呼びください」

　ぴこぴこと短い両手を動かしながらエーネウス――もといエマネウスが言った。

「……なんなんですか、その正統派メイド漫画みたいな名前は」

　と拓人。まあ彼としては普通の突っ込みのつもりだったのだろうが、結果的に榮太郎、もといエマ太郎に変なスイッチを入れる結果になったらしく。

「なるほど！　では俺も失礼して」

　といそいそと何処かからメイド服を取り出して着替えようとするエマ太郎の後頭部を、エマネウスが短いデスキンを取り出してぶん殴った。

　縫いぐるみのやる事なのでポカンといった感じで、一見、微笑ましかったりするのだが――どうやら殴られた方はそうでもないらしく、エマ太郎は畳の上でぴくぴくと両手両足を痙けい攣れんさせていた。

「以前の拓人さんのお父さん誘拐の一件でもそうでしたが――」

　ちらりとエマネウスは超能力者三人を一瞥してから言った。

「氷室明人関連で、拓人さんとその周辺に被害が及ぶ可能性は考慮されておりましたので、こうして要所要所に私達が配置されているのです。生あい憎にくと本体の方は封印されてしまったようで……だからこうして『代わり』の私達が起動したのです」

　とエマネウス。

　まあつまりは……本体である榮太郎やエーネウス本人程の力はないという事か。

「……私が死んでも代わりはいるもの」

　とか何とか、どこぞの決戦兵器のパイロット調で宣のたまうエマ太郎を、エマネウスは無言で殴り倒した。












　まあそれはさておき。

「……えっと。それで、あの」

「おう。そうだったそうだった」

　ひょこりと何事もなかったかのように身を起こしたエマ太郎は、その短い手をポケットに突っ込む。しばしごそごそと手を動かしてから彼が取り出したのは――

「『どこかのドア』～」

　ぷくぷぷっぷぷー。

　間の抜けた音と共に、どう考えてもポケットに入れるのは無理そうな鍵かぎを一本取り出すエマ太郎。ちなみに音は何処から出ているかというと、彼の後ろでエマネウスが小さなラッパを、見るからに嫌そうな仕草で吹いていた。

「……ど、どこ……ドア？　え？　あの、いいんですか？」

　色々な意味で不安になって尋ねる拓人。

　しかしエマ太郎はちっこい手でぶんぶんとその鍵を振り回しながら言った。

「違う、『どこかのドア』だ！」

「……なんだかパチモンみたいですけど」

「はっはっは。これはな。こんな事もあろうかと俺が作っておいたアイテムだ」

「こんな事って――」

　呻くように言う拓人にエマ太郎は更に高々と笑って言った。

「はっはっは。『こんな事もあろうかと』を合い言葉に、常識的に考えてあり得ない事でも対応出来るように備えておく偏執的な強迫観念は、眉毛のない技術者からの伝統だ！」

「今の子『ヤマト』なんて知らないわよ、エマ太郎君」

　首を傾げて秋穂が突っ込む。

　だがエマ太郎はむしろ感慨深げに何処か明後日あさつての方向を見つめながら言った。

「ふふ……ヤマトか。何もかも懐かしい」

「……本当に幾つなんですか、先輩」

「ヒミツ♪」

　くねっと身をひねって言うエマ太郎。本体だと多分、微妙に気色悪いのだろうが――今は縫いぐるみなのでむしろ可愛かったりするのが、困ったものではあった。

「この鍵を何処か適当な――『どこかの』鍵穴に差し込んで回すと、その鍵穴のついてる扉がシフト・ポータルとして機能するようになる訳だ」

「それで『どこかのドア』なんですね～」

　感心したように頷くファルチェ。

「転移先は予め記憶させてあるが――今回はちと特殊な空間に繋いである。学園のそれと同じ感じの亜空間だがな。この亜空間は超高速で運動していてな」

「はあ？　空間が――運動、ですか？」

「リップ・ヴァーン・ウィンクル効果だよ、拓人」

　得意げにちちち、と手を振りながら言うエマ太郎。

「アインシュタインですね～」

　ぽんと手を打ち合わせてファルチェが言った。

「特殊相対性理論下において、高速で移動する際、発生すると思われる時間の遅れに関しての思考実験といいますか～」

　今ひとつわかっていない感じの一同に説明するファルチェ。

「日本では『ウラシマ効果』といった方がわかり易いかと～」

「みゃっ!?」

　ぽんと掌に拳を打ち付けてタナロットは言った。

「海辺でいじめられている亀を助けると、海底キャバレーに連れてって貰もらえる効果であるか!?」

「……いや。色々間違ってると思うなソレ」

　と拓人。

「みゅう。やはり最後に追加料金として若さを吸い取られるのは酷いのである」

「……どんなぼったくりキャバレーだよ……」

「キャバレー料金は高くつくという教訓なのである」

「……それって『ウラシマ高価』？」

「つまり～」

　拓人とタナロットのベタな天然漫才は華か麗れいにスルーして、ファルチェはのんびりとした口調でまとめるように言った。

「物体は～高速で移動すればする程～その系における時間の流れが遅くなると言われています～。この事実は～宇宙から飛来する素粒子の寿命が地上のものより長いことなどから実際に確認されておりますです～」

「……はあ」

「現代における素粒子論などは～、この特殊相対性理論が基礎になっております～。例えばローレンツ変換による帰結として～、静止している観測者の時間の刻み幅をΔｔとしますと～、移動体の時間の刻みΔt'は～光速をｃ、移動体の速さをｖとした場合に～」

「――まあとにかく」

　聞き手一同が、眉み間けんに思いっきり縦皺たてじわ刻んで知恵熱出そうな表情だったからだろう――ファルチェの説明にエマネウスが割って入った。

「高速で移動する物体――例えば光に近い速さで移動する宇宙船の内部は、外部から見れば時間の進み方が遅くなるのです。もし拓人さんが地上にいて、鈴穂さんが宇宙船に乗ったとします。宇宙旅行を経て戻ってきた鈴穂さんは、殆ど歳をとっていませんが、地球上にいた拓人さんはもうお年寄り――そんな現象が起こり得るという事です。この周りと自分との時間のズレを、おとぎ話になぞらえ、『ウラシマ効果』もしくは『リップ・ヴァーン・ウインクル効果』と呼んでいます」

「ＳＦじゃよく使われるネタだな」

　とエマ太郎。

「それこそジョー・●ールドマンの『終りなき●い』から『ド●えもん』だの『ウ●トラマン・メビ●ス』だの――『ほ●のこえ』やら『猿の●星』やらもそうだっけか？　漫画じゃ藤●不二雄が『旅人●る』でネタにしてたよーな」

「はあ……」

「とにかく」

　得意げに鍵をかざしながらエマ太郎が言う。

「この鍵で開いた扉の向こう側では、時間の流れ方がいわゆる現世より遅い。まああんまりズレさせ過ぎると空間の接続調整が難しいんで一〇年を一秒に、とかはできんけどな」

「この中でならば十分に修練を積めるかと思います。他にも幾つか仕掛けを用意してありますので、拓人さんは存分に修練を」

　エマネウスがそう締めくくった。











　第二章　修行なんですけど。








「――一体Whatどうなってam I missingいるhere!?」



　困惑こんわくを色濃く含んだ声と共に――二つの掌てのひらがテーブルの上に広げられた地図を叩いた。

　問う声に対して答える声はない。

　部屋の中には十数名の男達が詰めていたが――誰一人としてその問いに答えられる者はいなかった。

　あまりにも情報が足りない。集めようにも手段がない。市ヶ谷の防衛庁はおろか――首都圏内にあるありとあらゆる公的機関は沈黙している。更に言えば関係者が個別に連絡を図はかった民間組織からも反応はない。

　まるで東京は一夜にして死の街になったかのようだった。

「やはりＵＨ－１Ｎイロコイを飛ばして偵察を」

　一人が片手を挙げて発言する。

「いや……ＢＣ兵器の可能性がある。ヘリでは気密性を確保しきれない」

「ＲＱ－１プレデターはどうか？」

「確かに無人偵察機ならば、万が一の場合にはその場に破棄できるが」

「しかしＲＱ－１の運用に関しては――」

「そもそも日本政府の――」

　…………

　横田飛行場――通称『横田基地』。

　本州においては最大の規模を持つ在日米空軍基地である。

　在日米軍司令部および米第五空軍司令部等がおかれており、戦闘部隊こそ配備されていないものの、極東地域における兵站へいたん基地――つまり輸送中継ハブ基地として重要な役割を担になっている施設だ。

　横田基地内の在日米軍司令部は混乱していた。

　前述の通り――東京が完全に沈黙してしまっているからだ。

　これが異常事態であるという事は勿論、在日米軍司令部もすぐに気が付いている。だが何の前兆も示さず――少なくとも彼等が把握出来るような情報には何の兆候もなかった――いきなり東京が沈黙した事で、在日米軍はどう対応するかの選択を迫られていた。

　まがりなりにも此こ処こは同盟国の領土内だ。

　迂う闊かつな出動は内政干渉として問題視される恐れがある。

　だが日本政府に承諾や通告を行おうにも――全く政府機能が停止しているのである。

　これが何を意味するのか。

　どんな行動を採るにせよ、状況がわからなければどうしようもない。

　故ゆえにまずは現状把握を優先し、偵察部隊の派遣が討議されている訳だ。

「問題の『領りよう域いき』は東京だけか？　それとも」

　入ってくる周辺地域からの情報を基もとに、次々と地図にマークが書き記されていく。

　現時点では音信不通の『領域』は首都圏とその周辺のみに限定されているようではあるが、この『領域』が固定されているという保証は何ど処こにもない。

　つまり……この『領域』が東京のみならず日本全土に広がる可能性もあるのだ。

　そうなれば横田基地も無事には済まないだろう。

　いや――あるいは世界全体に広がらないという保証も、無い。

「やはりプレデターを……」

　司令部が日本の航空管制事情を無視して無人偵察機を飛ばす事で大まかな意見調整がとれた――その時。

「うん？　なんだ――君は」

　部屋の入り口。

　本来――討議中は閉ざされている筈の扉が開いて、そこに一人の少女が立っていた。

「――！」

　次の瞬間……一人の将校が迅速じんそくに反応していた。

　他の将校達が怪け訝げんそうな表情を浮かべているのに対し、その金髪碧眼きんぱつへきがんの若い将校だけは懐ふところに手を入れながら壁際に跳ちよう躍やく――着地した瞬間には、懐からトランプのようなカードを数枚抜き出していた。

　金髪の将校は奇術師ジヤグラー並の手さばきでカードを広げる。

　それらはまるで扇子のように展開――次の瞬間には、それぞれが勝手に空中を移動、金髪の将校を守るかのように浮かんでいた。

　――ばしッ!!

　音を立てて空中で何かが弾はじける。

　同時に室内の人口密度は一瞬にして減少していた。

　金髪のその将校以外は全員――消え失せていたのだ。

　代わりに床に転がっているのは、将校の軍服を着た縫ぬいぐるみが十数体――

「――貴様がこの異常の原因か！」

　金髪の将校は――米国海軍将校という表の顔と同時に、魔法使いという裏の顔を持つ男は、咄とつ嗟さに展開した呪術障壁越しに相手を睨にらんだ。

　どうやら相手は、視線に呪力を載せて撃ち込んでくるらしい。

　起動させた魔力符の内――邪眼に反応する符が激しく震ふるえ、ちりちりと空中で音と火花を散らしている。予あらかじめこの異常事態が魔法的なものであるという予想はしていた為に、この魔法使いは手持ちの各種防御用魔法を全て符に込めて持ち歩いていたのだ。

「〈連盟〉か？　それとも〈学園〉か？　一体誰が貴様のような――」

「…………」

　少女はただ無表情にそこに佇たたずむだけだ。

「黙秘か。だが口を割らせる方法など幾らでも――」

　そこまで言って。

「――！」

　魔法使いは愕がく然ぜんと眼を見開いた。

　びしりと音を立てて彼の起動させた符に亀き裂れつが入る。あまりに強い攻撃性の呪力に晒さらされたせいで、魔法そのものよりもその発動媒体である符が劣化したのだろう。

「くっ――」

　魔法使いは懐からこれまた取り出した携帯用の魔法杖を振ると、新たな防御魔法を展開しようとする。

　だが――彼のそんな様子を見ながら、するりと少女が入り口の脇に退いた。

　そして部屋の入り口に立つ――同じ顔の少女。

　その少女がまた脇に退いて。三人目の同じ顔の少女が更に現れて。

　そしてまた――……

　三人。四人。五人。六人。七人。

　ぞろぞろと同じ顔をした青白い少女達が部屋の中に入ってくる。

「くッ……」

　魔法使いは咄嗟にそれまで編んでいた魔法をキャンセル、改めて逃走用にシフト・ポータルの呪文を編む。だが――

　集中する少女達の視線。

　硝子ガラスのような音を立てて防御魔法の魔力符が砕け散った。

　広いと言っても所詮は室内。隠れるものも机以外にはない。十対以上の視線から逃れる術すべはなかった。

　そして――

「――ぬおおッ!!」

　金髪の魔法使いは悲鳴とも怒号ともつかない声を残して――次の瞬間、縫いぐるみの中に封印されていた。
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「――さて」

　ふらりと何処からか戻ってきた明あき人とは、薄笑いを浮かべて鈴すず穂ほを見つめた。

　やはり場所は相変わらずあの劇場の中である。

「僕に協力してくれる気になってくれたかな？」

　ぱちんと明人が指を鳴らすと、彼と鈴穂の背後に、それぞれ一人掛けのソファが出現していた。どうやら家具だの何だのは必要に応じて出し入れ――もしくは召しよう喚かん出来る仕掛けになっているらしい。

　明人はリラックスした様子でソファに腰を沈める。

　だが――

「…………」

　鈴穂は立ったまま、顔をしかめて彼を見つめていた。

　睨むという程に強い眼ではない。だが不安と困惑と嫌悪とがない交ぜになった双そう眸ぼうが、拓人とよく似た少年の顔を映している。

「……ふふ」

　明人は口の端をつり上げながら静かに笑った。

「嫌われたものだね」

　気取った仕草で肩を竦すくめてみせる明人だが、やはり鈴穂は無言。

「だが……大した進歩だよ、羽は瀬せ川がわ鈴穂君？」

「……？」

　怪訝そうに首を少し傾かしげる鈴穂に明人は笑いながら続けた。

「以前はこうして他人と相対する事すら出来なかった君なのにね？　今やそうやって僕と真正面から向き合って睨みつける事さえ出来る。いやはや。時間は最良の薬とはよく言ったものだよ」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめる鈴穂。

　明人は一体何を言おうとしている？

　確かに鈴穂は以前――重度の対人恐怖症だった。だが根気良く両親や拓人が彼女に関わってくれたお陰で、今では殆ほとんど彼女の対人恐怖症は治まっている。相変わらず引っ込み思案なところはあるが、これはもう個性という程度のものだ。鈴穂の対人恐怖症の痕こん跡せきは、もう失語症に残っている程度と言って良いだろう。

「しかしどうして君はまだ喋しやべれないんだろうね？」

「…………」

「もし君の対人恐怖症がもう完治しているのだとしたら」

　探るような上目遣いで明人は言ってくる。

「君の言葉を封じているものは何だと思う？」

　そんな事など考えた事もなかった。

　もう一〇年以上鈴穂は――鈴すず果かである状態は別にすれば――自分からは言葉を発していない。筆談で全て済ませてきた。その事にはもう特に不便を感じない程に、鈴穂にとって声が出ないのは当たり前の事だった。

「やはり気付いていなかったね」

　明人は愉たのしげに言った。

「言葉は力だ。言葉は知恵であり認識である」

　彼は両手を広げて見せる。

　まるで――世界を示すかのように。

「魔法使いは基本的に呪文を使って世界を再定義する。詠えい唱しようするしないはさておきね――我々の技能の根幹にあるのは『言葉』だ。情報の最小区分。思考する為の基本フォーマット。人間と動物を内面においてわかつ境界線――」

『……それが何だって言うんですか』

「君が喋れないのはトラウマなんかじゃない」

　鈴穂をはっきりと指さしながら明人は言った。

「多分無意識の事なんだろうね――君自身が封じているんだよ。本来の……〈聖せい母ぼ〉としての力を。〈始源的神魔創造能力〉を」

　封じている？

　鈴穂自身が？

　一体――何の為に？

「どうしてだろうね？」

　明人の口調にはまるで嬲なぶるような響ひびきがあった。

　尋たずねているのではない。彼はその答えを自分の中で一つ確信と共に持っているのだ。

「君は不完全でなければならなかった――違うかい？」

「…………」

　違う――反射的にそう書こうとしたペンが止まった。

　脳のう裏りを過よぎるのはあの幼い日の出来事。

　泣きじゃくる鈴穂。

　泣きながら怒鳴る拓人。

　両親に愛される少女と。

　両親に逃げられた少年と。

　子供同士の他愛ない――けれど本人達にとってはどうしようもなく重く苦しい喧けん嘩か。

　些さ細さいな無神経さが生み出した誤解と激情の軋轢あつれき。

　それは…………
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　扉を開くと……そこは白い白い虚無の領域だった。

　何もない。本当に何も。

　基準平面らしき地面が――それとて純白だったが――延々と文字通り無辺に広がっているだけである。果てが見えない。どちらの方向を向いても地平線があるだけで、他には何もない。基準となる物体がないので、距離感さえおかしくなりそうだ。案外――実際には、此処は狭い部屋で、まっ白に塗り潰つぶされているだけなのかもしれないが。

　頭上にも空はない。

　光源すらもはっきりしない。あるいはこの世界全体が発光しているのかもしれなかった。

「…………此処は」

　拓人は辺りを見回しながら歩き出す。

　数歩歩いてから振り返ってみる。

　それこそ何処かの漫画の便利アイテムか、あるいは幻想絵画の一枚のように、ぽつんと扉だけが――戸板とその縁フレームがそこにぽつんと存在していた。

　寒さ河が江み教授の研究室――素材物質マテリアルで満たされたあの部屋と似ているかもしれない。それは虚無であるが故に千変万化し得る。空っぽであるからこそ何でも入れる事が出来る。究極の柔軟性は虚無と混こん沌とんの内にのみ実現し得るのだ。

　榮えい太た郎ろうが――いや実際に稼働させたのはエマ太郎だが――アイテムを使って拓人を送り込んだ修練の為の場所。特に名前はないようだが、何やらエマ太郎は『精神と時の～』と言いかけてエマネウスに殴なぐり倒されていた。

　――ばたん！

　音を立てて扉が閉まる。

　さすがに扉そのものが消滅したりはしなかったが――

「――先輩。先輩？」

　なんだか不安になって声を上げてみる。

　すると――

『よーし拓人。これから修練を開始する』

　何処からかエマ太郎の声が響いた。

『師匠はお前のお望み通り秋あき穂ほおばさん――』

　――ごすっ。

　鈍にぶい音が重なって響く。

『君におばさんって言われる筋合いはないわよ。榮太郎君』

『……秋穂オネーサンだ』

　呻うめくような声でそう告げてくるエマ太郎。

『タクちゃん？　聞こえてる？』

　秋穂の声が白い世界に響く。

『私はもう以前のような魔力を持っていないから――あくまで君が此処で相対するのは、私の全盛期の能力値を複写した私の代理存在アバター。基本的な行動パターンも私から複写されてる。つまりタクちゃんは私と戦って私を倒すのよ』

「え？　ぼ――僕が、秋穂おばさんを？」

　それは色々な意味で躊ちゆう躇ちよを覚えざるを得ない拓人である。

　だが――

『一番それが手っ取り早いわ』

「……実戦訓練って事ですか」

『そう。ちなみに実際に修練が始まれば、時間の流れが変わるからね。こちらからは殆ど干渉出来ない。気をつけてね――タクちゃん』

「あ――はい」

　殆ど反射的に頷うなずいて。

『十代の私って容よう赦しやとか知らないから。死なない程度に頑がん張ばってね』

「え？　ちょっ――」

　付け足された秋穂の台詞せりふに、顔色を変えて問い質ただそうとする拓人。

　その足下に――いきなり攻撃呪文の爆裂が花開いたのは次の瞬間だった。
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「――ところで」

　鈴穂の部屋で正座してお茶を飲みながら、秋穂は言った。

　部屋の中にいるのは彼女と――エマ太郎とエマネウスのみである。

　ミカエルや超能力者三人組は、再び攻めてくるであろうメドゥーサ達に対する警戒で既すでに外に出ている。タナロットとファルチェは拓人だけに頑張らせる訳にはいかないと、同じようにエマ太郎の用意した別の空間でそれぞれ修練をしている。ただし彼女等の場合は完全に自主トレでしかなかったが。

　それはさておき――

「これは何？」

　と秋穂が指さすのは部屋の真ん中に置かれた水晶球である。

　そこには――一人の少女の姿が映っていた。

「何はないだろう。秋穂のアバターだが」

　とエマ太郎が言う。

「……いや。それはわかるけど。何な故ぜにセーラー服？」

「趣味だ」

　端的にエマ太郎は言った。言い切った。

「随ずい分ぶんスカートの丈も短いけど」

「趣味だ」

「この『生徒会』って書いた腕章は？」

「趣味だ」

「このおへそでそうな感じの微妙に丈足りてない上着は？」

「趣味だ」

「『２―３』とか書かれたクラスと『あきほ』って名前も？」

「趣味だ」

「そもそも別に姿形まで十代にする必要なかったのでは？」

「趣味だ」

「…………」

「…………」

　秋穂とエマネウスの間にわだかまる微妙な沈黙。

　それを知ってか知らずにか……縫いぐるみ型榮太郎は腕を組んで尊大な口調で言った。

「何しろ経験豊富な先輩が、後輩の男の子を、個人指導する訳だしな！　そうなるとこうやはり放課後の教室とかそーゆー、心をくすぐるシチュエーションにマッチしたキャラ立てでないとなんだか物足りないじゃないか！」

　次の瞬間、エマネウスのデスキンと秋穂の肘ひじ打ちがエマ太郎の顔面に炸さく裂れつした。
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「…………ぐぐ」

　吹っ飛ばされてごろごろごろごろと転がりまくって――そして止まったところでようやく拓人は身を起こした。

　二〇メートルばかり先に立っている人影が一つ。

「秋穂おば……さん……？」

　呟つぶやく拓人の声に疑問の響きが付随しているのは、それがどう見ても十代半ばの少女であったからだ。癖くせのない長い黒髪をすらりと伸ばし、半袖の――ちょっとなんだかサイズが合ってない感じに、スカート丈とか上着の丈とかが短い感じの女の子である。

　何処かの風俗かエロゲーみたいに、衣い装しようが妙にちぐはぐな感じだが、まあそれさえ除けば何処か上品そうで物静かな印象がある少女だ。

　顔立ちは少し丸顔で鈴穂に似ているが――まあ親子ならば似ているのが当然だ。目元の泣きぼくろが、その少女が秋穂の若い頃なのだと告げていた。

「じゃあ――」

　秋穂（少女バージョン）は小さく首を傾げると拓人に向かってにこりと笑う。

「戦やろっか♪」

　秋穂（少女バージョン）がそう宣言した瞬間……風景が一変した。

　まるで映画のシーンが変わるかのように、いきなり純白だった世界に色と形が溢あふれ出す。

　それは唐とう突とつで――しかしある意味ではよく見知った場所だった。

「……!?」

　学校。

　何処の――という訳ではない。御み堂どう学園の校舎とは微妙に異なる。

　延々と続く廊下。その天井に点々と設置された蛍光灯。壁に設けられた掲示板。窓硝子から差し込む日差し。学年と学級を示すプレート。扉。何処かから聞こえてくる金属バットの打撃音とバレーボールのかけ声――

　強しいて言えばそれは『学校』という記号的な空間を描き出す為に、必要な要素を集めて組み上げた――一種の象徴的存在アイコンか。

　その真ん中で――

「せぇの」

　にっこり笑ったまま、少女――二〇年前の秋穂は片手をかざす。

「我が名と技を背に我は召喚す我はハセガワアキホ超常なりし法と理ことわりの使い手なり破砕の火槌よいざ我が敵を打ち砕けッ！」

　まさに一息。

　呪文詠唱を二秒と掛からずに終えた秋穂（少女バージョン）の掌に光の弾が膨ふくれあがる。

「ちょっ――！」

　呪文を編んでいる暇ひまなどあろう筈がない。

　そして真まっ直すぐな廊下の真ん中では逃げる場所も――

「わああああああ!?」

　拓人は思わず悲鳴じみた声を上げながら、手近にあった教室の扉を開いてその中に転がり込む。反射的に振り返った先で光が溢れ、廊下の窓硝子が一斉に砕け散るのが見えた。

「――！」

　慌あわてて扉を閉める拓人。

　だが、そんな事をしても何もならないと気付いたのは次の瞬間であった。

「え……？」

　そこは……教室ではなかった。

　屋内ですらなかった。

　ざあざあと響く波の音と、ヤシの葉の間から差し込む強い日差し。

　振り返れば扉なんぞは何処にもなく、見るからに南の島の砂浜といった風景が、彼を取り囲んでいる。目の前には、目の覚めるような碧あおい海。振り返れば遠くには緑に覆おおわれた山やら、バンガローやらも見える。耳を澄ますとウクレレの音が聞こえてきそうだった。

　これまた『何処の』とわかる要素はない。

　ただ南の島という一般的なイメージを構成する諸もろ々もろをかき集めて、それらしく仕立て上げただけの――個性があるようでいて皆無の空間。

　無論、先程までの学校内風景を形成していた要素は綺き麗れいさっぱりなくなっている。

　ただ一つを除いて。

「我が名と技を背に我は召喚す我はハセガワアキホ」

　つまりは、その南の島の風景の真ん中でにこにこしながら攻撃呪文を編んでいるセーラー服姿の秋穂（少女バージョン）以外は……！

「超常なりし法と理の使い手なり怒れる波は濤とうよ我が敵を呑のみ滅ぼせッ！」

　物凄く愉しそうにしている彼女の背後で、いきなり津波が発生する。

　それは彼女の背どころか高く高く――数十メートルにも達するまでに成長し、問答無用の速さで拓人に向けて押し寄せた。

　文字通りに怒ど濤とう。ただしそれらは何故か、どこぞの預言者が渡った海の水の如ごとく、行儀良く綺麗に左右へと分かれ、秋穂（少女バージョン）を避けて拓人に迫ってきた。

「くっ――」

　さすがに今度はほんのわずかだが余裕がある。

　ただしファルチェがいないので、きちんと自分で基礎から呪文を編まねばならない。拓人は舌がもつれないように注意しつつ、口早に呪文を唱えた。

「我が名と技を背に我は召喚す！　我はハセガワタクト、超常なりし法と理の使い手なり戦陣の盾たてよ我が前に顕あらわれよ！」

　きゅん！　と音を立てて光る平面が拓人のかざした掌の前に顕れる。掌と同じ大きさだったそれは、瞬時に拡大して彼の全身を覆う程の防護壁になり――

「はろー」

「なっ――!?」

　ぎくりと身を竦ませる拓人の真横。

　いつの間に回り込んだのか、そこににっこりと笑う秋穂（少女バージョン）がいた。

「ふッ!!」

　とんでもない速度で繰り出される横蹴り。

　短いスカートの裾すそが翻ひるがえって深夜アニメも真っ青な感じで露骨にパンモロしちゃったりする秋穂（少女バージョン）だが、勿論、叔母にドキドキする趣味は拓人にはない――というかそれ以前に余裕もなくて。

「ぐぎゃっ!?」

　恐らく魔力込みの一撃だったのだろう。

　拓人は鞠まりのようにあっさりと吹っ飛んで、砂浜に跳ねた。












　勿論、集中が途切れた途端に拓人の魔法も解除されている。げほげほと咳き込む拓人の上に大災害級の津波が襲いかかった。勿論、水といえど、その総量と速度から考えれば爆弾にも等しい破壊力を秘めた一撃――容赦ないその流れに巻き込まれるだけでも、全身の骨を折りかねない。

（し――死ぬっ!?）

　咄嗟に再度呪文詠唱。

「我が名と技を背に我は召喚す我はハセガワタクト超常なりし法と理の使い手なり縮地の門――」

　大量の水にもみくちゃにされ、口から泡を吐きながらも拓人は呪文詠唱。

　極めて不安定ながらシフト・ポータルを展開。

　全身の骨を軋きしませる痛みの中で彼は空間転移に成功した。

　そしてまた風景が一瞬にして変わる。

　何処と座標を決めての転移移動ではない。拓人自身にも自分が何処に出るかはわからなかったのだが――

「――今度は……」

　気が付くと街角に拓人は立っていた。

　それも何やら夜で霧まで出ているようで。

　旧ふるいハードボイルド映画の舞台を思わせる情景で――四角く直線で切り取られたビルとビルの谷間に、ゴミ箱や消火栓や野良犬の姿も見える。トレンチコートでも羽織れば気分が出る事請け合い……そんな感じだった。

「…………」

　ふと近くにそびえる道路標識を見るとそれぞれ方向指示版には『ニューヨーク』『シカゴ』『ロサンゼルス』とカタカナで書いてある。

「……無茶苦茶だ」

　呻くように呟く拓人。

　考えてみれば、此処は本来の世界ではない。榮太郎――あるいはエマ太郎が便べん宜ぎ的てきに造り上げた亜空間の中だ。何を思ってこんなに色々舞台を変えてくるのかはわからないが、とにかくこれは、全部が間に合わせの作り物なのだろう。

　彼は辺りを見回して歩き出し――

「はろー」

　ぎくりと動きを止めた拓人のすぐ後ろでにっこりと秋穂（少女バージョン）が笑う。

　次の瞬間――ビルの谷間を大破壊の嵐が吹き抜けた。
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　その頃――タナロットとファルチェは。

「特訓なのである！」

「はい～」

　別に用意された亜空間で、特訓の決意を固めていた。

　場所としては拓人が最初に見たのと同じく、白い虚無が延々と広がっている所だ。

　そのすがすがしい程に無意味な空間の真ん中に、ぽつんとタナロットとファルチェが立っている様子は……余人の眼があれば、何か象徴的な意味でも含んだ前衛芸術のようにも見えたかもしれない。

「でも具体的にはどうするんでしょう～？」

「みゅう。特訓と言えば先ず眉毛を片方剃るところから始めるのである！」

　とタナロットは何処からかひげ剃りを取り出して、伝説の聖剣のように掲かかげた。

「わかりました～」

　ファルチェも同じく何処からかひげ剃りを取り出すと、二人は揃そろってそりそりそりそりと自分の左目の上でそれを上下させる。

「ところでタナロット先輩」

　そりそりそりそり。

「みゃ？　なんであるか？」

　そりそりそりそり。

「これはどんな効果があるのでしょう～？」

　良識のある人間なら、先まず剃る前に聞けと言いそうなものだが、生あい憎にくと此処にいるのはその手の知識が絶望的に不足している二人であった。

「…………みゅ」

　首を傾げるタナロット。

　どうやらよくわかっていないらしい。

「とにかく片方の眉を剃ると素手で暴れ牛を殺せる程に強くなれるのである！　マスタツ・オーヤマのよーなゴッドハンドを手に入れて遺跡を偽造するのである！」

『それはゴッドハンド違いだ』とか『また風化しきったネタを出してきたな』などと指摘するような良識の（以下略）

「……タナロット先輩？」

　ふと手を止めてファルチェは言った。

「みゅ？」

「タナロット先輩、今のままでも素手で暴れ牛とか瞬殺出来ません？」

「…………」

　タナロットは二度三度瞬まばたきして。

「……では次のステップに移るのである」

「はい～」

　のほほんと頷くファルチェ。

　ちなみに確かにひげ剃りで剃った筈の両者の眉毛は全くそのまま残っていた。

　まあよく考えれば……人間形態と杖形態を行き来するファルチェの場合、身体の欠損なんぞ瞬時に再構築出来るだろうし、トラックに轢ひかれても傷一つ負わないタナロットの毛がそこらのカミソリなんぞで剃れる筈もない訳で。

　ぽいっと放り出されたひげ剃りの刃は――見るも無惨に欠けまくっていた。

「次に滝である！」

　タナロットは言った。

「滝は切ったりとか、樽たるに乗って落ちたりとか、打たれたりとか、色々と修行に使えるスーパー便利アイテムなのである！　かのウルトラ●ン・レオもセブンに言われて滝を切る修行をしたのである！」

「はい～」

　いや、滝はアイテムじゃないしと突っ込むような良識（以下略）

　まして『今の子レオなんて知らないんじゃね!?』とか『なんでお前そんな旧いネタ知ってんだよ』とか『でもメビウスで出てきたし』などと突っ込むような（以下略）

「タナロット先輩」

「みゃっ？」

「で――滝って何処でしょう？」

　惚ほれ惚ぼれするくらいに何にもない世界を見回してファルチェが問う。

　地面は延々と続く平坦さで――滝どころかろくに高低差も見あたらない。

「…………」

「…………」

「……では次のステップに移るのである」

「はい～」

　……彼女等の特訓はまだまだ先が長そうだった。
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　でもってその頃の拓人は。

「ぐあっ……!!」

　あるものといえば、岩とサボテンだけという荒野のど真ん中で、秋穂（少女バージョン）に追い回された挙げ句に、クレーターを穿うがつ程の攻撃魔法で吹っ飛ばされ。

「ぎえっ……!!」

　何故か豪華絢爛に飾り立てられた――しかし誰一人として人間の姿はない――舞踏会の会場で、雨のように叩き込まれる魔弾を避けて、かけずり回り。

「うあっ……!!」

　猛吹雪が吹き荒れる真冬の山中で、魔力によって形成された氷巨人の蹴りを受け、十数メートルも吹っ飛んだ挙げ句、大量の雪の下に生き埋めになり。

「げえっ……!!」

　高速で走る列車の屋根の上で、何度も何度も振り落とされそうになったり、トンネルの縁や鉄塔の横枝にぶつかりそうになりながら、背後から飛んでくる攻撃を避けて。

　…………

　千変万化する世界で、延々と秋穂（少女バージョン）の攻撃を受けまくっていた。

　不思議な事に――あるいは幸運な事に――一撃必殺どころか一個中隊でも瞬時に全滅させられそうなとんでもない破壊力を、それこそ休む暇もなく雨あられとぶち込まれながら、それでも拓人は何とか生きていた。

　まあそれは『まだ』『死んでいない』というだけの事ではあったが。

　はっきり言って疲ひ労ろう困こん憊ぱい、全身は無数の打ち身に加えて擦り傷切り傷だらけ、奇跡的に重傷はないものの、車で言えば分解寸前のポンコツといった体たらくであった。

「……はあ……はあ……はあ……」

　とりあえず拓人は物陰に逃げ込んで座り込む。

　最早――場所も全く意味不明だ。

　コンクリートが敷き詰められた灰色の地面に、身長五〇メートルはあろうかという巨大な石像が無数に並ぶ世界。それぞれ人間の像だったりロボットの像だったり正体不明の生物だったりするのだが……まあお陰で物陰は沢山ある。

「……特訓どころか……」

　死なないだけで精一杯だ。

　ころころと場所が変わる為に、ゆっくりと状況把握もできやしない。おまけに秋穂（少女バージョン）の仕掛けてくる魔法は、どれもこれも無茶苦茶に強力で、地形すら変えかねない代しろ物ものな事に加え、秋穂（少女バージョン）自身が神出鬼没なのである。

　はっきり言って化け物だ。

　確かに『破壊魔デモリシヨナー』のあだ名も頷ける。

　技や術が多彩な上に、反応速度が速いし先読みも上手い。とてもではないが太刀打ちできる相手ではない。こんな一方的なやり取りで一体何を学べるというのだろうか――

「……こんな……逃げ回ってるだけで……気が付いたら強くなってましたなんて……安易なオチじゃないだろうな……」

「勿論違うよ？」

　朗ほがらかな声に拓人は凍り付く。

　錆さびたモーターみたいにぎくしゃくと首を横に回すと、三角座りしている秋穂（少女バージョン）の姿があった。いつの間に――と問う元気も最早、拓人にはない。

「タクちゃんは足下がおろそかなの」

「足下…………？」

「立ち位置って言ってもいいかな？」

「…………」

　勿論それは単純な足運びとか、足場の問題ではないのだろう。その程度の事は拓人にもわかる。そして秋穂がそれ以上の事を丁てい寧ねいに解説してくれるつもりがない事も。

　言葉で教わっても、身につかない。

　それは自分の実感として自らが摑つかみ取らなければ。

　秋穂はあくまでその手助けを――拓人が自分で得心とくしんするまでの誘導を行っているに過ぎないのだ。それはわかっている。わかっているが……

（足下……？　立ち位置……？）

　それは魔法使いとしての立ち位置という意味か？

　それとも――

「…………」

　親指の爪を嚙かむ拓人。

　疲労のせいか、それとも鈴穂を案じて焦あせる気持ちのせいか――思考が空回りする。

　だが秋穂は秋穂でそう悠長に待ってくれるつもりもないようだった。

「じゃあここで一〇〇まで数えてから再開ね」

　言って秋穂はにんまり笑うと、『いーち、にーい、さーん、しーい』とまるで湯船に浸かる子供のような調子で数を数え始めた。

「…………くそ」

　呻いてから、拓人は全身が悲鳴を上げるのを無視して立ち上がる。

　まだだ。まだ倒れる訳にはいかない。

　背中で少女の数字を数える声を聞きながら、拓人は片足を引きずりつつ歩き出した。
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　長く深い夜の片隅で、一人の少女が走っていた。

　既にその機能の大半が停止した大都会――東京。

　一部の自動装置は稼働を続けているが、それらが正常かどうかを確認する者の眼が絶えてから既に二時間が経過している。あと二時間もすれば夜が明ける筈だが……しかし本当に再び太陽が昇る事があるのかと不安に感じる程、この静止した夜は長く深いものだった。

「……はぁっ……はぁっ……」

　走る少女は泣きそうな顔を――いや明らかに泣き顔をしていた。

　ただし、もうその目尻や白い頰ほおに雫しずくは見受けられない。既に枯れ果て、これ以上涙を流す体力も残っていないのだろう。

「……あっ……！」

　何かにつまずいたのだろう――少女は路地裏で転倒した。

　おかっぱの黒髪が乱れ、小柄な身体を覆う白い着物も泥に汚れる。

「……お姉様……教授…………拓人さん…………」

　肩を震わせながら呟く少女。

　彼女はその場に伏せたまましばし呻いていたが――

「――！」

　地面を転がり、その双眸で頭上を見上げる。

　そこに――ビルの壁面に、まるでヤモリか虫の如くへばりついている青白い少女を。

　――ばじッ!!

　何かが虚こ空くうで弾ける音。次の瞬間、青白い少女がどさりと音を立てて地面に落下した。そのまま青白い少女は壊れた人形のようにぴくりとも動かず地面に転がっている。

　死んだのか。それとも……

「…………きりが……ない…………」

　おかっぱ頭の少女は震える声で言った。

　彼女の名前は――麻ま雪ゆきという。

　元〈連盟〉の対神魔封印兵器の試作体である。

　諸般の事情から彼女は今〈学園〉の管かん轄かつ下かに置かれていたが――〈学園〉が機能停止し、ほぼ全部の〈学園〉関係者が封印されてしまった今、身を寄せる先もないままにこの東京を彷徨さまよっているのだった。

　彼女を逃がしたのは、彼女の監督役だった寒河江教授である。

　彼は彼女を逃がす為に囮おとりとなって――封印されてしまった。

「……教授……！」

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握り締める麻雪。

　あの大魔法使いが、こんな自分を逃がす為に――そう思うと麻雪は申し訳なくて、情けなくて、気が狂わんばかりになる。まだ自分が囮になって寒河江教授を逃がしていた方が、遙はるかに有意義だったろう。今の自分は、敵からひたすら逃げ回るだけで他には何も出来ない。

　敵――メドゥーサ。

〈連盟〉の対神魔封印兵器の完成量産型。

　言ってみればそれは麻雪の妹達でもある。だがその視線による静止・凍結の呪じゆ詛そは、麻雪と同等かそれ以上――しかも量産型だけあって、凄まじい数がこの東京に放たれているらしい。出来るだけ見つからないようにと逃げ回っているのだが、それでもメドゥーサ達はあちこちにいて、麻雪はその度に戦わねばならなかった。

　もう何体のメドゥーサを凍らせたのかわからない。ただ逃げて戦うのに必死で最初から数など数えていなかったのだ。

　一〇か？　二〇か？　三〇か？

　だがそれでも減った様子は微み塵じんもない。一体この東京にメドゥーサは何体放たれているのか。はっきり言って想像もつかない。

　一千体か？　一万体か？　あるいは億の単位か？

　絶望が麻雪の上にのしかかる。

　状況打開の方法はなく、目指すべき場所も、頼るべき相手の目め星ぼしもつかず。

　自分はどうして良いのかもさっぱりわからない。

「…………」

　麻雪は壁に手をつきながら何とか起き上がる。

　逃げなければ。此処で倒れては寒河江教授の行為が無駄になる。

　しかし……

「あっ……」

　路地の入り口にふらりと影が湧わく。

　一つ。二つ。三つ。四つ。五つ。

　メドゥーサ。麻雪の遠い妹達は俯うつむきながらそこに立っていた。

　彼女等が視線をこちらに向けるのに要するのはわずかに一瞬。勿論、麻雪とて視線に魔力を込めるのは一瞬だが――同時に五人のメドゥーサを凍らせる事は出来ない。まして真正面からぶつかれば、魔力を載せた視線と視線が効果を相殺そうさいする。

　勝てない――そんな負の確信を駄目押しするかのように、背後でも影が揺れる。

　同じく五人のメドゥーサがそこに立っていた。

　万事休す。

　麻雪は覚悟を決めて目を閉じ――

「――待たせたな」

　その言葉と共にぞぶりと鈍い音がした。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらしたのは麻雪だったか、それとも――半なかば以上首を切り裂かれ、頭をだらんと胸元にぶら下げたメドゥーサ達であったか。

　ぶしゅ……と大量の血が噴ふき上がる。

　一瞬の間をおいて――改めて思い出したかのように、どさりどさりと麻雪正面のメドゥーサ達五体が倒れ伏す。

　その背後を何か影のような黒いものが疾はしった。

「――!?」

　麻雪の背後のメドゥーサ達が愕然としつつもその視線で影らしきものを追う。

　しかし……

「速い……！」

　呆然と麻雪は呟いた。

　彼女の眼はその影を追い切れない。それはつまりメドゥーサ達も同じという事だ。あまりにその動きが速い為に、視線が貫くのは残像ばかりで、メドゥーサ達の攻撃は空しく虚空へと散じるのみだった。

　そして……

　ばさりと何か黒いものが翻る。

　麻雪の背後にいたメドゥーサ達も揃って首を刎はねられて、次々と地面に倒れ伏した。

「…………」

　呆然とする麻雪の周りで、メドゥーサ達が音をたてて蒸発し始めた。

「あ……あの……」

　麻雪はようやくはっきりと見る事が出来た。

　狭間の闇に悠ゆう然ぜんと立つ――孤影を。

　それは年齢不詳の男性だった。

　二十代の青年のようにも、四十代の壮年のようにも見える。

　緩ゆるやかに波打つ金髪と――何故かそれに反して黒い顎髭あごひげ。白い顔は目鼻立ちが整い、その中でぞっとする程に鋭い蒼あおの双眸が輝いている。何処か中世の貴族じみた優ゆう雅がさと気品と――そしてぎらつく刃物のような、爆発寸前の狂気じみた空気をまとった男。

　その長身痩そう軀くに帯びているのは、丈が長く、胸に大きく十字の模様が編み込まれた中国服……いや僧服だ。男は更にその上から黒いマントを羽織っていた。

　宣教師？　格闘家？

　どちらにも見えるが――多分どちらでも、ない。

　男の両手には、それぞれ緩やかな湾わん曲きよくを示す、牙きばのような形の小剣が握られていた。両手を交差させてそれを構えている姿は、男自身をまるで巨大な顎のようにも見せている。












「…………ふむ」

　男は構えを解くと、その小剣の刃にこびりついている血を――舐なめた。

　異様に赤い舌がぞろりと血をすくい取り、そして。

「……まずい」

　男は吐き捨てるように言った。

　次の瞬間、ひゅんと音を立てて小剣が回転し、そしてそれらは奇術のように彼の両手から消え失せていた。何処かに収めたのだろうが……小さいとはいえ剣二本をその細身の何処に隠したのか。麻雪には全くわからなかった。

「……あ……貴方あなた……は？」

「ん？　あ――ああ」

　何度かその鋭い碧眼を瞬きさせてから、男は肩を竦めた。

「この身体で会うのは初めてだったな――麻雪君」

「……え？」

　その口調に聞き覚えがあるような気がして、麻雪は眼を丸くした。

　そもそも彼女を『麻雪君』と呼ぶ者は殆どいない。

「まさか――寒河江教授……!?」

「出来ればこちらの身体は、あまり人前に晒したくなかったのだがね」

　そう言って苦笑する男の口元に、二本の鋭い犬歯がのぞいた。
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　メドゥーサ達は、再び羽瀬川邸を取り囲んでいた。

　状況はやはり一進一退。やや籠ろう城じよう側が不利といったところだろうか。

　超能力者三人が加わってはいるので、やや戦力増といった印象だが――元々が圧倒的な兵力差なのである。羽瀬川邸が陥落かんらくしないのは、メドゥーサ側が戦力を集中させたり効率的な戦術を採ったりするという事を知らないというだけの事だった。

　天使兵達は無論よく戦っているが、能力が制限される人形の依代よりしろを使って人間界に降臨している状態となると、やはり万全とはいくまい。

「ミハイル！」

　あちこちで銃声やら爆音やらが響く中――マリエラは自分の仲間に声を掛ける。精神感応力者のミハイルは二八部衆を使ってメドゥーサ達の攪乱かくらん役を買って出ていた。

　でもって……

「なんです？」

「はい？　なんでしょう？」

　マリエラの呼び掛けに何故か応える声が二つ。

　一つは勿論、ミハイルのものだが――

「いや。あんたは呼んでないけど」

　とマリエラが言うのは――天使部隊の隊長であるミカエルだ。

「え？　でも」

　ミカエルは大きな眼を瞬かせてから、ああ、と頷いた。

「そっちの方もミハイルという名なんですね」

「はあ？　あんたはミカエルだろが」

　眉を顰めるマリエラ。

　だが頰を掻かきながら説明に割って入ったのはミハイルだった。

「いや……姐あねさん。ミカエルってのは――教派によってはミハイルって呼んだりもするんですよ。ついでに言うと男の天使として描かれる場合もあって……」

「あ？　なに？　じゃああんたの名前って天使にあやかって付けられてるの？」

　眼を丸くするマリエラ。

　決まり悪そうというか、恥ずかしそうにミハイルは頷いた。

「ええ……まあ……」

「うわっ、似合わねー」

「……言うと思ってましたよ、ええもう」

　半ばやけくそのような口調で言うミハイル。

「それと。姐さん言うな」

「……はいはい」

　ミハイルは辟易へきえきした様子で肩を落とした。

「で――なんです？」

「南側のメドゥーサが組織立った動きをしつつあるみたいだ。北東はもういいからこっち頼むわ」

「了解です」

　頷いてミハイルは庭を横切り走っていく。

　その姿を束の間見送って――ふとミカエルはマリエラを振り返った。

「面白い戦い方ですね。参考になります」

「うちらは特殊だからね。軍隊の戦術とはまた違うさ」

　苦笑するマリエラ。

「戦況――あんたはどう見る？」

「正直、良くはないですね」

　とミカエルは眉を顰めて言った。

「持ち込めるだけ持ち込みましたが、元々ミスリル・チップやヒヒイロカネ・ジャケットの対神魔弾は数が不足しがちですし……通常弾頭や簡易呪化弾頭では、さすがに心こころ許もとない。かといって弾数を絞しぼって戦う余裕もない」

「……なるほど」

「一応、弾薬補充の申請はしていますが、この状況下では期待できるかどうか……」

　大量の神魔が封印されたせいで人間界と神界、魔界の間を埋める時空連続体がかなり不安定な状態になっている。その結果、強大な神族や魔族がおいそれとこちら側に来る事は出来ない状態だ。それは言ってみれば辛かろうじて釣り合っている天秤を無理矢理揺ゆさぶるようなもので……結果的にどんな天変地異を引き起こすか知れたものではないからだ。

「ま……不確定要素に頼ってもしょうがないか」

　とマリエラ。

　彼女にしてみれば補充や援軍などというものは元々馴染みのない概念だろう。傭兵ようへいであり雇やとわれエージェントでもある彼女等は、切り捨てられる事はあっても救援される立場になる事はまずない。

　むしろ彼女が期待するのは――

「……あの坊や。まだかしらね」

　拓人達が『どこかのドア』で亜空間にこもってからおよそ三〇分。エマ太郎の話によれば平均して百倍近い時間速度差があるので、既に中では二日以上の時間が経過している筈だった。

　修練内容がどんなものかはマリエラ達も知らないが――そもそも拓人は出てくるのかどうか。過酷な修練の為に、中で命を落として永遠に出てこないという可能性だってゼロではないのだ。

「頑張って待ちましょう」

　ミカエルが朗らかに笑う。

「大たい器き晩ばん成せいといいますしね？」

「いや。そんな晩成とかいってのんびりやられたらこっちが先に死ぬし」

「その割には余裕があるというか……あんまり心配しておられる様子がないですけど？」

　悪戯いたずらっぽい口調でミカエルが言う。

「あんたもそうじゃん」

「私は単にそう取り繕つくろってるだけですよ」

　ミカエルは左右の人差し指を自分の頰に当てて引っ張り、殊こと更さらに笑みを深くして見せた。

「本当は不安とか焦しよう燥そうとかでおかしくなりそうですよ。実は私……彼氏がいるんですけどね。立場がなければ、今すぐにでも彼氏のところに飛んでいきたい位ですし」

「彼氏って――人間の？」

　眉を顰めて尋ねるマリエラ。

「ええまあ」

「ははあ……これで結構、天使も色々と大変だったりする訳？」

「神族だ何だと言われていても、所詮、我々は万能無限にはほど遠いです。不安や焦燥で千々に心が乱れる事だってありますとも」

「……ちょっと親近感湧くわね」

「ありがとうございます」

　ミカエルは苦笑する。

「私がもし落ち着いてるように見えるんなら」

　マリエラも母屋を振り返りながら言った。

「まあやっぱり、あの坊やの底力を信用してるからじゃないかしらね」

「そうなんですか？」

「二度も戦って連敗したからねぇ」

　肩を竦めてマリエラは言った。

「信じでもしないとこっちが惨みじめだろ。まあ――二度も戦り合えば、ある程度の事はわかるよ。少なくとも期待して良いかどうか、程度はね」

「なるほど」

　一際激しく轟ごう音おんが響く。

　どうやら天使兵達がある方向に集中して榴弾砲を撃ち込んでいるらしい。二人揃ってそちらに向けて歩き出しながらミカエルはマリエラに言った。

「ではもう一踏ん張りしましょう。期待の星の為に」

「あいよ」
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　拓人の修練は――若干その趣おもむきを変えつつあった。

　相変わらず、ぽんぽんとその現場の様子は変わっていく。落ち着かない事甚はなはだしい。

　砂漠だったり、ビルの屋上だったり、遊園地だったり、巨大な冷凍庫の中だったり、ドーム球場のど真ん中だったり、図書館の中だったり、火山口だったり……そして場所が変わる度に、拓人は洒落しやれにならない攻撃を受けて死にかける。

　何度も何度も何度も何度も。

　その繰り返しは変わらない。

　ただ……拓人の戦う相手は秋穂（少女バージョン）ではなくなっていた。

　いや。正確に言えば違う。

　相変わらず相手は秋穂（少女バージョン）ではある。彼女の姿はフィールドのあちらこちらで見かける。攻め手が交代した訳ではない。

　だが今や彼女はラスボス扱いで――前面に出て拓人を嬲っているのは、彼女に召喚された『配下』達であった。

　これがまた――面倒な事おびただしい。

　神族。魔族。精霊。そして人間。

　諸々の者達が、手を変え品を変えて拓人に襲いかかってくる。それも――拓人には見覚えのある者ばかりがだ。

　例えば……

「…………あは～ん」

　ずずずずず……と召喚用の魔法陣から出てくるのは、紫の唇くちびると筋肉マツチヨとボンテージ服の天使ハプシエルであった。別名〈福音を告げてしまうモノエヴアンゲリスト〉。かつては〈学園〉の教員を、現在は用務員を務めるラブ・テロリストである。

「…………」

　ぴくりと拓人の頰が引ひき攣つる。

〈学園〉内部でも、その暴走を停める為に対策委員会が出来てしまうような上級天使相手、しかも、うかうかしているとあの汗まみれの暑苦しい筋肉でハグされたりとか、唇を奪われたりとか（しかも舌も入れられて）してしまう訳で――

「らーぶ！　あんど……」

「――魔弾カスパルッ!!　魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾魔弾とにかく魔弾ッ!!」

　決め台詞を最後まで言わせないうちに攻撃魔法を叩き込む拓人。

　どかどかどかと着弾する魔力塊によって、爆煙が膨れあがり、その中にハプシエルの姿が消えていく。このハプシエルが本物と同じ耐久性を備えているのかどうかはわからないが、とにかく今は機先を制して逃げるのが先決であった。はっきりいってあんなのを相手にしていたら命――はともかく貞操が幾つあっても足りない。

　全力で逃げ出す拓人。

　走っている内にまた風景が変わる。

　ぶつけられる相手も同様に変わる。

　密林の中で麻雪に襲われたり。

　コンビニエンス・ストアでエミットに襲われたり。

　何処かの山頂で寒河江教授に襲われたり。

　真夏のプールサイドで水着姿の双ふた葉ばと葉は月づきに襲われたり。

　コミケ会場三日目東館で榮太郎に襲われたり。

　鏡張りでベッドがぐるんぐるん回ったりする部屋でタナロットに襲われたり。

　…………なんか後半ノリが違うっぽいのが幾つか混じっていたよーな気がするが、まあそれはさておき。

「…………なんなんだ……一体……」

　この修練にどんな意味があるのか。

　さっぱりわからない。まあ多少は逃げ回ったり呪文を編んだりするのが速くなった気はするが、その程度の技能向上では到底あの氷ひ室むろ明人には敵かなうまい。

「さあどしどし行くよ～♪」

　何処かのビルの中で壁に手をついて息を整えている拓人の背中に、やっぱり愉しそうな秋穂（少女バージョン）の声が投げ掛けられる。これだけ連続して酷ひどい目に遭あわされると、天真爛漫てんしんらんまんといったその声にすら悪意が滲にじんでいるように感じられるのが、不思議と言えば不思議だった。

　そして――

「召喚ッ!!」

　ばしんと音を立てて、秋穂の放つ赤い魔力線が召喚陣を描く。

　気が付くと更に風景が変化し――拓人は荒野に一人立っていた。

　秋穂の姿はなく、ただ彼の正面五メートル程先にくるくると召喚陣だけが回転を続けている。次に其そ処こから出てくるのは誰なのか。ミヤビか。メタリスか。あるいは……

「…………！」

　ずるりと押し出されるような感じで地面から顔が生える。

　首が生え、肩が生え、胸が生えて――

「……氷室明人……？」

　それは見覚えのある顔だった。

　だがよく見ればそれは明人とは違う少年だ。

「…………」

　だらだらと嫌な汗が全身から噴き出てくる。

　見覚えがあって当然だ。

　何故ならその『敵』は――

「……僕かッ!!」

　鏡の中に何度も見る自分自身。

　実を言えば予測はしていた。この手の仮想戦闘において、己の力量を知る為に、自分自身と戦うというのはよくあるモチーフだ。確かにそれは理に適かなっている。

　しかし実際に別個の存在として自分自身を目の前に置かれると、それは異様な重圧となって拓人の意識にのしかかってきた。

　理由はよくわからない。

　だが鼓動が早まる。呼吸が荒くなる。

　ぱっと見た限りでは平凡なだけの――目立った特徴なんぞ何一つない筈の少年の姿が、まるで途方もなく忌いまわしいもののように思えてくる。それが鏡に映った虚像だというのならば、今すぐにでも鏡を叩き壊こわしてしまいたくなるような…………

　自分の姿は何度も鏡やら写真やらで見ている。

　だが第三者として自分自身が目の前に立った事はなかった。

「……う……くっ……」

　明人に感じる不快感と圧迫の正体はこれなのか？

　自分に似ている誰かだから不愉快なのか？

　でもそれは――何故？

「くっ……」

　拓人は胸を押さえる。

　苦しい。痛い。

「…………」

　拓人の虚像がゆらりと歩き出した。

　虚像は何処か寂しそうな顔をしていた。

　それがまた拓人を苛いら立だたせる。

「……くそっ……」

　虚像が小さく右手を動かす。

　袖口からするりと音もなく一本のナイフが滑すべり出てきた。

　――来る。

　それがわかっていても、拓人は何故か動く事が出来なかった。

　虚像の拓人が寂しそうな表情のままナイフを構え、歩を進め、そのまま真っ直ぐに拓人へと近付いてきて――

「――！」

　刺した。

　最初に感じたのは熱さ。次に――肉を裂く粘っこい激痛。

「ぐ……あ……」

　みぞおちに突き刺さったナイフを見る。

　内臓を傷つけたのだろうか――喉のどの奥から血が溢れてきて拓人は咳き込んだ。

　痛い。痛い痛い苦しい痛い痛い苦しい苦しい痛い苦しい……

「……あ……ああああ……あああああああ……」

　拓人は咄嗟に拳を固めてもう一人の自分を殴り離そうとする。

　激痛に赤く染まるその視界の中で――虚像の拓人は、じっと本体の拓人を見つめている。

　その表情は寂しそうで。しかし同時に恨うらめしげで。

　何か非難するかのような――

（何を？　誰を？）

　それは勿論。

（僕自身を……？）

　ふと――幾つもの記憶が脳裏を過ぎった。

　五年前。一〇年前。三年前。二年前。

　春に。夏に。秋に。冬に。昼に。夜に。朝に。

　マンションで。学校で。海辺で。ビルの屋上で。レストランで。遊園地で。試験会場で。地下街で。電車の中で。〈学園〉で――

　過去の体験が浮かんでは消える。

　まずい。

　これは……死の間際に見るという人生の走そう馬ま燈とうではないのか？

　焦る気持ちと裏腹に彼の頭の中で幾つもの情景が再構築されていく。

　…………

　黄昏たそがれ色いろに染まるマンション。

　去っていく母の背中。

　泣いても叫んでも手は届かず。どうしようもない虚無の只中に放り出されて。

　幼子の目に映る世界は――あまりに大きくて無慈悲で。

　対して自分はあまりにも卑称で無力で。

（もし僕がもっと賢かったらお母さんは僕を棄すてなかったのかな）

（もし僕がもっと可愛かったらお母さんは戻ってきてくれたかな）

（もし僕がもっと――）

　考えても詮せんない『もイしフ』の羅列。

「ああ……僕は……」

　拳から力が抜ける。

「アア――ボクハ」

　ナイフを持った拓人の虚像が口を開く。

　何処か虚ろな口調でもう一人の拓人は言った。

「ボクガキライダッタンダ」

「そうだね……」

「ボクニジシンガモテナカッタンダ」

「そうだね……」




　――それが原点だ。




　魔法使い羽瀬川拓人の起点であり――自らに掛けた呪縛じゆばくだ。

　彼の魔法使いとしての始まりは、自分の否定にあった。

　今の自分が嫌いだから違う自分になりたい。その為に彼は特別で特異な存在になる事を切望した。それはつまり――平凡で無力な自分への否定が基になった感情だった。

　だから彼は自分を信じない。

　だから彼は自信を持てない。

　常に彼は心の底で自分自身を否定しながら生きている――

（……思えば）

　そんな事ばかりだったのではないか？

　少女達の求愛に応えないのも、何処かで自分に違和感を感じているから――自分が嫌いな羽瀬川拓人という少年に好意を向けてくれる少女達の気持ちが理解できなかったからではないか？　少女達の愛情を受ける自分に納得が出来なかったからではないか？

　自分にはその資格がない。そう心の何処かで思っていた。

　だって自分は母親に棄てられたから。良くない子供だったから。

　だから――愛される事を素直に受け入れられない。

　自分ですら自身を受け入れられないのに。

（……ああ……足場ってそういう……事か……）

　かすむ意識の中で拓人は納得する。

　当たり前だ。

　自分自身を否定する人間に足場などない。何処に自分は立って何を見み据すえるべきか……原点が否定と拒絶と逃避にある人間が、そんな事を本当の意味で考えられる筈がないではないか。

　自分を支える為の『芯』がない。

　羽瀬川拓人という人間の中心にあるべきそれは――空っぽだった。

　確かにそんな体たらくでは、踏ん張る事など出来はしない。

　だから迷う。だから惑まどう。

　状況に出会ってはいちいち戸惑い。相手に出会ってはいちいち恐怖し。

　自分自身に何が出来るのかもわからないまま、迷い続けるしかない。

（……それは……勝てない訳……だよね……）

　大樹は地下にその梢と同じだけの根を張るからこそ、大きく成長出来る。根の上に生えた幹が太くしっかりしているからこそ、枝を広げ葉を付けて実を成す事が出来る。

　先ず一番最初に肯こう定ていを。

　自うぬ惚ぼれるのではなく。慢心まんしんするでもなく。

　ただ単に自分がそこにある事の純粋なる肯定を――自分自身で。

「…………」

　気が付くと虚像の拓人はひどく縮んでいた。

　まるで幼児のように――

「僕は……」

　拓人はみぞおちにナイフを突き刺したまま、膝ひざをついて虚像の自分と目線を揃える。

　自分自身と向き合いながら、彼は手を伸ばしてその幼い羽瀬川拓人の頭に手を載せた。

「ごめんよ」

　台詞と共に口の端から血の雫が飛ぶ。幼い少年の頰にそれが醜みにくい斑まだら模様を描くが、しかしどちらの拓人もそれを拭ぬぐおうとはしなかった。

「君は――僕は。存在していい。他の誰でもなく僕自身が、君自身が、そう願うから」

　拓人は呟くように言った。

「君が」

「ボクガ」

「生まれてきたのは」

「イマココニアルノハ」

「間違いでは」

「ナイ」

「善でもなく」

「アクデモナイ」

「ただそれだけの」

「ジジツ」

「故に」

「ワレラハ」

「唱える」




『我認む故に我あり』――と。




　……気がつけば、拓人は白い虚無の平面に立っていた。

　向かい合って立つのは――腰に手を当ててこちらを見ている秋穂だ。そういう格好ポーズをしていると、妙に腕に巻いた『生徒会』の腕章が似合って見える。

「気付いた？」

　首を傾げて秋穂は尋ねてくる。

「はい」

　拓人は照れ笑いのようなものを浮かべて言った。

「僕自身が一番最初に自分を切り捨ててたんですね」

　拓人は己のみぞおちに手を触れる。

　無論そこにはもうナイフも傷もない。

　全てはまやかしだ。この目の前の秋穂ですらも。

　しかし――そこで得たものは真実だろう。少なくとも拓人がそう感じている以上、どういう場面で、どうして得たものであるかなどという事は、さして重要ではない。

「ご指導――ありがとうございます」

　そう言って彼は目の前の少女に深々と頭を下げた。





＊






　明人の声はひどく愉しげであった。

　それは確かに面白い行為だろう――無意識の内とはいえ、今まで厳重に隠されていた他人の心の奥底を暴き立て、白日の下にさらけ出し、丁寧に並べて観察するのは。

　それは蹂じゆう躙りんであり征服であり陵りよう辱じよくだ。

「君の力は君自身が封じている。君が自分が完全になる事を恐れている」

　彼はそう繰り返す。

　何度も何度も嬲るように――

「正しくは――君は不完全でなければならなかった。君が恐れたのは、君を殺そうとした〈連盟〉の人間じゃない。完全になった自分だよ」

『どうして』

　文字を書く手が震える。

『私が完全な自分を恐れるの？』

「決まってるじゃないか」

　ひどく芝居がかった仕草で両手を広げて笑う明人。

「完全だったら愛して貰もらえない」

「…………」

「君は愛して貰う為に不完全である事を選んだ」

『違う』

「可哀そうな子を演じる事でね」

『違う！』

　手が震える。

　震えが止まらない。動どう悸きが収まらない。

「羽瀬川拓人を、自分の元に縛り付けておく為に――可哀そうな拓人の目線にまで降りていって、傷をなめ合う為に。ははは。なんて傲ごう慢まんな！」

『違うッ!!』

　書き殴ると同時に鈴穂は左手でペンダントを強く握り締めた。

　その瞬間――鈴穂の傍かたわらの空気が揺れる。

　陽炎かげろうのような空間の歪曲は、瞬時に人の形を採り、そこに色彩が流れ込んで立体としての陰影を得ていく。その過程は文字通りに瞬く間。一秒とかからず、そこには鈴穂と同じ容姿の、しかし髪の色だけが宵闇よいやみの深い蒼に染まった少女が出現していた。

　鈴果である。

　普段は交代制人格としてリボンの封印を解けば表面化する鈴果だが、アイテムの力を借りて二重存在ドツペルゲンガーのように並列して存在する事も出来るのだ。

「……ったくさっさとアタシを出せっての！」

　歯を剝むいて挑発的な笑みを浮かべる鈴果。

　次の瞬間――だん！　という激しい打音と共に彼女の姿は鈴穂の傍らから消えていた。

　跳躍。それも凄まじい速さでの。

　残像の尾を引きずりながら、空気を抉えぐり抜ぬく勢いで、一個の砲弾と化して鈴果が明人に向けて飛びかかる。その様子は、まさしく問答無用。鈴穂の肉体に依存しない形で顕けん現げんする鈴果は、タナロットと真正面から殴り合いの喧嘩が出来る。脆ぜい弱じやくな人間の首なんぞ腕の一振りでへし折られてしまうだろう。

　だが――

「――！」

　がん！　と空中で衝突音と共に、鈴果の軌道が乱れる。

　明人に手が届く直前で、いきなり床に叩き付けられた鈴果の上に……タウが馬乗りにのしかかっていた。空中で鈴果を迎撃したのもこの使い魔だ。

「てめっ――」

「お馬鹿～」

　タウはけらけらと笑いながら言った。

「あんたは私達よりも弱いの。忘れた？」

　確かに乱戦状態とはいえ、拓人達は一度明人達と正面から戦って敗北している。

　アレフもタウも、タナロットや鈴果を圧倒する程の強力な使い魔だという事は、既に確認済みの事実だった。

　しかし……

「喧嘩は――」

　鈴果は獣が唸うなるような声で言った。

「ジャンケンじゃねえんだよ！」

　両足を跳ね上げてタウの頭部を足首で挟はさみ込む。タウがこれを外す間も許さずに、鈴果は脚を揃えて振り戻し――その脚力に無理矢理引きずられたタウは、頭部からまるでツルハシのように床に叩きつけられ、めり込んだ。

　板張りの床が砕くだけて木片が散らばる。

「たとえ同じ組み合わせでも、同じ結果が出るとは限らねぇんだよ」

　鈴果はすぐに立ち上がり、倒すべきもう一体――アレフの姿を捜して辺りを見回す。

「そうね」

　アレフの声は鈴穂の側で聞こえた。

　愕然と振り返る鈴果の視線の先で――アレフは硬直する鈴穂の耳朶みみたぶを愉しげにいじり回していた。迂闊なことをすると、これを千切るよ、と言わんばかりに。

「ジャンケンにはこういう手はないものね？」

「てめ……」

「やっぱり貴女はお馬鹿」

　むくりと――まるで堪こたえた様子もなく身を起こすタウ。

「守るべき対象から離れちゃったら意味ないじゃん？」

「…………」

　唇を嚙む鈴果。

　そんな彼女にアレフとタウがそれぞれ伸ばした右腕の掌を向けて。

「沈め」

　揃えて唱えた瞬間、使い魔達の掌から逬ほとばしった魔力含みの光撃が鈴果を吹っ飛ばす。咄嗟にかわそうとした鈴果だが、これをかわしきれず――左右から加えられた攻撃に、彼女の右腕がねじられ、そして乾いた音を立てて幾重にも折れた。

「ぐあ……！」

　転倒してのたうつ鈴果。

　慌てて鈴穂はペンダントを操作――鈴果の肉体を一旦魔力に還元して人格も自分の内側に収容した。鈴果は不死身のタナロットや、他の魔族、神族とは違う。彼女の存在は精霊に近く――死んでしまう事だってあり得るのだ。

「さて……」

　明人は首を傾げて言った。

「余興も済んだ事だし――話を続けてもいいかな？」

「…………」

　鈴穂は明人を睨むが……彼女にはその程度の事しか出来ない。

　沈黙し台詞を書くそぶりもない鈴穂の様子を、承諾の印と受け取ったのだろう。明人は朗々と歌うような声で話を再開した。

「何処まで話をしたかな？　ああ――そうそう。鈴穂君。君が自らを不完全とする事で羽瀬川拓人の気を引こうとしていたってところまでかな？」

「…………」

　唇を嚙む鈴穂。

　彼女を面白そうに眺ながめてから明人は言った。

「でももうその必要はない。羽瀬川鈴穂。君は完全な君に戻って良いんだよ？」

　明人は少し身を乗り出し、改めて鈴穂の表情を確かめようとするかのように、俯く彼女の顔を覗のぞき込む。

「どうしてかって？　そりゃあ勿論」

　明人の口の端がきゅっとつり上がる。

「君にとって、羽瀬川拓人が唯一の選択肢であった時は終わったからさ」

　ピアニストを想わせる明人の指先が、芝居がかった仕草で自分の胸元を指さす。

「もう一人、君と同じ人間がここにいる。同じ〈聖母〉であり、羽瀬川拓人とは異なる存在の――この僕がね。君には選択肢が一つ増えた事になる」

「…………」

　この少年は一体何を言っているのか。

　鈴穂は薄ら寒いモノを感じていた。

　しかし――

「僕は何ら欠けるところなどないよ？　そもそも僕には何もないんだから。僕は空虚であり虚無だ。だから欠落部分を補う必要なんかない。君自身が相手に合わせて欠落を抱え、いびつになる必要はない。僕は空っぽであるが故に君を完全な形で受け入れてあげるよ？」

　意味がわからない――鈴穂の表層意識はそう考えている。

　だが……同時に胸の奥でざわめく何かがある。

　認め難がたい事だが、その通りだと明人の言葉を認める部分が確かに、ある。

　これは自分の本心なのか？

　それとも明人の仕掛けた魅惑の術か洗脳の術なのだろうか？

　鈴穂には判断がつかない。

　わからないまま混乱する彼女に――畳み掛けるように明人は言葉を重ねてきた。

「さあ。羽瀬川鈴穂。君は君のまま僕のところにおいで？」

「…………」

「そのままの君でいい。ありのままの君でいい。変わる必要はない。君は君のままでいればいいんだよ？　――羽瀬川鈴穂」

　明人は右手を誘うように鈴穂へと向けて差し出す。

「さあ――君という中身で、僕の空っぽの器を満たしておくれよ！」
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　羽瀬川邸の状況は更にじりじりと悪化しつつあった。

　やはり、戦術や技能、装備という面では圧倒的に天使兵達の方が上ではある。

　だが……古来より兵法の基本は、まず敵よりも多くの戦力を揃える事だ。

　少数精鋭が圧倒的多数を打ち破るという図は、劇的ではあるが現実には殆どあり得ない。確かに奇襲や騙だまし討うち等、戦術的にはむしろ奇計に属する方法で数の不利をものともせずに勝利を勝ち取る例もなくはないが――それとて限界はある。

　数において百倍あるいは千倍の敵に勝利するのは到底、無理だ。

　まして――

「……あの氷室明人って坊やは一体、どんだけあのメドゥーサを用意したんだか」

　辟易しながらあちらこちらに念動攻撃を飛ばすマリエラ。

　どん、と何処かで轟音がして土煙が舞い上がる。

「ここに来てる連中で全部って訳じゃないんだろ？」

「そのようですね」

　自身も羽瀬川邸の屋根の上に伏せて、狙撃ライフルで長距離狙撃を繰り返しながら、ミカエルが言った。装甲を立てて相手の視線を遮さえぎり、その影から一瞬身を乗り出して射撃――これでミカエルは既に約五〇体ものメドゥーサを葬ほうむってきている。

　だがその撃破効率が、この半時間で急速に落ちつつあった。

　理由は簡単――メドゥーサ達が戦術的な連携を取り始めたからだ。

　いくら単機能のみで多様性のない兵器の群れでも、人の姿をしている以上はそれなりに自律機能や思考・学習機能は持っている。これだけ大量の仲間が目の前で倒されれば、少しは効率や戦術を考えるのも当然だった。

「そろそろ弾薬が底をつくんじゃないのかい？」

　ミカエルが傍らに並べている弾倉を眺めながらマリエラが言った。

　一〇個以上並べられていたヒヒイロカネ・ジャケットの特殊弾の弾倉は、既に九個が空になっている。残りの弾数は恐らく四〇弱。

　勿論……天使達は弾薬がなくても戦える。

　特にミカエルは御ご前ぜん天てん使しとも呼ばれる上級天使だ。その力はそれこそ核弾頭にも匹敵するし――人形の依代を使っている他の天使兵達と違って、能力の制限は緩い。

　だがメドゥーサ達の視線に己の身体を晒さずとなると、非常に戦い方が限られてくる。

　また神族も魔族も精密攻撃の類たぐいは苦手だ。この都市部で彼等が本来の力を解放すれば被害がどれだけ周囲に及ぶかもわからない。彼女がわざわざ銃と特殊弾を使っているのは、伊だ達てや酔すい狂きようや趣味ばかりが理由ではなく、それが一番、被害を周囲に及ぼさず、効率的であるからだ。

　結局のところ……神族よりも魔族よりも、遙かにひ弱で、そのくせ何千年も戦争を続けてきた人間の道具や戦術が実は一番優れているのである。皮肉な話だが。

「…………」

　ミカエルは無言。狙撃に集中しているのかもしれない。

「……見込み違いだったかな」

　構わず苦笑してマリエラは足下に視線を向ける。

　母屋の中からはまだ拓人達は出てこない。だがそろそろ何か状況変化でもなければ、マリエラ達は緩かん慢まんな敗北を――死を迎える事になる。どんな戦いであれ勝敗の分岐点というものが確実にある。それを過ぎれば延々消耗するだけで勝機はつかめないのだ。

「また負け戦いくさかねー」

「そうとは限りませんよ」

　ミカエルがスコープから眼を離して言った。

「でもねえ。戦の大天使と肩並べて戦ってこれじゃ」

「苦しいときの神頼み」

　ミカエルは人差し指を立てて笑った。

「それが駄目なら――」

「――悪魔頼みか？　天使の貴様が言うな」

　その声はいきなり二人の背後から聞こえた。

「――!?」

　愕然と振り返るのはしかしマリエラだけで、ミカエルは笑っている。どうやら彼女は声の主の接近に気付いていたらしい。

　伝統的な瓦かわら葺ぶき屋根の上。

　そこに……周囲との調和やら、前後の脈みやく絡らくやら、状況の必然やらをぶっちぎりで超越して奇妙なものがあった。

「……箱？」

　呆然と呟くマリエラ。

　そう。それは段ボール箱である。

　逆さまになった『温州みかん』の箱が超然とそこにあったのだ。

「え？　な――なに!?」

　混乱するマリエラの前で――その箱がいきなり跳ねた。

　いや、違う。箱の中に実を潜めていた者が身体を伸ばして立ち上がったのだ。

「遅いですよ」

「文句を言うな。これでも色々を無理を押し通して来たのだ」

　言って帽子のように被かぶっていた段ボール箱を――どうやってその中に身体を折り畳んで入っていたのかは激しく謎だったが――ひょいと取ったのは、がっしりとした体格の中年男であった。

　長い黒髪を後方に流し、目元には丸眼鏡めがね、身体は麻色のローブをまとったその姿は、どこぞの賢者、といった印象だが――片手に温州みかんの段ボール箱を提さげている時点で、激しくその容姿は破は綻たんしまくっていた。

「だ……誰？」

「私の趣味友達です」

　とミカエルが言い――しかし男は顔をしかめて首を振る。

「ふざけるな。貴様の球体関節人形は所詮、女子供のごっこ遊びの延長。我が愛する固定ポーズフィギュアの、一瞬の造形美に全てを賭かける芸術性と比べれば、月とすっぽん、ＦＲＰとポリパテ、似て異なる――」

「あ。じゃあ」

　眼を瞬かせてミカエルが言った。

「私がこっちで手に入れた新作フィギュアはいらないんですね？　フィ●マ製コーティカルテとか、リボル●ック・バルシュタイン子爵とか」

「…………」

　男は――瞬間的に無表情になってから、静かに言った。

「まあ相互理解と協力は必要だな。趣味を豊かにしてくれる」

「……だから何なのこの人」

　とマリエラ。

「おお。すまんな。私はこーゆー者だが」

　と差し出された名刺を見ると『魔界大公爵』『知識担当魔神』という肩書きの横に『ボティス』と記されていた。

「……って大悪魔じゃないの!?」

「既に大天使が横にいるのに何を驚いておるのだ？」

　と首を傾げる男――ボティス。

　まあ一番の驚愕すべき（あるいは呆あきれるべき）点は、その魔界の大悪魔が名刺を持っている事だが、まあそれはさておき。

「大悪魔や大天使の援軍は無理だって……」

　既に明人によって多数の神族や魔族が封印されてしまった影響で、人界、神界、魔界の間を埋める時空連続体とやらが不安定になって、迂闊に神族や魔族がこちらに来る事は出来ないのだとかなんとか――ミカエルが言っていたような。

「ああ。もともと私はアガリアレプト様について、魔界と人界を定期的に往復していたのでな。たまたま今日はこちらにおったのだ。魔力の殆どは向こう側に封じておいてきてあるが――弾だの装備だのは神族でも魔族でもなし、こちらで受け取り態勢さえ整えておけば、転送もし易いし、宅急便も使えるし」

　事もなげにボティスは言った。

「宅急便て――」

「便利だぞ？　最近は通販も馬鹿にできん。ア●ゾンはフィギュアも扱うので愛用しておる。注文のタイミングを間違うと、微妙に店頭販売と配達時期がずれて、同じ商品を二個買ってしまったりするのが玉に瑕きずだが」

「…………」

　まあ――確かに密林の名を冠した某書籍通販企業なら、その商魂の逞たくましさで魔界にも配送料無料で送りかねないよーな気はするが。

「で――お願いの弾とか色々は？」

「うむ。ちゃんと我がフィギュア軍団に運ばせておるよ。見ろ」

　と――マリエラやミカエルと並んで屋根に腹はら這ばいになりながら、ある方向を指さすボティス。彼の示す先を見ると、何やら銃弾と爆発が入り乱れる戦場を、ひょこひょこと動いている四角い影が幾つか見えた。

「…………」

　かくんとマリエラの顎が落ちる。

　それは――まあやっぱりというか何というか――段ボール箱だった。

　何十、何百という段ボール箱が、ひょこひょこと物陰から物陰へと移動しつつ、羽瀬川邸に近付いているのだ。

「どうだ。我が軍団の隠密移動法」

「いや……どうだってあんた……」

　呻くように言うマリエラの態度をどう勘違いしたのか、満足げに頷くとボティス。

「最近、人間界から輸入したゲームにも凝っておってな。それで覚えたのだ」

「あ。メタル●ア・ソリッドですね？」

「うむ。おぬしの勧めでやってみたが、なかなかハマるな。新作もこの間予約したぞ」

「私あれの影響で、マ●イのＰＳＧ－１買っちゃいましたよー」

「そういえばバイオ●ザード４のＷｉｉ版もこの間買ってみたぞ？」

「追加シナリオはどうでした？」

「…………」

　恐ろしく場違いに和わ気き藹あい々あいとしたノリで会話する大天使と大悪魔。

　そんでもってそれを呆然と見守る超能力者。

　……かなりシュールな図である。

　まあそれ以上に、銃弾飛び交う戦場の片隅を、段ボール箱の群れがひょこひょこ移動している様の方が数万倍もシュールではあったが。思わず敵ながら『気付けよおまえらも!?』とメドゥーサ達に怒鳴りたくなるマリエラであった。

「さて。殆ど物資は運び込んだな」

　段ボール箱部隊の半数が羽瀬川邸に入ったのを見届けると、ボティスは懐から携帯電話を取り出して言った。

「こちらス●ーク」

「……いや、ス●ークじゃねえだろあんたは」

　とりあえず突っ込むマリエラ。だがこれは予め決められていたやり取りであるらしく、携帯電話の向こうで女の声が応答してきた。

『合い言葉は？』

「『性欲をもてあます』」

『ボティス司令と確認。指示をどうぞプリーズ・ユア・オーダース』

「全隊、偽装解除。これより天使人形兵部隊を支援しつつ殲せん滅めつ戦に移行する！」

『了解』

　そして次の瞬間。

　ぼぼぼぼぼぼぼぼぼッ!!　――と大量の段ボール箱が宙に舞った。

「え――!?」

　驚きの声を漏らしたのはやはりマリエラである。

　段ボール箱の中身。

　そこには――何もいなかった。

　いや。違う。

「え？　え？」

　何も――見えなかった。

「滅ぼせッ!!」

　ボティスの叫びと共に何かが走る。

　見えない――そう『視線を素通りさせる』何かが。

　それらは群れを成して――そこに何かが大量にいるのだけは、空気の動く気配でわかるのだが――メドゥーサ達に襲いかかる。予想もしていなかった場所から、それも見えない敵に襲われて大混乱するメドゥーサ勢は、その見えない何者か達に殴られ、組み敷かれ、場合によっては見えない刃で切り裂かれて、次々と数を減じていった。

「と……透明人間!?」

「いいや」

　にやりとボティスが笑う。

「プ●デターでもなければ、公安●課のゴリラ女でもない！　我が秘蔵のクリアヴァージョン・フィギュア軍団だ！」

「…………」

　ジト眼でボティスを睨み据えるマリエラ。

　だがフィギュア・オタクの大悪魔は得意げに呵か々かと笑って続けた。

「ふははははははは！　レアものだけに戦闘力も高いと知れ！」

「……そーゆーもんなの？」

「４カートン買っても一つ手にはいるかどうかなんだぞ!?」

「いやそうじゃなくて……」

「……まあ単に視線透過しやすいだけなのだがな。元々殆ど透明なんで、簡単な光学操作系の術式を加えるだけでいいし。しかしこれだけのクリアヴァージョンを揃えるのは一苦労でな。是非そちらの方に注目して貰いたいものだ」

（単にコレクション自慢したかっただけじゃ……？）

　とは想ったがさすがに口に出すのは控えるマリエラであった。相手は大悪魔だし――まあ助かったのは事実である事だし。

　まあとにもかくにも――状況は変化した。

　大量の武器弾薬の補充を受け、強力な援軍も到着し、天使兵達の士気が上がったのと対照的に――メドゥーサ側はひたすら混乱し、わずかながらもとれていた連携が一気に崩ほう壊かいした。元々付け焼き刃、特殊な状況に陥おちいればすぐに剝はがれ落ちてしまうのも当然だ。

　無論――

「これでもうしばらくはもちますね」

　とミカエルが言った通り、それでもようやく僅かに優勢になった程度の事でしかない。

「……っていうかそもそもの疑問なんだけどさ」

　相変わらず念動攻撃をあちこちに飛ばし、あるいは携帯電話でミハイルやガントに指示を飛ばしつつ、その合間からマリエラは言った。

「元々のあの明人ってのをあんたらが捻ひねっちまうってのは駄目なの？　あんたら位の神族や魔族ならラスボス叩く位、簡単でしょうが？」

「私達が〈始源的神魔創造者〉と直接戦うのは危険だ」

　と腕を組んで瓦屋根の上に座りながらボティスが言う。

「おや。大悪魔ともあろうお方が臆病風？」

　とマリエラ。

「安い挑発はよさんか。ただでさえタナロットやら氷室明人の使い魔二柱の存在が、三界のバランスを崩くずしかけている。迂闊に神族や魔族が奴の前に出向いて消されれば、世界そのものが破綻する可能性も高い」

「……そ、そういうもんなの？」

「物理法則が一つ変わるだけでも世界がいきなり破滅する可能性はありますよ？　例えば摩擦係数が変わっただけで大抵の建築物は崩壊しますし――」

　どんな建物だろうと一体成形する事は出来ない。必ず何処かにボルトなり釘なりネジなりが使われる。摩擦係数が例えばゼロに近くなってしまえば――ありとあらゆる建物、航空機、船舶、自動車、その他諸々はその瞬間に分解するだろう。

　人類文明はその瞬間に崩壊すると言っても過言ではない。

「強大な神族や魔族ほど、基本的な法則や摂せつ理りに影響しているという説もありますし」

「だからこそ我等は〈聖母〉羽瀬川拓人を暗殺しようとした訳だが……逆に暗殺に出向いたミヤビとシンクラヴィアが『抹消』の危険にさらされたのを見て、考え方を変えたのだよ。神族や魔族を直接〈聖母〉にぶつけるのはあまりに危リ険ス性クが高いと。その能力を相手が自覚しているならば尚更なおさらに」

「故に――」

　ミカエルが自分の足下の屋根瓦を――恐らくはその下にあるであろう何かを見て微笑ほほえみながら言った。

「最適な投入戦力は人間の魔法使い――そして出来れば相手の力をキャンセル出来る、同じく〈聖母〉たる者、という事になります」

　その言葉と同時に少年の涼すずやかな声が響いた。

「――魔弾ッ!!」

　びょう！　と――一発の魔力弾が母屋から斜め上空に向かって飛び出し、次の瞬間には空中で分裂。軌道を九〇度変更し、数十の魔力散弾となってメドゥーサ達に降り注いだ。

「つまり彼――ですね」

　魔力散弾に打たれて次々と倒れ伏すメドゥーサ達。

「……間に合ったみたいねぇ」

　にたりと笑うマリエラが庭に視線を降ろす。

　そこには杖状態のファルチェを片手に掲げ、そして脇にタナロットを従えた拓人が立っていた。

「坊や!!　修行は終わったのかい？」

　屋根の上から掛けられた声に驚く様子もなく――拓人はマリエラ達を振り仰いで静かに笑った。

「――はい」

「それは重ちよう畳じよう……」

　と言いかけて……ふとマリエラは言葉に詰まった。

　視界を過ぎる何か。

　そこに不吉なものを感じて、愕然とマリエラは顔を上げる。ミカエル達も同様であったらしく、ボティスと揃って同じ方向を向いていた。

　そこには……

「――おや」

　既に明け方も近く、白み始めた虚空に、一つの人影が浮かんでいた。

　あくまで人影だ。人間そのものではなくその虚像――何故ならそれは、本来の十数倍に達する大きさであったからだ。

　氷室明人……正しくはその立体映像だろう。

「どうも一部制圧が上手く行かない場所があると思ったら」

　明人は薄明の空に淡い笑みを浮かべて言った。

「そんな所に隠れていたのかい」

「…………」

　対する拓人は無言。

　マリエラ達の位置からは、明人と向かい合う彼の表情は見えない。ただ目をそらす事なく、真っ直ぐ明人の方を見つめている事だけはわかったが。

「拓人君。そろそろ諦めてこっちに来て貰えるかな？　こっちにはほら、人質もいるし」

　明人が右手を振る。

　同時に彼の脇の虚空に『窓』が連続して開き、そこに幾つもの画像が映し出された。

　何処かの劇場のような場所。そしてその円を描くように配置された無数の客席に置かれた、無数の縫いぐるみ。それらが様々な角度から映されている。

　そして一番手前で最も大きい『窓』に映っているのが――

「――スズホ！」

　思わず叫んで前に出そうになるタナロットを、しかし左手を伸ばした拓人が制した。

　画面の中に映っている鈴穂は、何かひどく憔しよう悴すいした様子でソファに腰掛けていた。とりあえず怪け我がを負っている様子はないが、その何処か虚ろな双眸は、何か精神的に消耗しているような感じを見る者に伝えている。

「もう気付いているだろうけど」

『窓』の幾つかが折り畳たたまれて消え、縫いぐるみが大きく映っている一つが拡大される。

「この縫いぐるみは封印さ。言ってみれば、これは全部、君の仲間達の変わり果てた姿。さて――ここで問題。これをこのまま破壊すればどうなると思う？」

「…………」

　拓人はそれでも無言。

　わからないといった雰ふん囲い気きではない。むしろわかっているからこそそれを口に出そうとしない、そんな印象があった。

　代わりに――マリエラが囁ささやくようにしてミカエルに尋ねる。

「どうなるの？」

「神や魔は〈始源的神魔創造者〉の能力でしか殺せません。しかし封印してその自由を奪う事は出来ます。大抵の封印は、それを解く為の『鍵』を設定しますけど――もしあの縫いぐるみが封印の『器』であると同時に『鍵』なのだとしたら」

「したら？」

「鍵の破壊は無期限封印を意味します。言ってみれば永久禁固刑ですね。鍵のない牢屋に閉じこめられるようなものです。内側からは勿論……外側からすら、封印した本人ですら、開封は恐ろしく難しくなります。まあ事実上不可能と言って良いでしょう」

「……えげつないね……」

　とマリエラ。

　未来永劫の封印。それは死と大差ない。

「勿論……わかってるよね、羽瀬川拓人君？」

　にこりと、邪気など微塵も感じさせない笑顔を浮かべる明人。

　だがその今までの行動と会話の内容を思えばそれは……途方もなく、ちぐはぐで異様な笑顔だった。

「場所は此処だよ。待ってるからね？」

　ぱちんと明人が指を鳴らすと、虚空から一枚の紙が滑り出て――風に乗り、ひらひらと拓人達の足下に落ちてきた。恐らくそこに地図なり地名なりが書かれているのだろう。

　同時に……明人の姿が虚空に揺らいで消える。

　いつの間にか、辺りは薄い朝日によって照らし出されていた。

　夜の闇が溶けてゆるやかに消えていく。

　同時に――

「マム！　敵軍が――」

「見えている」

　天使兵の報告に頷くミカエル。

　メドゥーサ達の姿は綺麗さっぱりと消え去っていた。

　東西南北……それぞれの方向を守っていた天使兵達からも、慌ただしく『敵兵消滅』の報が届けられる。青白い少女達は、既に羽瀬川邸の周りには一人もいなかった。

　自らの姿を隠蔽いんぺいする機能があるとは思えないので――それならばそっと近付いて相手を静止させれば済む――明人が何らかの方法で、回収していったのだろう。

「――長い夜だったね」

　溜め息をつきながら屋根瓦の上に寝転がるマリエラ。

「そうですね」

「とはいえ……これからがむしろ正念場ではあるな」

　ボティスが腕を組んで視線を庭に向ける。

　その真ん中で立ち尽くしている羽瀬川拓人の表情は……やはりミカエル達の位置からは見えなかった。











　第三章　決戦なんですけど。







　僅わずか一晩で動くものの絶えた大都会――東京。

　朝日が昇り、冷たい夜の闇が追い払われても、そこに人々の姿が復活する事はなかった。

　タイマーによって勝手に電気のついたオフィスや店舗では、無人が故ゆえの寒々とした空気がわだかまっている。路肩に停められた車も動く事はない。人の姿の絶えた東京は……ある意味で夜よりも遙はるかに閑散とした、そして異様な空気を醸かもし出していた。

　あって当然の物がない――それがどれだけいびつに見える事か。

　だがそれを恐れる者も、嘆なげく者も、もう此こ処こにはいない。

　偵察に出た自衛隊や米軍のヘリコプター、無人偵察機、地上部隊も全て帰還せず、この為に、東京へと調査の手を追加して伸ばす事さえ、各組織が躊躇ためらっている……それが現在の東京を取り巻く状況である。

　だが……

　よく眼を凝こらせば――あるいはよく考えてみれば、人間の姿が絶えてもそのまま動き続けている自動機械の類たぐいも多い事がわかるだろう。自動販売機。警報機。冷蔵庫。ビデオデッキ。その他諸もろ々もろ――元より人の手を煩わずらわす事なく稼働する事を前提としている装置類は、主あるじ達が消え去っても、黙々とその職務を果たしていた。

　ウェブ・サーバーもその一つだ。

　元々ウェブ・サーバーとは、インターネットを構成する通信規約プロトコルに則のつとって、末端のコンピュータに画像や文章、動画、プログラムなど、各種情報を提供するサービスのプログラムであり、それが動作しているコンピュータを指す。

　言ってみればそれは、インターネットという世界における『中継基地』であり『情報集積地』である。

　元々二四時間休みなく稼働する事を目的として作られているウェブ・サーバーは、ほぼ完全自動化されており、何かソフトウェア上で不都合が生じれば、自己修復する機能を与えられているものも多い。とにかく電源さえ供給されていれば、管理役の人間などいなくてもかなりの時間を問題なく活動し続ける――そんな機械だ。

　故に――

　…………

〈鋼鉄の栗リ鼠ス〉：さて。そろそろかな。

〈システム・メッセージ〉――〈三番目の女〉が本サーバーにログ・インしました。

〈三番目の女〉：ご無事でしたか。

〈鋼鉄の栗鼠〉：おお。そちらも。

〈三番目の女〉：元々私達はこちらが本体ですし。

〈鋼鉄の栗鼠〉：俺の場合は『幽ゆう体たい離り脱だつ』ですかね。咄とつ嗟さにメインフレームだけでもこっちへ退避させたんですよ。

〈三番目の女〉：あちこちに残ったウェブ・カメラからの情報を統合して判断するに、現時点では、問題の対神魔兵器は、首都圏や〈学園〉の亜空間から撤退てつたいしているようです。理由はわかりませんが。

〈鋼鉄の栗鼠〉：好機か罠わなか。

〈三番目の女〉：圧倒的に有利な状態で、わざわざ罠を張るとも考えにくいですが。

〈鋼鉄の栗鼠〉：狩り残しをおびき出す為のものって可能性はありますよね。

〈三番目の女〉：好機だとすればどうされます？

〈鋼鉄の栗鼠〉：予備っていうか――特殊戦用のボディが用意してあります。新機軸の装備も幾つかつけてあるんで、そいつで打って出ようかと。

〈三番目の女〉：他にも私達のような残存勢力はいるかと思われますが……

〈システム・メッセージ〉――〈ＳＧＭ教授〉が本サーバーにログ・インしました。

〈鋼鉄の栗鼠〉：え？　誰？

〈三番目の女〉：寒さ河が江み教授ですね。

〈ＳＧＭ教授〉：無事だったか、トリンシア、メタリス君。

〈鋼鉄の栗鼠〉：教授もよくご無事で……ってそうか。俺と一緒か。

〈ＳＧＭ教授〉：その通りだよ。私の場合――本体は元々別に保管されていたからね。今は麻ま雪ゆき君と一緒だ。

〈鋼鉄の栗鼠〉：おお。あの雪ん子も無事でしたか。

〈三番目の女〉：教授。我々仮か想そう神しん格かくもヴァーミリオン・タイプ八柱、エクセリオン・タイプ一二柱、ペーネミュンデ・タイプ三柱が〈フィロソフィア〉停止前に外部ネットへ逃れて稼働中です。他にもまだ合流できていない残存勢力があるかと。

〈ＳＧＭ教授〉：うむ。我々としては出来るだけ残存勢力を集め、あの氷ひ室むろ明あき人とという少年に対抗せねばなるまい。彼は何かと危険に過ぎる。〈連盟〉側の生き残りにも接触したが、あちらもやはり氷室明人に事実上、壊滅させられたらしい。

〈鋼鉄の栗鼠〉：何なんですか、奴は？

〈ＳＧＭ教授〉：細かい事は合流した後だ。それぞれ筐きよう体たいを確保して今から暗号コード２３７７で送るデータの場所と時間に集合だ。良いか？

〈三番目の女〉：御ぎよ意い。

〈鋼鉄の栗鼠〉：はい。

〈システム・メッセージ〉――〈ＳＧＭ教授〉〈三番目の女〉〈鋼鉄の栗鼠〉がログ・アウトしました。

　……………………
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「――罠だよ。間違いなく」

　マリエラはそう言った。

　羽は瀬せ川がわ邸――鈴すず穂ほの部屋。

　そこに集まった一同に、拓人は『明人の誘いに応じる』と告げたのだ。

　明人の指定してきたのは〈学園〉へと通じる常設プライマリ・シフト・ポータルの一つだった。それらは普段、非活性化しているが、特定の手順を踏んでその場に入ると、魔法装置として機能する。

　勿論、明人の本拠がそのプライマリ・シフト・ポータルの設置場所の近くにある訳ではなかろう。恐らく強制的にそのシフト・ポータルの機能へ介入、接続先を〈学園〉の亜空間ではなく、別の空間へと変更している筈だ。

　つまり実際には、何ど処こに連れて行かれるか、事前情報が全くないという事になる。

　確かに『罠を張ってますよ』と言わんばかりだ。

「でも人質がいる以上、行かない訳にはいきませんよ」

　秋あき穂ほが用意した朝食――これまた焼き鮭、焼き海苔のり、生卵に漬け物に味噌汁にご飯と典型的な和の献立だ――を食べながら拓人は言った。

　彼の右みぎ隣どなりではやっぱり毎度の如ごとく、ずどどどど、とか、どがががが、とかそんな感じの擬ぎ音おんが似合いそうな勢いでタナロットが飯を食っており、左隣では正座したファルチェが御茶だけを飲みながら微笑している。

「あんたの気持ちはわかるけども」

　そう言うマリエラはマリエラで、ガント、ミハイルと共にやっぱり朝食を食べているので微妙に緊張感がない。ちなみに三人共、何の問題もなく箸はしを使っているところといい、元々流りゆう暢ちような日本語といい、どうもこの三人、日本での生活が長いのかもしれない。

　ちなみにミカエルとボティスは此処にはいない。

　彼等は配下の天使兵達やフィギュア部隊を再編成して羽瀬川邸を警備中だ。

「誇こ張ちようでも何でもなくてさ――あんたが世界の命運握ってんだよ？」

　マリエラはくるりと手の中で箸を回して逆手に握ると、人差し指を伸ばして拓人に突き付ける。やはり箸の先で相手を指さない位の礼儀は知っているらしい。

「それは以前から何度か言われてます」

　苦笑する拓人。

　その表情には悲壮感も緊張感もない。気が抜けている訳でも自暴自棄になっている訳でもなさそうだ。かといって――変な高揚感や過ぎた自尊心に囚とらわれている様子でもない。

「一つ誤解を解いておきたいんですが」

「誤解？」

「僕は――氷室明人と戦いに行くつもりはありません」

「はあ!?」

　マリエラが顔をしかめ、ミハイルが眼を丸くし、ガントが焼き鮭の身をほぐしていた箸を止める。対して拓人がそう言い出すのを予期していたのか、あるいは事前に聞かされていたのか、タナロットとファルチェはほぼ無反応だった。

　秋穂も同様で――彼女はただ微笑しながら甥おいを見つめていた。

「何言ってんの、あんたは。勝てそうにないから降伏でもするって事？」

「いや。ああ――これは僕の言い方が悪かったですね」

　マリエラの言葉に拓人は肩を竦すくめた。

「本当にどうしようもなければ戦います。その為に元々修行した訳ですし。でも――ちょっと一歩引いて考えてみたいって思って」

「どういう事？」

「物事を勝ち負けとか、敵と味方、倒すか倒されるか、それだけの二元論で常に考えるのは問題でしょう。僕は――出来れば第三の選択を選びたい」

　言って拓人は柔らかに微笑した。

　束の間――呆あきれた様子でマリエラはそんな彼を見つめていたが……

「……なるほど」

　そんな言葉を漏もらしたのはマリエラにあらず、黙々と箸の先で鮭の切り身から小骨を取り除いているガントであった。何というか――この男、骨付き肉でも骨ごと嚙かんで砕くだきそうな印象があるが、食に関しては意外と神経質なのかもしれない。

「修行の甲か斐いはあったという事か」

「……ガントの旦だん那な？」

　ミハイルが驚いた様子で声を漏らす。

　見た目通り、このガントという男は元々あまり口数の多い方ではないようだ。ましてこうした場面で口を挟はさんでくるような性格ではないのだろう。ミハイルの驚きはそれ故だ。

　だが仲間二人の驚きを含んだ視線を浴びながら、禿はげ頭あたまの男はぼそぼそと呟つぶやくように言った。

「相手の剣先しか見ていない者は、必ず足をすくわれる」

「そりゃそうかもしれないけどね」

　マリエラは片方の眉まゆを上げて横目でガントを眺め――そして黙って微笑ほほえんでいる秋穂の方にちらりと視線を投げてから言った。

「常に三つ目があるとは限らないよ」

「勿論……その時は戦うだけです」

　拓人は頷いて言った。

「とにかく僕は一度あの氷室明人と話をしようと思います」

「……しょうがない」

　きっぱりと宣言する拓人を見て、マリエラは諦あきらめたように頷うなずいた。

「前金も貰もらった事だし、雇やとわれた以上、あんたがボスだ」

　言ってマリエラは味噌汁を啜すする。

　そういえば彼女の出してきた条件は『〈学園〉への口利き』と『食事』だった。これでなかなか、この超能力者達は義理堅いらしい。

「ありがとうございます」

　小さく苦笑してから……拓人は頭を下げた。
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　ぷつんと――起動はひどく慎つつましやかな音と共に開始された。

　次々と立ち上がっていく術式が、相互に嚙み合って新たな術式を描き出していく。その術式が更に別の術式の起動を加速して、次第に装置の稼働速度を上げていく。

　やがて巨大なその構造体は、固定用フレームから離れ、ゆらりと空中に浮かび上がる。

　同時に固定用のフレーム自ら分解し、は壁の中に引き込まれていった。

「…………」

　ぽつりぽつりと呟き声のようなものが漏れ始める。

　それはやがて何十何百何千と折り重なって遠い潮騒しおさいのような音へと変化していった。

「……ふむ」

　頭上に浮かび上がったその構造体を見上げながら、僧服の男は腕を組んだ。

　彼の隣には和服姿の少女・麻雪と――そして人形型筐体にインストールされた、トリンシアやユニアといった仮想神格達の姿もある。

「突貫工事ではあったが――問題なく起動したか」

「〈フィロソフィアⅢスリー〉現在の稼働率七パーセント」

　傍かたわらのトリンシアが言った。

「とりあえず二〇パーセントに達した段階で安定する予定です」

「皆――御苦労」

　仮想神格達を見回して僧服の男は言った。

「当初の計画とは少々異なる運用方法だが、緊急事態だ、仕方あるまい。ユニア、ツゥィーニはこのまま〈フィロソフィアⅢ〉を管理。トリンシアはプログラム〈チャンドラーⅠワン〉を起動。もし何か異常があれば報告を。他の者は残存勢力の捜索と受け入れを続行してくれ」

「御意」

　人形少女達が揃そろって頷く。

　そこへ――

「寒河江教授」

　壁の一部が開いて――逆光の中に、何やら鎧よろい武む者しやのようにいびつな人影が浮かび上がる。

　黒く塗り潰つぶされたその姿の中で、某特撮番組のように、眼にあたる部分だけが意味ありげに光を放った。

「メタリス君。準備は済んだかね？」

　僧服の男――寒河江教授と呼ばれたその男は言った。

「万端です。しかし――こんなシステム、いつの間に？」

「この一年余りにな。元々は〈チャンドラー計画〉用として――別の目的のものとして用意されたものだ。起動は私の独断だが、まあ仕方あるまい」

「〈チャンドラー計画〉？」

「まあそれについてはまたいずれ」

　寒河江教授は言った。

「とにかく……今の我々は雌し伏ふくして機を窺うかがうのだ。恐らく〈聖せい母ぼ〉同士の戦いとなると、介入する機を逃せば大変な事になる。そして一旦介入すれば敗北は許されない」

「…………」

　一同はただ無言。寒河江教授の言葉が誇張でも何でもないという事を――むしろ抑えた表現であると誰もが知っているからだ。

「なに、仕掛けは上々――釣りと同じだ。我々は魚が掛かるまで待っていればいい。我慢して最良の機を窺うのが今の我々の戦いだよ」

「掛かってくれますかね？」

　とメタリス。

「相手は――〈連盟〉を手玉にとったような奴なんでしょ？」

「その通りだが」

　ふと寒河江教授が笑みを浮かべる。

　猛獣の如き一対の牙きばがその唇くちびるからこぼれた。

　普段の美少年型傀パ儡ペ人ツ形トの方の彼を知っている者ならば、これが同一人物――というより本体なのだと信じられないと言うかもしれない。風紀ゴーレム達を束たばね、学園の治安維持に心を砕く冷静で生真面目な碩学せきがくのイメージと異なり、こちらの寒河江教授は、何処か……優美さと共に狂気じみた獰どう猛もうさが漂ただよっているからである。

「氷室明人のやり方はわかった。ああいう者はね――潜み、不意をつく事には長けていても、逆は駄目なものだよ」

　言って寒河江教授は指を鳴らす。

「さあ諸君――逆襲の準備だ。反撃の鐘かねの音が鳴り響ひびくその時まで、深く、静かに、我等は潜行する。水面下に持て得る限りの力を集めて！」
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　アレフとタウ。

　迎えに出てきた二人の使い魔は、手を繋つなぎ――何処かの海外ドラマか、アニメに出てくる双子の登場人物のように、並んで道の真ん中に立っていた。

「うふふふふふ」

「ふふふふふふ」

　意味深な笑い声や、コスプレじみた独特の衣装もその原因の一つではあろうが……少女達の姿は、住宅街の風景から奇妙に浮いていた。

　姿形が殊こと更さらに奇怪なのではない。行動が異常なのだとも言い切れない。

　なのに……そうやって彼女等の姿が朝の住宅街に馴染まないのは、やはり誰もが見慣れた日常の世界に対して、彼女等が本質的に異物であるからなのだろう。

「よく来たわね」

「ほめてあげる」

〈ハマー〉から降り立った拓人達――拓人とタナロット、そして超能力者のマリエラとガントに対して、明人の使い魔達はそう言った。

　ちなみにファルチェは杖の状態で拓人の手に握られており、ミハイルは運転席に座ったままだ。何らかの状況変化があれば、即応できるようにとの配慮からである。

「…………」

　拓人達は無言。他の者達も無言。

　今更この使い魔達と交わす言葉などあるまい。

「アレフ。こいつら無愛想ね」

「タウ。きっと怯おびえてるのよ」

　くすくすと笑いながら使い魔達がそれぞれ繋いでいない方の手を掲かかげる。

「では――」

「ご案内～」

　その瞬間――世界の色彩が一瞬にして死んだ。

　まるで白黒モノクロ写真を見ているかのように、濃淡だけで全てが表現される住宅街の風景。これは周囲の空間が本来の世界から切り離され、プライマリ・ポータルに接続された事の証だ。

　次に――ぴしりと音を立てて、色彩のない風景に亀き裂れつが走る。

　硝子ガラスに描かれた絵が崩ほう壊かいするかのように、住宅街の風景が丸ごと砕け散る。ばらばらと壁から剝はく離りするかのように落下して、地面に届く前に消えてゆく日常の断片。やがてそれらが消え去った向こうに、新しい風景が描き出されてきた。

　それは――

「…………ここは」

　大地と大空の境目が、真まっ直すぐ視界一杯に広がる世界。

　ぽつりぽつりと木が生えていたり、草が生えていたりはするが、総じて密度は高くなく……いずれの緑にも何処か雑草じみた雰ふん囲い気きがある。元々がそう豊かな土地という訳ではないのだろう。印象として近いのは西部劇の荒野だった。

　そして――

「オーストラリア……？」

　何処までも何処までも平たく平坦なその風景の真ん中に、異様な重量感を伴ともなって存在する巨大な――巨大過ぎる赤銅色の塊かたまり。

　まるで遠近感が狂うかのように、大き過ぎて現実味がない。

　遠目に見れば、まるで何かの舞台のように平べったいその形状に、拓人は見覚えがあった。

　ちょっと前の某小説と、その映画化で有名になった、オーストラリアの観光名所。

　ウルル――俗に〈エアーズ・ロック〉と呼ばれる世界で二番目に大きな単一の岩石だ。

　赤みを帯びたその姿は、岩というより砂の塊のようにも見えるが、これはエアーズ・ロックを構成する砂岩が鉄分を含んでいる為だ。

「お察しの通り」

　声は背後から聞こえた。

「みゃっ!?」

「――ッ!?」

　愕がく然ぜんと振り返るタナロットとマリエラ。

　拓人は彼女等からわずかに遅れて、その声の人物を――氷室明人を振り返った。

「『大地のへそ』『世界の中心』――アボリジニ達の聖地であり、ユネスコ世界遺産の一つ、オーストラリアはウルル‐カタ・ジュダ国立公園の目玉、通称〈エアーズ・ロック〉」

「いきなり観光地に連れてこられるとは思わなかったよ」

　と――苦笑含みで返す拓人。

「……ふむ？」

　落ち着いた彼の様子をどう思ったのか……わずかに首を傾かしげてから明人は言った。

「勿論、人払いはしてあるさ。大事な儀式の舞台だからね」

「……儀式？」

「そう。儀式さ。僕の最終目的を果たす為の」

　すたすたと拓人達の脇を通り過ぎて歩きながら明人は言う。

　咄嗟にタナロットやマリエラが身構え、ガントも腰に下げた刀の柄に手を触れたが……明人はまるで気にした様子もなく、そのまま〈エアーズ・ロック〉に向けて歩いていく。

「そもそも石には――岩には『力』がある」

　歩きながら明人は言った。

「環状列石に代表される巨石信仰。宝石や貴石をオカルティックな象徴として用いる価値観。そうしたものは、まるで故ない事ではない――と。この程度は君も知っているかな」

「……勿論」

　明人の数メートル後ろについて歩き出しながら拓人は頷いた。

「これでも魔法使いの卵だよ」

「失礼。まあついでだ――同行者達への解説も兼ねようか」

　肩を竦めて明人が言う。

　マリエラ、ガント、そしてタナロットも二人を追って歩き出し、ミハイルは低速で〈ハマー〉を動かして一同の最後からついていく。

　だが……

「――姐あねさん」

「わかってる」

〈ハマー〉を隣に並べて囁ささやくような声で言って来るミハイルにマリエラが頷いた。

「〈縮しゆく地ち〉ってやつかね」

「みゃっ!?　なんか――動いているのである！」

　とタナロットが言うのも道理。

　近付いてくるのだ。〈エアーズ・ロック〉が。

　いや。正確に言えば、違う。

　本来――そちらに向かって歩いているのだから〈エアーズ・ロック〉の姿が近付いてくるのは当たり前だ。だがその速度が異常に速いのである。明人も拓人も、彼等を追って歩く者達も、普通の歩調で歩いている筈なのに……まるでカメラをズームするかのようにあり得ない速度で風景が動いている。

　恐らく明人が、何か移動用魔法の類を使っているのだろう。

「大理石や水晶といった鉱物に圧電効果――圧力を加えると電荷が生じるのは一般的な科学でもよく知られているけれども。基本的に石は――鉱物は魔力の媒介となり魔力を蓄え、魔力を増幅する機能を持っている。勿論、路ろ傍ぼうの石ならその効果は薄い。けれどそれが一つの巨大岩になれば――まして」

　明人は今や視界を覆おおう程の距離にそびえる〈エアーズ・ロック〉を見上げながら言った。

「それがアボリジニ達の聖地として永年崇め奉たてまつられてきた場所ならば」

「…………」

「そして愛を叫ばれちゃったりする場所ならば」

「それは違うんじゃないかな。っていうかもうネタとして旧ふるいし」

「冗談だよ」

　真顔で突っ込む拓人に真顔で応じる明人。

　タナロットとマリエラが顔を見合わせる。

　明人はともかく――この土壇場における拓人の余裕は、何というか……昨日までとは別人だ。それはもう榮えい太た郎ろうのノリに近い。

「ついでに言えば――この〈エアーズ・ロック〉は地表に出ているのは一部分――五パーセント程でしかない。この下には巨大な砂岩の層があって、もう一つ、アボリジニ達に聖地として崇められている〈多くの頭カタ・ジユタ〉――オルガ山に繋がってるそうだよ」

　永年現地の者達に聖地として崇め奉られてきた巨大岩。

　確かに石や岩に魔力的な機能があるとするならば――ここまでの規模となれば、大規模な術式を行う舞台に、その道具に、相応ふさわしい代しろ物ものになる。

「そこまでして、貴方あなたは何がしたいんですか――」

　拓人は探るような口調で言った。

「――〈人間・イエス〉」

「…………」

　明人は立ち止まって拓人を振り返る。

　その顔からは――およそ表情というものが欠落していた。

「そこまでもう突き止めたのかい」

「教えて貰っただけです」

「出来ればその呼び方は止めてくれないかな。僕に――私に名はない。なぜならば私は拒絶と否定から産まれたからだ。私は名前なき『影』だ。少なくとも、今は」

　明人の涼すずやかな目元に何か激情めいた色が走る。

　それは怒りなのか。あるいは憎しみなのか。それとももっと別の何かか。

「目的。目的――ね。はは。私の望みなどささやかなものだよ」

　明人は自分の胸に手を当てながら言った。

「私は完全になりたい」

「…………」

「今からおよそ二千年前――一人の男が神になった。その際に切り捨てられた、神には必要のない人間としての不純物、それが私だ。私は骸むくろの中に打ち捨てられた。あの恐ろしい磔たつ刑けい場じよう――ゴルゴダの丘で」

「貴方は……」

「私は！」

　拓人の言葉を遮さえぎるように――黙って聞けとでも言うかのように明人は声を荒げた。

「私は……探した。探し続けた。世界を、歴史を、何処までも彷徨さまよって探した。完全になる為の方法を。私だってイエスの一部だ。それを望んでも不思議はないだろう？」

　明人はふと手を伸ばしてタナロットを指さした。

「そこの――」

「みゃ？」

「未分化魔神や、ナザレのイエス、あるいは羽瀬川鈴すず果かの例を見ればわかるように、実のところ……〈始源的神魔創造者〉などと呼ばれていても、いまだかつて人間が完全な形での神や魔を創り出した事はない」

　明人は言って指を鳴らす。

「私は計算した」

　次の瞬間――

「みゃっ!?」

　タナロットが驚きの声を上げる。

　明人の背後には……巨大な壁画が顕あらわれていた。

　緻ち密みつな緻密な、そして膨大ぼうだいな量の魔法術式の記述。

　一文字一文字はまるで点描の点であるかのように全体の中に埋没して見えないが、それらが連なり、折り重なって出来上がるその巨大な文様は――何かの抽象画のように〈エアーズ・ロック〉を覆い尽くしていた。

「これは……！」

　さすがの拓人も眼を丸くしてそれを見つめていた。

「私は――自分が生まれ直す為の術式を研究した」

　明人は片手を振って、自分の背後の巨岩とそれを覆う膨大な呪文の文字列を示した。

　一体それはどれだけの時間と手間を掛けて創られたものなのだろうか。文字の大きさそのものは掌てのひらサイズでそう小さいものではない。だが〈エアーズ・ロック〉を――それも地下部分までも含めて覆い尽くすとなると、十万や百万の単位では全く足りないだろう。

「此処は私の為のゴルゴダの丘」

　明人は歌うように言った。

「私は神になる。自らを神に再構築する。計算の結果、その為に必要なのはやはり三人の〈始源的神魔創造者〉――正しき意味での三位一体だとわかった！　そう。〈始源的神魔創造者〉三人分の能力を同時発動させ、一点に集中させる事で、今度こそ最初から完全な形で『神』を創造する！　私の『器うつわ』としての神を！」

「それで……」

　拓人はただ静かな口調で問う。

「僕と鈴穂……か」

「そうとも」

　明人は満足げに大きく頷いた。

「正直なところ、私は他人の事などどうでもいい。興味がない。私が私として成り立ってすらいないのに、他人に興味など持てる筈がないじゃないか」

　確かに他人に対して無関心というのは事実なのだろう。

　氷室明人は、基本的に自分の目的に対して、有用か無用かでのみ物事を判断している――その事は、彼の度を超した冷酷さからもよくわかる。恐らく彼には、他者の存在は風景と大差ないものなのだ。他人に感情があって自分と同じように喜怒哀楽があるのだと、理屈では知っていても実感は出来ていない……

「私は真実の私として完成したい――最早誰の影響も受ける事なく、誰もが否定も拒絶も出来ない、完全なる私、欠ける所のない存在として安定したい。神になるのはその結果に過ぎない。君達は私を悪と決めつけているようだけれども――それは悪い事か？」

「……気持ちは、わかるよ」

　拓人は呟くように言った。

　他者の都合で自分自身の存在を否定された。

　自分一人では存在理由を全うできない。

　今の自分に――納得できない。

　その経験は拓人にもある。痛い位に――己の欠落と不完全さに苦しみ悶もだえる気持ちは、よくわかる。自分自身を肯こう定てい出来ない。このままでいいなんて思っていない。自分を愛せない。自分を許せない。だからじわじわと自分自身が自分自身を苛さいなむ。

　しかし……

「君は――」

　拓人は無表情に問う。

「神になって――それからどうするの？」

「どうも？」

　明人は笑いながら言った。

「神になった途端に世界征服でも始めると思ったかい？　あるいはどこかの暴君や独裁者のように、かつての敵対者を皆殺しにするとでも？　くだらない。本当にくだらない。私は完全になれればそれでいい。他者など関係がない。自分だけの存在によって完結できる、それこそが完全なる者だ。恩讐だの因縁などというものは所詮、他者との関係性を必要とする、不完全な人間の概念に過ぎないよ」

「…………」

　拓人はしばらく何事か考える表情を浮かべていたが……

「わかった」

　そう言って彼は頷いた。
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　轟ごう々ごうと音を立てながら鋼鉄の軌条レールの上を一台の列車が走っていた。

　もし鉄ちゃん――いわゆる鉄道マニアならば、奇妙に特徴的なその外観を目撃して、まず大いに興奮するか首を傾げた事だろう。それは恐らく鉄道マニアが直接間接を問わず、今まで見た事もない型であろうからだ。

　そして次に……それ以前の事実に行き当たって立ちすくむだろう。

　その列車が走る其そ処こに――そもそも線路などなかったという事に。

『我が前に道は無く我が後に道は出来る』――そんな言葉を実践するかのように、なんと、その列車は軌条を引きながら走っていたのだ。

　一体どういう仕掛けになっているのかは、傍はた目めからは全く不明だ。

　だが、物凄い勢いで走るその列車の車輪の下には、常に線路がある。まるで轍わだちがそのまま線路になるかのように、線路が湧わき出て、その列車の走った後に残っていくのだ。

　そうやって何処までも延々と広がる大地の上をその列車は走っていた。

　長々とその疾しつ走そうの痕こん跡せきたる線路を刻みながら。

　でもって――

「はーはっはっはっはっは！」

　叩き付ける風圧なんぞものともせずに、その流線型の列車の先頭、操縦室のある上の辺りに腕を組んで乗っているのは……エマ太郎であった。

「ええやん♪　ええやん♪　すげえやん♪　ええやん♪　ええやん♪　すげえやん♪」

「……少しは自じ重ちようという言葉を覚えられても良いのではないかと」

　と――その後ろで正座しながら言うのはエマネウスである。

　どちらも縫ぬいぐるみの癖くせに、まるで吹っ飛ぶ様子もなく、まるで超強力磁石か、瞬間接着剤でくっつけられているかのように、ぴったりとその列車の上に乗っかっている。

「一応配慮して大阪弁に換えてあるぞ」

「……そういう事ではなく」

「しょうがない。代わりに『機神●団』のサントラかけるか？　それともレトロにさ●きいさおの『銀河鉄道９●９』とか――」

「そういう事でもなく」

「『シベリア超●急』のテーマという手も」

「そういう事でもなく」

　などと――毎度といえば毎度通りのやり取りをしている二人のすぐ脇で、かぱりと鋼鉄のハッチが開いた。

　そこから顔を出したのは、麻雪である。

「榮太郎さん――じゃなくてエマ太郎さん」

「おう。麻雪ちゃん。どうした？」

「『術式展開の進行状況はどうか』って寒河江教授が」

「むぁーかせて――げぼっ」

　中指をおっ立てる下品なポーズをしてエマネウスにぶん殴なぐられるエマ太郎。

　だが本物同様にすぐにゅいっと復活して彼は言った。

「現在、消化率四七パーセント。モノがでかいから、なかなかだが――まあもうちょい慣れたら印刷速度を上げるさ」

「……疑問なんですけど」

　麻雪が首を傾げて言う。

　彼女の眼は長々と伸びる鋼鉄の蛇を――自分達が乗る列車を映していた。

「なんでこんな形に？」

「はっはっは。趣味に決まってるじゃないか！」

　と親指を立てて即答するエマ太郎。

「はあ……」

「まあ確かに大型積層魔法陣を印刷するだけなら別に、列車の形でなくても良かったんだけどねえ」

　言ってエマ太郎は後方を振り返る。

　轟々と音を立てて走るその列車の後方……そこに雄大な弧を描いて延々と伸びている線路。もしその線路の表面を詳しく――それこそ虫眼鏡で拡大して見るような者がいたら、気付いたかもしれない。その線路の枕木と軌条の表面に、びっしりと、何やら細かな文字列が刻印されているであろう事に。

　それは術式だ。

　それも超大規模魔法の。

　つまり……エマ太郎達が乗っているこの列車は、一種の印刷機なのだ。正確には予あらかじめ設計されている超大規模術式用魔法陣を、走る事で固定化し、設置する一種の印刷用ヘッド――それがこの列車なのである。

「まあ他にも幾つかの用途で使うからな」

「はあ……」

「ところで、他の連中はどれくらい合流できたかな？」

「今のところは精霊、仮想神格、人間、全て合わせて五〇名位かと」

「ふむ……まあよく皆、生き残ってたもんだ」

　エマ太郎は腕を組んで頷いた。

　彼は遙か遠くの大地を――ぽつんと地平線の彼方に見える岩の塊を眺ながめながら言った。

「さて――じゃあそろそろ反撃の狼煙のろしを上げるとしようかね？」

　彼の台詞せりふに応じるかのように――列車は電子的な汽笛音を高々と響かせた。
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　超巨大な岩塊を隈くまなく覆う大量の呪文列。

　互いに絡み合い、超巨大な魔法陣を描き出すその術式群は――〈エアーズ・ロック〉山頂に設けられた広場の真ん中に、その制御中枢を集められていた。

　広場には五つの人影があった。

　拓人。タナロット。そして明人とアレフとタウである。

　この五人だけは空間転移の魔法で明人が運んできたのだ。マリエラ達超能力者三人組は麓ふもとに残された。事が此処に至ってはついてきても無意味だと拓人が言ったからである。

「……これが…………」

　元々から存在するという八角形の標識――頂上を示すものであるらしい――の周りには、殊更に細かな呪文列がうねっている。半人前の魔法使いの拓人にその術式の意味全てを理解する事は出来なかったが――やはり膨大な労力と知識を背に、この呪文文字列が刻まれたのだという事は理解できた。

　そして……

　その緻密で巨大な魔法陣中枢部の中に……三カ所だけぽかりと空白が存在していた。

　直径二メートル余りの真円。

　他の部分は空白を憎むかのようにびっしりと文字列が描かれているのに対し、その部分だけが本当に岩の赤い地肌を剝むき出だしにしている。

　そしてその三つの空白の一つに――

「――スズホ！」

　先まずタナロットが叫んで駆け出す。

　彼女が向かう先――そこには鈴穂がひどく憔しよう悴すいした様子で座り込んでいた。

　俯うつむいているので、意識があるのかどうかは拓人達の位置からではわからない。

　だが――

「タナロット！」

　叫んで走り出そうとする拓人だが、しかし遅かった。

　ばし！　と鋭い音がしたかと思うと、タナロットの小柄な身体は、それまでの動きとは正反対の方向に吹っ飛ばされていたのだ。

「みゃっ!?」

　さして痛みを感じた訳ではないようで、すぐに身を起こしながらタナロットは眼を丸くする。彼女はよくわかっていないようだったが、何が起こったのか拓人には理解できていた。

　防御用の結界だ。

　精密で大規模な術式を起動する場合――当然ながらその魔力供給と制御を司つかさどる魔法使いに何かあっては、魔法が失敗し、変な形で被害が発生する可能性がある。

　これを防ぐ為に、大規模術式では魔法行使中、魔法使いを外部と隔離し、安全を確保する為の仕掛けとして、結界を組み込むのが基本だ。言ってしまえば繊細な作業をしている最中に、後ろからぶん殴られたり、羽虫が飛んできていらいらしたり、そんな事で術が失敗しないようにするための安全策である。

「みゅう。誰もが持っている心の壁なのである」




「いやそれ違うし」

　ととりあえず突っ込んでから拓人は視線を残り二つの空白に向けた。

　これはつまり――

「僕と、貴方の座ですか」

「その通り」

　明人は頷いた。

「見ての通り……既にこの術式は羽瀬川鈴穂を組み込んで予備起動している。私と、君とが組み込まれれば、完全に起動して自動的に術式が稼働を始める訳だ」

「…………」

　拓人は眼を細め、視線で術式の文字列を追う。

　彼に辛かろうじて理解出来る限りでは、拓人や鈴穂に対して攻撃性のある記述は見つからない。もっとも術式全体を把握出来ない以上は、気休め程度の警戒に過ぎないが。

「さあ。頼むよ」

「…………」

「どうした？　今更、躊躇っているのかい？」

　明人は首を傾げて笑う。

「繰り返し言っておくけれど」

　明人の傍らに蜃しん気き楼ろうの如く立体映像が一つ浮かび上がる。

　そこには……大量の縫いぐるみが映っていた。

「僕は自分の事にしか興味がない」

「それは聞きました」

「だから――他者をどう扱う事にも抵抗がない。全くね」

　明人が指先で輪を作り、これを狭める。

　すると映像の中で縫いぐるみの一つが空中に浮かび上がり、きゅっ――とその首の部分が見えない紐ひもで縊くくられているかのようにしぼんだ。

「…………」

　ぴくりと拓人の頰ほおが動く。

「僕が完全になるのを手伝うか。それとも僕の提案を蹴って代わりに〈学園〉の仲間全てを失い、ついでに東京都民の命も失うか？　君はどちらを選ぶべきだろうね？」

「…………世界は……どうなるんです？」

「ああ。私が神化する事で、摂理や法則が破は綻たんする可能性を気にしているのかい？」

　明人は首を傾げて言った。

「『消去』ならばともかく『追加』でそう簡単に世界が破綻するとは思えないけどね。気になるのならば君が神でも魔でも一柱消しておいたらどうだい？」

「…………」

　拓人の眉み間けんに縦皺たてじわが刻まれる。

　どうやら本当に自分以外は――世界ですらも明人は気にしていないようだった。

「僕が人質に手を出さないと思うのなら、それは間違いだと証明して見せようか？」

「いや……その必要はないよ」

　拓人は首を振る。

　彼は彼が組み込まれるべき『座』に向けて歩いていき――そこに立った。

「タクト！」

「心配ないよ――タナロット」

　不安げに声を掛けてくるタナロットに優やさしく微笑んで見せる拓人。

　彼等のやり取りを見て満足げに頷くと、明人も自分の『座』の真ん中に立ち――そして両手を広げながら宣言した。

「これより術式を起動する」

　次の瞬間――

　――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお。

　オーストラリアの大気が鳴動めいどうした。

「みゃっ!?　みゃあっ!?」

　慌あわてて辺りを見回すタナロット。

　次の瞬間、彼女は自分の足下から光が漏れてきているのに気付いて視線を下に向けた。

　無数の文字列が光っている。

　魔力を注ぎ込まれて励れい起き状態となった魔法の術式が、相互に結合して一つの機能を描き出そうとしているのだ。

　そして――
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「一体どうなってる!?」

　同時刻。幾つもの場所で。幾つもの組織が。

　世界中で――大混乱に陥おちいっていた。

「東京に続いてキャンベラもだと？　一体何が起こってる!?」

「現在シドニーに問い合わせを」

「オーストラリア軍の司令部は――」

　…………

「ウルルーカタ・ジュダ国立公園内で発光現象が確認されて――」

「観光客を含め大量の行方不明者が」

　…………

「衛星軌道上からの撮影も奇妙な雲によって遮られています」

「補正を試みろ」

「駄目です。赤外線も電波も通りません」

「一体何が――」

　…………

「天文台から連絡です。星が――天体の運行が明らかに狂って――」

「なんだそれは？　訳がわから――」

「あり得ない動きを、星が――」

　…………

　…………

「――始まったね」

　呟きながら〈エアーズ・ロック〉を見上げるマリエラ。

「ミハイル。羽瀬川秋穂に連絡――まだ通じる？　現状報告しておいて」

「――既すでに」

　衛星回線を使う大型の車載電話の受話器を耳に当てながら、ミハイルが頷いた。

　彼の横では小型のビデオカメラも作動中のランプを瞬またたかせている。

　直接の戦いに出向く事はなくても、ミカエルやボティスにも外野で何か出来る事があるかもしれない。だからこそ報告役としてマリエラ達は此処に残り、状況を一歩離れた所から眺めているのである。

　だが……

「……来るぞ」

　ぼそりとガントが呟く。

　眉をひそめたマリエラが、彼を振り返りながら問うた。

「来る？　何が？」

「――何かだ」

　言って禿頭の剣士はすらりと刀を抜き放ち、構える。

「空間の様子がおかしい」

「……空間……？」

　怪け訝げんの表情でマリエラがそう呟いた瞬間。

　いきなり彼女等の周囲は暗黒に閉ざされていた。

　どこからともなく高々と響いてきた――汽笛の音と共に。
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　轟々と音を立てて術式が――吠ほえる。

〈エアーズ・ロック〉を定メ着デ媒イ体アとして記述された大量の魔法術式が、順次起動し、結合し、新しい意味を組み立てる。連鎖的に発動する魔法効果が更に術式を書き換え、集めた魔力を制御する。

　轟々と唸うなりを上げるその儀式の中心で――

「これは――」

　拓人は顔をしかめていた。

　彼の意識は既に術式の一部に組み込まれている。

　だから彼にはわかる――これがどういう術式であるのか。自分と鈴穂の力がどのように使われるのかという事を。その結果として何が起こるのかという事を。

「……騙だましたな」

　拓人は『座』の周囲で筒状に回転する幾つもの呪文列越しに、明人を睨にらみ据すえた。

　明人は薄笑いを浮かべながら、何処か芝居がかった仕草で首を傾げる――『それがどうかしたかい？』とでも言うかのように。

「これは無限召しよう喚かんと無限還元の術式だ……！」

「その通り」

　轟音に遮られて声は聞こえない。だが明人が何を言っているかは理解できた。

　今の明人と拓人は術式を介して繋がっているからだろうか――お互いにその気があれば、音に頼らずとも意思疎通は出来るようだった。

「私は神になりたい」

　明人は何処か恍こう惚こつとした口調で言った。

「誰にも否定されず。誰にも拒否されず。如い何かなる者にも自らの意志を邪魔されず。絶対的に安定し完結した存在に。そしてそれは同等の存在を全て駆除した先に成り立つものだよね？」

「……そういう事か」

　もし神になったとしても――同じ力を持つ神がいれば、自分の絶対的自由は保証されない。

　絶対者の座はただ一つでなければ意味がないのだ。

　それに……

「世界の礎いしずえとして固定されるのも真っ平だ」

「…………」

「神族？　魔族？　ははははは。大笑いだ。言葉遊びだよ」

　明人の眼に嘲ちよう笑しようじみた光が過よぎった。

「神や悪魔ですら、実の所、完全な存在ではないのだから」

「…………」

「大層な名前を付けられているが、彼等とて万能無限ではない。それぞれの存在として縛られている――世界の構成要素の一つとしてね。ただ彼等は力が大きくて、不老不死で、人間から見れば万能や無限と大差ないように見える、それだけの存在だ」

　確かに十の力しか持てない者から見れば、億の力を持つ者は無限の力を持っているように見えるかもしれない。スケールが大きすぎて、その力の大きさを測る事さえ出来ないのだ。

「つまり貴方が目指すのは――」

「本当の意味での神――全知全能」

　万能無限、全知全能とはどういう事か。

　それは――『世界』そのものになるという事と同義ではないか？

　今の世界は無数の神族や魔族の存在に支えられている。

　彼等の存在そのものが、世界の在り方を規定する記述であるという。

　そしてこの――言ってみれば多神教的な世界において全知全能万能無限を追求したとすれば、それは必然的にただ一柱の絶対者以外を認めない、一神教的な世界観に、世界の在り方そのものを書き換えねばならない。

　つまり。

　最初から明人は――彼の中の存在は、この世界を支える神や魔を全て分解し、一つの存在に組み直した上で、それを依代とし、自分が乗っ取るつもりだったという事だ。

　一神教的世界観においては、神は世界の同義語。

　故に――

「私以外の神は要らない。何故ならば私の意志を阻害する恐れがあるからだ」

「…………」

「私以外の魔も要らない。何故ならば私の意志に反抗する恐れがあるからだ」

「…………」

「私の上に世界は要らない。私を縛る恐れがあるからだ。世界は私の下位にあるべきだ」

「貴方は――」

「言った筈だ。私は私以外に興味がない」

　明人は口の端をつり上げて笑った。

「私の目的の為に私以外の全てを犠牲にする事に、何ら躊躇いがない。何者にも棄すてられず、何者にも拒こばまれず、何者にも嘲あざけられず、何者にも逆らわれず、何者にも罵ののしられず――そういう神に私はなりたい。ならねばならない。その為にはただ私だけの世界を造り上げねばならない！」

「……貴方は狂ってる」

　拓人は――溜め息をつくように言った。

「そうかな？」

「誰もいない世界で、神になってどうしようっていうんですか？」

　明人の考え方を突き詰めれば、それは他者の完全否定だ。

　自分を守るためだけに、徹底して他者の要素と概念を排除して造り上げられる世界。

　仕える者なき王。崇める者なき神。

「素晴らしいじゃないか」

　明人は笑った。

　心の底からそれは愉たのしそうに。

　他者の意志や思惑が一切介在しない世界。

　そこでなら確かに万能にも無限にもなれるだろう。

「それでこそ私は満たされる」

　それは――その通りなのだろう。

　誰もいなければ否定される事はない。

　誰もいなければ侮ぶ蔑べつされる事もない。

　誰もいなければ――

「……わかるよ」

　拓人は頷いた。

「でもだからこそ、それが君の限界だ」

「ふむ……？」

「君の基本は全て否定だ。まず否定する事でしか物事を認識できない。拒絶してからしか確認できない。最初に自分が棄てられたから、何かを切り棄てる事でしか物事を解決できない――」

「……何とでも言うがいい」

　明人は肩を竦めた。

「じきに世界の神や魔の無限召喚と還元による分解が始まる」

　轟々と音を立てて稼働する術式は、もう拓人には停められない。

　既に彼はこの術式の部品として組み込まれていて――抜ける事を許されないようになっていた。無理に抜けようとすれば、恐らく、鈴穂にも影響が出る。内側からこの術式に干渉する事は不可能だった。

　明人の顔に勝ち誇るかのような笑みが浮かび――

「私は――………………」

　――そして明人の言葉は奇妙な部分で途切れた。

「なんだこれは……？　羽瀬川拓人、お前は何をした？」

　次に彼の表情を過ぎるのは不審の色だ。

「……何も」

　対する拓人は静かに首を振る。

「では羽瀬川鈴穂か？」

　だが明人が振り返った先では、鈴穂はやはり項うな垂だれたままで身じろぎすらしていない。

　そもそも鈴穂に魔法の知識は殆ほとんどない。何かしようにも、術式にまともな干渉が出来るとも思えない。

「なんだこれは!?」

　異音が混じる。

　単なる重低音の中に、鼓こ膜まくへ何か鋭いものを差し込むかのような甲かん高だかい音が混じるのだ。

　それは次第に大きくなり、重低音を圧して、更に――

「――!!」

　術式の文字列が明滅し――そして。

「何をした!?　これは何を――」

　ばらばらと文字列がほどけていく。

　先程までと異なる振動が拓人達の足下を広がっていく。

　びしりと音がして明人の座に亀裂が入った。

「これは!?」

　崩くずれる。

　ずるずると〈エアーズ・ロック〉そのものが形を変え、崩壊していく。媒体のそれに巻き込まれて術式自体が齟そ齬ごをきたし、連携が崩れ、相互干渉して破綻していく……

　文字列が光となってあちこちに飛散する。

　まるで何万――いや何億、何兆という蛍ほたるが一斉に舞うかの様に、呪文列を構成していた文字そのものが、発光して狂ったかのように飛び回る。

「何をした――羽瀬川拓人ッ!?」

「本当に僕は何も」

　その中で拓人はひどく落ち着いて言った。

「でも何が起こっているかはわかる」

「……なんだと」

「貴方にはわからないだろうね――たった一人の世界を理想と呼ぶ貴方には」

　淡々とした拓人がそう告げた瞬間。

　世界の色彩が反転した。

　まるでプライマリ・ポータルにこの〈エアーズ・ロック〉そのものが接続されたかの様に……赤茶けた地面が灰色のそれに代わり、地の緑を、空の蒼あおを、岩の朱を、全て単純二色モノトーンの濃淡に落とし込んでいく。

　そして……

「――いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいやっほうッ!!」

　その叫びは――何の脈みやく絡らくもなく虚空をぶち破って出現した、流星から発せられていた。

　虚空に軌条を引いて飛ぶ列車から。

「――！」

　それは螺ら旋せん状に術式の文字列を描きながら拓人と鈴穂を庇かばうようにして『儀式』の現場に滑すべり込んできた。

　轟――と空気を抉えぐり抜ぬき、乱れ飛ぶ呪文の文字を跳ね飛ばしながら、流線型の車体が拓人の前に停まる。

「間に合ったか？」

　列車の鼻先に座ったエマ太郎が笑いながら言った。

「ええ。きわどいところでしたけど」

「ってなんだよ。あんまびっくりしてないな」

「信じてましたよ？」

　笑いながら拓人は言った。

「皆が何処かで必ず反撃の機会を窺ってるだろうって」

「へえ？」

　エマ太郎がにたにたと笑いながら言った。

「悲観的な拓人にしちゃ、えらい楽天的だな？」

「――貴様」

　明人の声が割って入る。

　だん！　と音を立てて『座』を離れた明人が列車の上に立っていた。

「一体――何をした!?」

「ああ。簡単な事だよ？」

　エマ太郎は肩を竦めた。

「元の世界から切り離したのさ」

「切り離す……だと!?」

　信じられないといった様子で明人が叫ぶ。

「亜空間ごときで――」

「元々……〈始源的神魔創造者〉である拓人の存在が確認された時から、〈学園〉上層部で一つの計画が提唱されていた。〈チャンドラー計画〉と――そしてその前段階としての〈アバロン計画〉がね」

　エマ太郎は言った。

「…………それは」

「世界創造」

　人差し指を立ててエマ太郎は言った。

「もっとぶっちゃけて言えば〈始源的神魔創造者〉の力を最大限に使って、『もう一つ世界を創る』――さ」

「……！」

　愕然とした表情で凍り付く明人。

　それは彼が成そうとしていた事とある意味で同じだ。

　しかし――

「勿論、迂う闊かつにそんな事をしたら元々の世界のバランスが崩れて無茶苦茶になってしまう。それは〈学園〉も望むところではない。だから――まあ言ってしまえば、可能な限りに元の世界の因果から切り離された領りよう域いきを設定する研究が始まった。亜空間ではなく、全く別の領域。神や魔の影響が及ばない世界」

　エマ太郎は人差し指を立てて得意げに言った。

「とりあえず俺はこの領域をマ●ー空間と――」

　げし。

　背後にいたエマネウスがデスキンでエマ太郎の後頭部を殴った。

「……真面目に」

「へい」

　呻くように言ってからエマ太郎は続けた。

「異次元とか多重世界とか……元々、我々の世界の外側ってのがあるのは、理論としては確認されてた」

　エマ太郎は明後日の方向を指さしながら言った。

「それが実際に確認されたのは例の『巨大妹事件』の時だけどな。その時のデータを基もとに研究した結果、我々の世界の外側を――いわゆる『未使用領域』を確認する事が出来た」

「そんな事が――」

「出来るんだよ」

　にたりと笑いながらエマ太郎は言った。

「自分の身の回りにしか眼を向けてないような誰かさんには、想像すら出来なかったかもしれないけどな？」

「…………」

「ま――要するに既存の世界をＯＳオーエスとするとさ、既存ＯＳの上に『上書き保存』ではなくて『新しいハードディスクを買い足してフォーマット』って感じかな？　何にせよ此処は既に新しいハードディスクの方さ。お前が術式を起動する直前、この列車で組み上げた術式と、その中枢として稼働させた〈フィロソフィアⅢ〉の中に、〈エアーズ・ロック〉ごと取り込んだ。その上で〈始源的神魔創造者〉の力の流れをこちらに引っこ抜いたんだよ？」

「そんな――事が……」

「まあ、システムだけは作られていたけれど、まだ実験もしていなかった訳で。結構――上手く行くかどうか不安だったんだがねえ」

「…………貴様……」

「さて――氷室明人、の中の人」

　好き放題語ってから――トドメとばかりにエマ太郎は腰に手を当てて言った。

「年貢の納め時だよな？」

　同時に――ごんごんごんごんと巨大な装置が稼働する音が響く。

「――！」

　足下の異様な動きを感じて明人が後方へと跳躍した。

　次の瞬間、列車の二両目、三両目、四両目に幾つもの分割線が走り、そこからばしゃばしゃと音を立てて鋼鉄の外装パネルが折り畳たたまれていく。

　折り畳まれていた巨大なクレーンが伸びる。

　それはきりきりと音を立てながら鎖を引き上げ――

「コンターック――」

　がちんがちんと鋼鉄同士の嚙み合う音と共に結合された二両目、三両目、四両目の貨物がクレーンに引き上げられて直立する。

　それは――

「立て――メガネウス!!」

　巨大な鋼鉄のメイドさんだった。

　合体式巨大ロボ〈メガネウス〉は、ごんごんと音を立てながら両足を崩れつつある〈エアーズ・ロック〉に食い込ませ、傲ごう然ぜんと明人を睥へい睨げいした。

　その姿を背景に背負ってにたりと笑うエマ太郎。

「くらえ――ドイツ人もびっくりのスーパーメカを！」

　メガネウスは両手でスカート部分をつまんで一礼する。

　スカート部の装甲が開き、その下に収納されていた魔法ミサイルとか魔法ビーム・キャノンとか魔法バスター砲とか魔法メーザーとかが隙間からのぞく。

　一斉にその照準は明人に合わされた。












「くっ――」

　走る明人。

　彼が一瞬前まで立っていたその場は、大量の破壊力が集中し、一瞬にして直径一〇メートル余りのクレーターと化していた。はっきり言って容よう赦しやなんぞ欠片かけらもない攻撃である。

　明人は咄嗟に防御魔法を展開。

　破壊力の余波をやり過ごしながら、彼は鈴穂のところに駆け寄ると――今だ虚うつろな状態の彼女を抱き上げ、叫んだ。

「アレフ！　タウ！　こいつらを――排除しろ！」

　頷いて二柱の使い魔達が動き出す。

　彼女等は懐ふところに手を入れると何やらトランプカードの束らしきものを取り出した。

「解凍！」

　叫びと共にばらまかれるカード。

　それらは圧縮して折り畳まれていた部分を空中で自ら展開、一メートル四方ほどの大きさになる。そして次の瞬間、そこから――その特殊な魔法陣が描かれた平面から、絵が額から抜け出すかのようにずるりと出現する、人影。

　青白い少女達――メドゥーサ。

　存在係数を圧縮してカード状の亜空間に封じ込められていたのだろう。東京を一夜にして壊滅状態に陥らせた視線の魔物達が、ばらばらと崩壊中の大地に降り立った。

「氷室明人！　往生際が――」

「確かに儀式は失敗した！」

　エマ太郎の台詞に被かぶせるようにして明人は叫んだ。

　その拓人と似通った顔には、しかし今の拓人には決して浮かべようのない凄惨せいさんな表情が張り付いていた。

　妄もう執しゆう――である。

　彼は〈縮地〉の魔法を使い、崩れていく〈エアーズ・ロック〉の上を滑るように高速移動しながら喚わめいた。

「だが私には時間がある！　次を考えれば済む事だ！　この明人の身体と、羽瀬川鈴穂の身体を使って、次の三人を創れば良い事だ！　共に〈聖母〉の資質を持つ従い姉と弟こ同士、子供がその力を受け継ぐ可能性は高いからな！」

「……！」

　拓人の表情が変わる。

　落ち着いた穏おだやかな彼のそれに――怒りの色が乗った。

「氷室明人ッ!!」

　右手の魔法機杖を槍の如く脇に構え、彼は明人に向かって駆け出した。





＊






　状況は一瞬にして乱戦模様を呈していた。

　そもそも崩壊を始めた〈エアーズ・ロック〉の上という事もあり、地形が刻々と変化して足場が定まらない。そんな中で大量にばらまかれたメドゥーサ達が拓人やエマ太郎、そしてメガネウスに向けてその視線を向けてくるのだ。

　それは言ってみれば引き金を引きっぱなしで機関銃を振り回すようなものだ。

　戦術も何もあったものではない。勿論――同士討ちで被害はメドゥーサ達自身にも及ぶが、明人の命令を第一優先順位にすり込まれている青白い少女達は、気にせず、呪術を載せた視線を乱射しまくった。

　だが……

「――！」

　黒い影が砂塵に曇くもる視界の中を駆け抜ける。

　わずかに遅れて――現実を思い出したかのように、メドゥーサ達の首が胴体から転げ落ちる。メドゥーサ達はその視線で影を追うが、しかし早すぎて捉えきれない。

　ばさりとマントを翻ひるがえしながら、二本の小剣を構えてメドゥーサ達を狩るのは、僧服の男――寒河江教授（本体）である。

　また――

「ふっ……」

　ゆらりと砂塵の向こうに立つ影が一つ。

　その人影はひょいと何処からか取り出した携帯電話を自分の腰に――腹の辺りに当てる。

　――ぴぽ。

　そんな電子音と共に、殊更エフェクタで加工されまくったような声が告げた。

「リフレクター・フォーム」

　声を的にメドゥーサ達が視線を投げる。

　ありとあらゆるものを停止させる視線がその人影を――

「――!?」

　停止させ……ない。

　愕然とする対神魔兵器の少女達に向けて、銀色の――まるで鏡のように磨き抜かれた装甲を身に纏まとい、〈学園〉所属の超ロボット生命体、もとい自律型ゴーレムのメタリスが突っ込んできた。

「ネオ・メタリス！　その新しいボディは最新鋭の転送システムを備えているッ！」

　ついでに……頼んでもいないのにどこからか聞こえてくる解説の声付きだった。

「ベルトの端末にタッチするだけでッ！　自動的に口座から料金が引き落とされッ！　状況に応じたコンバットアーマーが転送されるのだッ!!　電脳世界からのｅバンク決済も可能ッ……！　ではそのプロセスを――」

　誰も聞いていないナレーションを背に、メタリスは両手をつきだして叫んだ。

「メタリス・ハイパー・コレダーッ!!」

　彼の両手の部分から電光が逬ほとばしり、メドゥーサ達を打つ。

　魔力を含んだ二〇〇万ボルトの電流にはじき飛ばされ、少女の姿をした兵器達はばたばたと崩壊する地面の上で痙けい攣れん、次の瞬間には煙を噴きながら消滅していった。

　また――

　…………

　メドゥーサ達にしてみればその相手は与くみし易やすく見えたのだろう。

　小さな三頭身の縫いぐるみ二体。

　エマ太郎とエマネウスである。

　乱戦模様の中をちょこちょこと激烈に短い手足で走り回る彼等は、この乱戦の最中、はっきり言って何の役に立っているのかいないのかさっぱりわからない存在だった。

　とりあえず目障りだから消しておく――そんな感じで視線がエマ太郎とエマネウスに集中する。

　だが……

　――ばし！

　音を立てて地面に転がり動きを止めたのはメドゥーサ達の方だった。

　そして対するのは無数の……鏡。

「わははははははははは！」

　得意絶頂といった感じでエマ太郎が叫んだ。

「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」「わははははは！」……

　――数十体のエマ太郎が。

　殆ど悪夢である。

　いつの間に、何処から出てきたのか――あるいは分裂でもしたのか――ずらりと並んだエマ太郎達は、万能の盾たてをかざすかのように手に手に鏡を持っていた。ついでに言うとほぼ同数のエマネウス達もやっぱり手に手に鏡を持ってそこにいた。

「数の暴力には数の暴力ッ！」

　エマ太郎（集団）は叫んだ。

「更に――ギリシャ神話の怪物から東宝産の原子力怪獣まで！　この手の光線系攻撃の対処法といえばコレと決まっている！　『反射』機能に特化した特製マジカル・ミラー！　まとめて使えばどっかの宇宙世紀の決戦兵器みたいに、敵を灼やいたりする事も出来る優れものだ！」

「…………！」

　メドゥーサ達はたじろいでいた。

　彼女等の視線は神であろうが魔であろうが停止させて封印出来る。

　それはつまりメドゥーサ達自身にも有効な訳で。

「ふふふふふふ。視線を封じられたメドゥーサなんぞ、濡れ場のないエロゲ同然ッ！」

　メドゥーサ達は大量のエマ太郎達に包囲されていた。無論彼等の手には全てそのマジカル・ミラーが握られていて――前後左右どちらを向いても鏡ばかり。殆ど油を垂らすガマガエル状態であった。

　勿論――視線を飛ばせば止まるのは自分達なので、迂闊に身動きがとれない。

　そこへ……

　――轟ッ！

　と空気を抉り抜く勢いで、それはもー巨大なメガネウスのヒールが踏み降ろされ、メドゥーサ達をぷちりと踏み潰した。
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「みゃああああああああああああああああッ!!」

　叫びと共に拳が繰り出される。

　タナロットの魔力に反応した魔法具〈パンチ・アウト〉は瞬間的に自らを加速。音速の一〇倍にも達する、銃弾よりも高速の正拳突きとなって、衝撃波を撒まき散らしながらすっ飛んでいく。

　まともに食い込めば戦艦の装甲でもやすやすと穴が空く一打。

　なのだが――

「こんのおッ!!」

　迎え撃つのはタウの拳こぶし。

　こちらは――まるで包帯のように術式紋様を腕にまとわりつかせながらの一撃。道具の力を借りるか否かの違いはあれど、同じく魔力による加速と強化を経へた拳である。

　――ドンッ!!

　ぶつかり合う拳を中心として発生した衝撃波が、輪を描きながら四方八方に散っていく。既に崩壊中の地面は、彼女等の中心として大きく陥没かんぼつした。

　とんでもない威力である。

　しかし――

「お馬鹿さんッ！」

　歯を剝いて笑いながらタウは言った。

「あんたは何度やっても――」

「みゃあああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　相手の口上なんぞ聞く耳持たず、タナロットの小柄な身体が独楽コマのように旋せん回かい。

　同じく加速された左の拳が、衝撃波を伴いつつタウに向けて突き刺さる。

　だがこれをタウは身を逸そらして避けた。

「うふふ」

　笑いながらタウは、一撃をかわされた事で姿勢が泳ぐタナロットに向けて、一撃を加えようと――

「――え？」

　その顔面にタナロットの肘ひじが食い込んだのは次の瞬間だった。

　軽々と吹っ飛んで地面に落下し、跳ねるタウ。

　タナロットは最初から左の一撃がかわされるのを承知の上で、身体を回転させ、フェイントの左を受け流して安心しているタウの顔面に、回転の勢いそのままに右の肘をぶち込んだのである。

「てめぇ……」

「修行したのである！」

　堂々と胸を張ってタナロットは言った。

「男子三日会わざればカツドン喰うか？　なのである！」

　違うぞ――と突っ込みをする人間はいないが、まあ意味は伝わったようだった。

「修行？　ふざけんな――」

　タウは身を起こして両手を広げる。

　ざわざわとその両腕に更なる術式が這はい回る。

　次の瞬間……タウの両腕はまるで肩から先だけが別の生き物になったかのように、数倍に膨ふくれあがっていた。

「魔力を自分で引き出せねえようなクズ魔神が！　いきがってんじゃないよ！」

　だん！　と地面を砕いて跳躍するタウ。

　それこそ大型爆弾にも匹敵する魔力を左右の拳に纏わせて、彼女はタナロットに襲いかかる。幾いく重えにも束ねられた術式は、その力を倍加させると同時に、属性を変え、たったの一撃で同時に対象を灼き、打ち、砕き、凍らせる。

　まともに食らえばタナロットとてしばらくは動けまい。

　だが――

「つまり」

　涼やかな声が言った。

「引き出す経路さえあれば、こんな事も出来るんですよ？」

「――!!」

　タナロットの側に新たな影が、逬る。

　未分化魔神が背中に背負っているのは――

「魔法機杖!?」

「みゃああああああああああああああああああッ!!」

　叫びと共に電光が走る。

「なに――!?」

　ばし！　と音を立ててタウの周囲に光が弾けた。

　電光が折れ曲がり、分岐し、そして幾重にも重なって魔法陣を描いていく。

　しかもそれは――

「封印!?」

　てっきり打撃系の攻撃が来ると踏んでいたタウに、これを破る準備はなかった。

「――ええ」

　タナロットの背中に、それまで存在係数を圧縮されて小さくなった状態で背負われていた魔法機杖――ファルチェの声が言った。

「元より魔法機杖は魔法における呪文詠唱、術式編纂へんさんの手間を省くものです。逆に言えば十分以上の魔力精錬と、その行使主体である意志があれば、細々した技能的な部分は私が補う事も出来るのですよ？」

「ぐあっ――」

　タウは――既に聞いていなかった。

　瞬間的に彼女を覆い尽くした術式の紋様は、幾重にも自らを折り畳んで無限に小さくなっていく。タウは膨れあがった両手で封印結界を強打するが、元より、単なる力押しで破壊できるものではない。むしろ殴れば殴るだけ、消費された魔力が折り返されて、封印を固める力に転換されていく。

「てめええええええええええええええッ!!　卑ひ怯きよう――」

「私達は」

　ぽんと分かり易い小爆発を経てタナロットの横にファルチェの姿が現れる。

「仕える主の望みを叶える為におります。大事なのは目的であり結果」

　ファルチェは朗ほがらかに笑って言った。

「そこに卑怯もへったくれも、ありません」

「……！」

　最後にタウは何か叫んだようだったが、それが何かを聞き取る事は出来なかった。

　折り畳まれた封印用結界は、やがて小さな黒い石となり――地面に落ちた。
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　とりあえず見える範囲でのメドゥーサ達は片付いたようだった。

〈エアーズ・ロック〉はすっかり崩れきり、無数の岩が積み重なった荒れ地の様相を呈ていしていた。巨大な一個の岩が崩れただけ、といえばその通りなのだが、元々のスケールが並ではない為、巨岩が幾つも転がるその様子は、何か廃墟の街を思わせた。

　まあそれはさておき……

「さて……」

　何十体というエマ太郎達は一カ所に集まると――

「合体ッ!!」

　揃って同じポーズを取った。

　ずみょ――とかなんとかかなりいい加減な音がしたかと思うと、縫いぐるみのエマ太郎達は消滅し、代わりに榮太郎がそこに出現していた。まあこれとて封印中の本体ではないのだろうが、まあ外見的に区別はつかない。

　同じようにしてエマネウスも合体。

　毎度お馴染みの主従コンビが、少なくとも見た目には復活していた。

　だが――

「……どうした？」

　ぷるぷると震ふるえているエーネウスの方を振り返って、榮太郎が尋たずねる。

「いえ……何というかプライドが少し」

　どうやら榮太郎と同じ方法で通常頭身に戻ったのが、いたく彼女の自尊心を傷つけてしまったらしい。

「はっはっは。今時、合体や増殖位は出来ないと立派なメイドは務まらないぞ？」

「前から一度お聞きしたかったのですが、ご主人様はメイドを何だと思ってらっしゃるんですか」

「…………男の夢だね」

　きらりと白い歯を光らせて榮太郎は親指を立てる。

　まあ――今更文句を言ってもしょうがないと悟り直したのか、エーネウスは溜め息をついて辺りを見回した。

「こちらは大まかに決着がつきましたね」

「まあ所詮は奇襲専門の雑ぞう兵ひようだしなあ」

　ぽりぽりと頰を掻かきながら言う榮太郎。

　あっちこっちで寒河江教授の攻撃やら、メタリスの攻撃やら、他にも視線反射用の装備やら手段やらを備えた〈学園〉関係者達五〇名余りが、メドゥーサ達と戦っている。だが元々単一機能特化型――その能力が解析されてしまえば、全て同じ手段で無効化されてしまう。こうなってはメドゥーサ達は脆もろかった。

　所詮、奇襲用に創られた、それも一時しのぎの兵器という事か。

　元々明人も使い捨てのつもりで量産したのだろう。

「後は――ま、大将戦、副将戦かね」

　崩れた岩の群れの向こう――遠くに広がる大地を眺めながら榮太郎が言う。

「私……少しお手伝いして参ります」

「――ん」

　榮太郎は頷いた。
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　拓人は走っていた。

　追うのは鈴穂を連れ去った明人の背中だ。〈縮地〉の魔法を使い、高速で移動する明人を、拓人は肉体強化の魔法で脚力を高めて追跡していく。何とか引き離されずに追えているものの、その距離はなかなか縮まらない。

　既に〈エアーズ・ロック〉は遙か後方。

　二人は延々と平坦な大地を――オーストラリアのそれを切り取り、複製して創り出された仮想世界の大地を駆けていた。

「…………」

　正直――拓人は明人に、いや明人の中にいる者に同情を感じてはいた。

　拒絶と否定から生まれた存在が、それしか理解し得なかったのは当然だ。完全になりたいという気持ち――その執念は純粋なものであったのだろう。彼の全てを悪として断罪しようというつもりは拓人にはなかった。

　しかし目的の為ならば何をしても良い――そんな考えを認める事は出来ない。

　その為に利用されるのが鈴穂であるならば尚更だ。

　何にしても、今考えるべきは明人の目的や方法の是非ではない。

　鈴穂を取り返す……ただその事を思って拓人は走った。

　しかし――

「――！」

　視界の端に生まれる閃光せんこう。

　本能的な危機感に従って拓人は横へ飛び、受け身をとりながら転がった。

　――ばうッ！

　瞬間的に加熱された空気が爆音を発する。

　一瞬前まで彼の身体が占めていた場所を、強力な光熱波が薙ないで過ぎた。直撃していれば防御の魔法を使う間もなく、黒焦こげになっていただろう。

　光熱波の軌道を遡さかのぼって視線を向けると――そこには金髪の少女が悽愴せいそうな笑顔を浮かべて立っていた。

「ご主人様のお許しが出たよ？」

　少女――アレフは言った。

「お前を殺して良いって」

「……邪魔をしないでくれ」

　拓人は身構えながら言った。

「僕は――急いでる」

　拓人は手の中の杖を掲げながら言った。

　彼が今握っているのは確かに魔法機杖だが……拓人が使い慣れたファルチェではない。

　実は秋穂のお下がりをファルチェっぽく偽装しただけの代物だ。

　ファルチェは切り札としてタナロットの背に存在係数を圧縮して仕舞われている。

〈パンチ・アウト〉を介して魔力を引き出せば、タナロットでも封印の魔法が使えるからだ。まさか比較的高度な魔法技能を要する封印の術式を、タナロットが使ってくるとは相手も考えていないだろう――そう思っての仕込みだった。

「出来れば君も倒したくはない」

「……あらあらあらあら？」

　アレフは笑った――たっぷりと嘲りを含んだ表情で。

「半人前の魔法使いが何を言っているの？」

「…………」

　拓人は無言。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんなど今の拓人にとっては雑音と大差ない。

　平然とした彼の態度が癇かんに障さわったのか――アレフは表情を歪ゆがめて喚いた。

「死に――」

「我が名と技を背に我は召喚す我はハセガワタクト！　超常なりし法と理ことわりの使い手なり！　いざや顕れよ地の竜！」

　拓人の呪文詠唱と同時にごそりと地面が擂すり鉢ばち状にへこみ――代わりにその中心からずるりと音を立てるような動きで生えてきたものがある。

　それは文字通りに『竜』だった。

　砂岩で出来た竜である。一瞬にして五メートルの長さにも成長したそれが、鎌首をもたげてアレフを睥睨する。赤茶けた姿の中で、その双そう眸ぼうだけが闇のように黒い。

「ふふふ」

　だがアレフはまるで臆した様子もない。

　大地から己の身を引き抜き、襲いかかってくる竜を、しかし彼女の双眸から放たれた閃光が――まるでレーザーのように輪切りにする。瞬時にばらばらに分割された竜は、鈍い音を立てて地に転がった。

「こんなものを――」

　言いかけたアレフの真正面に。

「――！」

　閃光が弾ける。

　強烈な爆発がアレフを包み込んだ。

「…………」

　杖を構えながら拓人は短く息を吐く。

　わざわざ呪文詠唱をして――つまり杖による詠唱圧縮機能を使わずに放った傀儡くぐつ地竜は囮おとりだ。これが破壊される瞬間、アレフの注意はそちらに向き、破壊の音と光によって彼女の視覚と聴覚は覆われる。その隙すきに拓人は攻撃魔法を杖で発動させたのである。

　だが――

「――それで？」

　ぶん……と音を立てて煙が飛散する。

　全身を鈍く光らせながらアレフはにたりと笑った。

　どうやら咄嗟に防御系の魔法を使ったらしい。さすがに明人の使い魔ではある。

　無論……拓人もこの程度でアレフを殺せるとまでは思っていなかったが、多少のダメージは与えられるかと考えていたのだ。

「そんな初歩の初歩――引っかかると思ったの？　馬鹿ね」

　笑いながらアレフが両手を掲げる。

　右と左の掌にそれぞれ光の粒子が集まって、強大な破壊力を秘めた魔力弾が――




　――げし。




「びへっ!?」

　次の瞬間、アレフは背中に真っ直ぐタイヤの跡を刻まれながら地面に突っ伏し、両手の魔力弾を暴発させていた。

　大量に巻き上がる砂塵で、少女型使い魔の姿が覆い隠される。

　そして……

「――エーネウスさん!?」

　一台のフルカウル型バイクにまたがって拓人の前に顕れたのは――榮太郎の使い魔のエーネウスだった。いやまあ実際にはエマネウスの集合体なのだが、それはさておき。

　いつものメイド衣い装しようは変わらないので、スカートの裾すそが随ずい分ぶんと上にたくし上げられたりしており、妙に色っぽい格好になっている。

　彼女は素早くバイクから降りると、ささっとスカートを直して一礼した。

「拓人さん。ここは――私に」

　言って彼女が示すのは乗ってきたバイクである。

「貴方は氷室明人の追跡を」

「あ。はい――ってでも僕は」

　バイクの免許なんぞ持っていないし、運転にも自信がない。

　そう言おうとした拓人の目の前で、バイクが――

「乗れ！　拓人！」

　いきなり叫んだ。

　ついでに、とばこんとばかりにカウルの一部が開いて出てきたのは。

「メタリス!?　え？」

　彼のよく知る自律ゴーレムの顔だった。

「新型のマキシマム・フレームは一ミリ秒で変形を完了する！」

　どこかの電人か、さもなくば宇宙から飛来した超ロボット生命体っぽい無理矢理な変形をして見せながらメタリスは言った。

「では改めてその変形プロセスを見てみよう！」

「いや、時間ないし。見なくていいけど」

「……そうか」

　若干つまらなさそうなメタリス。

「一ミリ秒なんだけどなあ」

　言ってバイク形態に戻ったメタリスに拓人はまたがった。

「エーネウスさん」

「ここはお任せあれ」

　一礼するエーネウスに会え釈しやくすると、拓人と――拓人を乗せたメタリスは一瞬、強烈なトルクでタイヤを空転させると、次の瞬間、弾かれたように走り出していた。

　それを束の間見送り――

「…………」

　エーネウスはするりと手にしたデスキンを突き出した。

　異音と共に――塵煙じんえんを貫つらいて拓人達を狙い撃とうとしていた熱線が、デスキンに弾かれてあらぬ方角へと飛んで消える。

「この……」

　塵煙を押しのけるようにして出てきたのは言うまでもなくアレフである。

「大将戦の邪魔はしないように、脇役は脇役同士、舞台の袖でやり合いましょう」

「うるさいっ!!」

　叫ぶや否や――アレフの周囲に一〇余りの球電が発生する。

　それらは散華するかのように四方八方に飛び、しかし次の瞬間にはエーネウスに向けて殺到さつとうしていた。

　それぞれに速度、角度を変えて、だ。

　これは――むしろ同じ攻撃を同時に放たれるよりもかわすのが難しい。判断すべきものが幾つも重なって思考が混乱するからだ。

　しかし……

「……！」

　アレフは右手を振る。

　その軌跡に従って残像が物質化し、槍状の武器を瞬時に成形。ひゅんと音を立てて回転したそれは、次の瞬間、上段から振り下ろされた一撃を辛うじて食い止めていた。

「……ぐ……！」

　無論、その一撃――デスキンを保持しているのはエーネウスである。

　まさしくその動きは一瞬。

　機をずらして迫り来る攻撃の群れを一瞬で見切り、かわして相手に肉薄する為の道筋を真っ直ぐに辿たどって動いた結果だ。彼女の背後で、誰もいない場所に着弾した球電の群れが、間抜けな爆音を轟とどろかせていた。

　ぎりぎりと押さえつけてくるデスキン。

　その先端の刃は、半ば近くにまでアレフの槍の柄に食い込んでいた。

「ぐ……く……」

　首を落とされようが、灼かれようが、アレフは死なない。

　しかし――それはあくまで物理的な破壊に限っての事だ。

　肉体を統合制御する彼女の本体、肉の器の奥に存在する魂魄こんぱく部分にまで到達する魔力と術式の攻撃は、言ってしまえばコンピュータ・ウイルスのようにアレフの機能を抑制する。

　極言すれば、それは極小規模の封印だ。

　そしてエーネウスのデスキンにはそれがたっぷりと載せられていた。

　一撃でも食らえばしばらく身動きできなくなるのは明白だ。

「おのれ……」

　勿論これはアレフの放つ攻撃も同じだ。彼女の攻撃とて、エーネウスを行動不能に陥らせる為の術式と魔力は組み込んである。

　しかし――

「くおっ!!」

　アレフが蹴りを放つ。

　不完全な体勢からのものだったが、しかしエーネウスは一度デスキンを引いて離れた。

　アレフは再び球電を――

「――！」

　弾丸以上の速度で迫る切っ先に、アレフは編みかけていた術式を中断、身を捻ひねってこれを回避。だが次々と突き込まれるエーネウスの攻撃は、アレフの身をかすめ、新たな術式を編む暇を与えない……！

「こ……」

　速い。速すぎる。

　繰り出す攻撃がという意味ではない。それは勿論だが――攻撃と攻撃の連鎖の間に全く隙がない。機関砲の攻撃を超至近距離で受けているようなものだった。

「このっ……！」

「無駄が多すぎます」

　弾幕のような突きでアレフを追い詰めながらエーネウスは言った。

「自分に何が出来て。何が出来ないか。自分が何をするべきか。何をしないべきか」

「……くっ……がっ……」

「大きすぎる力のせいで……貴女達はごり押しでどうにでもなってきたのでしょうね」

「……だ……黙……れ……！」

　大量の火花がエーネウスとアレフの間に散る。

　それはエーネウスの攻撃をアレフがさばく際に出来た、鋼はがねと鋼の打ち合う証。そしてそれが面状になっているのは、つまりそこがアレフの防御の間合い、その境界という事だ。

　だがそれら火花が成す『面』は次第に――アレフの側に偏かたよりつつあった。

　これがアレフに触れた瞬間、彼女の負けは確定する。

　しかし。

「――!?」

　ふっといきなりその火花の面が消える。

　エーネウスが攻撃を止めたのだ。

「わかりませんか？」

「…………」

「ならば――」

　ひゅんとデスキンが脇に手挟まれる。

　腰を落とし。半身。まるでそれは居合い抜きの構えを採る剣士のようで――

「一撃にて証して見せましょうか」

「…………」

　アレフは一瞬、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべ。

　そして――

「ばかにするなあああああああああああああああああああああああああッ！」

　轟と空気が悲鳴を上げる。

　真っ直ぐに突き出された槍の穂先は、衝撃波を撒き散らし、最大速度はマッハ一五――実に秒速五・一キロにも達し、白熱化していた。

　対してエーネウスの繰り出す一撃はむしろ緩やかに見えて。

「――ッ!!」

　切っ先と切っ先が衝突する。

　点を迎え撃つ点。

　だがわずかにエーネウスのそれには、回転が加わっていた。

　緊張と焦しよう燥そうで無限大に引き延ばされたかのように感じる刹せつ那なの時間――アレフの目は呆然とその一部始終を見ていた。

　回転に巻き込まれて狙点がずれるアレフの突き。

　それは僅かな亀裂から決壊するダムにも似て――そこから大きく彼女の攻撃はぶれて、無駄な力を周囲に放散していく。対してエーネウスのそれはただわずかな回転を示したのみ。

　するすると滑るようにエーネウスのデスキンが、無意味に明後日の方向へと逸れるアレフの槍の柄を遡ってくる。むしろその動きには余裕さえ感じられた。

　自分に何が出来て。何が出来ないか。

　自分が何をするべきか。何をしないべきか。

　それはつまり――自分を見失わずに最善手を取れるという事。

　過剰な威力はいらない。過剰な速度はいらない。

　ただ必要にして最小限。

　無意味に吠え立てる犬は弱い。強い犬はただ黙って急所に牙を立てる。

「かっ……！」

　気が付くと、デスキンの切っ先は僅かにアレフの喉のどに突き刺さっていた。

　浅い。深さにして僅かに三ミリ程度。

　だが――それで十分。

　そこから流し込まれた術式はアレフの魂魄に対し強制停止を命じていた。

「く……か……！」

　どさりと音を立てて倒れるアレフ。

　その姿を束の間、静かな表情で眺めてから――エーネウスは拓人とメタリスが走り去った方向を振り返った。

「さて――残るは大将戦のみ」
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　千切れ飛んでいく景色。

　全ては一瞬の内に後方へと追いやられ――残像に入り交じり溶ける風景の中で、狙い澄ました相手の背中のみがくっきりと見える。バイク型に変形したメタリスの背で拓人はただひたすら明人の姿だけを見ていた。

　必要なのは自分の足場。

　否定するではなく。慢心するでもなく。

　ただ自分に何が出来て何が出来ないのかを知った上で――自分の力を間違いなく使い切る事。それさえわかっていればどんな現場だろうと、どんな相手だろうと、焦あせる必要もなく、慌てる必要もない。

　自分という存在を基点として、全てを俯瞰するように見ることが出来るから。

「――拓人」

　ふと――バイクのメーター部分に立体映像の『窓』が開いて、メタリスのアイコンが映し出される。デフォルメされたメタリスが映像の中で首を傾げていた。

「おまえ……なんか変わったか？」

「いや？」

　苦笑して拓人は言う。目だけは真っ直ぐに明人の後ろ姿を見据えながら、しかし彼の口調には多少の余裕があった。

「何も変わってないよ。認めた――だけ」

「うん？」

「その話はまた――いずれ」

　拓人は言って目を細める。

　今まで徒歩とは思えない程の速さで――恐らくは先の縮地の応用だろう――移動していた明人が、立ち止まり、こちらを振り返ってきたからだ。

（決着を付けるつもり――かな）

　肩に担いでいた鈴穂をその場に降ろすと、明人は懐に手を入れる。

　ずるりと――明人の右手が、懐に入れるにはあり得ない長さの魔法機杖を抜き出した。

「…………」

　短く彼が何かを唱えるのを見て拓人は叫んだ。

「メタリス！　防御！」

　叫ぶ声でメタリスから飛び降りつつ、自らも魔法機杖を起動。

　メタリスも瞬間的に人型形態に変形――走っていた勢いでスケート選手のように地面の上を滑りつつも、両掌に小さな魔法陣を展開して術式を高速起動。

　三重の防御魔法が展開され敵の攻撃に備える。

　しかし……

「――！」

　攻撃は来なかった。

　代わりに――

「――召喚魔法!!」

　瞬間的に明人の傍らに展開した魔法陣が高速回転。

　虚こ空くうから滲にじみ出た大量の蛍火がその真ん中へと収束すると、次の瞬間には閃光となり、その内側に一つの影を描き出していた。

　それは……恐ろしく単純な人型だった。

　目もない。鼻もない。口もない。

　ただ記号的な頭部と胴体と四し肢しを備えた泥人形のような――極めて原始的な人型。

　それが……

「顕れよ!!　顕れよ！　我が――世界ッ!!　仮かり初そめなれど――顕れよ！」

　一体ではない。

　次々と、何体も何体もの人型が生まれては明人の周りに群れていく。

　それらは互いに手を繋ぎ、あるいは一部を融合させながら、むくむくと巨大になり、壁のようになって――

「まさかあいつ……！」

　メタリスが防御魔法を消して呻くように言った。

「多分そのまさかだよ」

　身構えながら拓人は言った。

　かちんと音を立てて彼の握る魔法機杖が圧縮詠唱機構を展開。幾つもの部品が高速で回転を始める――

「逃げて――って言ってももう遅いかな。ごめん、メタリス」

「そりゃいいけど。まさか、拓人お前まで――」

「それしかないだろ」

　拓人は――笑った。

　それはひどく穏やかだ。焦りも怒りもそこには含まれていない。

　自分の成すべき事を知っている者の、それは笑顔だ。

「…………」

　メタリスは束の間、拓人の顔を見つめて……そして頷いた。

「よっしゃ。俺の事は気にせずやれ。多分、他の連中もそう言う筈だ。自分の身は自分で守るさ！」

「ありがとう」

　今や明人の背後で成長を続ける泥の『壁』は幅数百メートル、高さ数十メートルにも達し……それでもまだ止まらない。

　恐らくあれは無限大に成長する。

　成長して、世界になる。

　この仮初めの領域を書き換え、己のものにして食いつぶしながら――入れ替わるのだ。

「顕れよ!!　顕れよ！　我が――全てッ!!」

　明人は無作為に、無限に召喚を続けている。

　勿論――先に〈エアーズ・ロック〉に刻印していた緻密で巨大な術式ではない。単なる召喚魔法の連打だ。自分自身が神として生まれ変わる為の召喚魔法ではなく、今この仮初めの世界を破綻させて乗っ取る為の、力押しだった。

　泥人形、つまりは明人の新たに創造した『神』や『魔』の出来損ないが、互いに融合し、広がり、まるで薄い膜になったかのように希薄化して視界の全てを覆っていく。

　だが……

「――そうは、させない」

　呟きながら拓人は予め魔法機杖に組み込んでおいた術式を起動させる。

　同じく〈始源的神魔創造者〉同士。

　ならば明人が最後の最後に採る可能性のある戦い方は、想像がついていた。

　自分に出来ることを、そして相手に出来ることを、理解していればそれは当然の事。

　故に――

「――……還元術式展開！」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよはあった。

（……ごめんよ）

　あの泥人形達は、ある意味でタナロットや鈴果と同じだ。生まれたばかりの彼等を問答無用で屠ほふる事には、拓人としても抵抗があった。

　しかし……

（僕に出来る事と出来ない事がある）

　人間は常にその狭間で最善手を選んでいくだけだ。

　万能無限でない以上、それは当然のこと。

「――還元!!」

　拓人の術式が起動する。

　涼やかな、無数の鈴を打ち振るような音と共に、拓人の前に巨大な魔法陣が描き出される。

　そこから出現するのは――半透明の人型だった。

　氷のようなそれらは、やはり泥人形と同様に融合し、拓人の背後から天を覆うようにして広がっていく――

「…………ぐ……く……」

　拓人の頭上を越え、氷の壁は向かい合う拓人と明人の丁度中間で、泥の壁に接触。

　その瞬間……触れた部分が対消滅を起こした。

　泥と氷が触れ合う所から光が放たれ、互いに蒸発を始める。

「く…………」

　頭の中でフル回転する還元術式の圧力に呻きつつも、拓人はこれを維持し続けた。

　還元術式。

　それは本来――召喚した魔族や神族を本来の世界に還かえす為のものだ。

　だが無から神族や魔族を創り出せる〈始源的神魔創造者〉がこれを使えば――それは神や魔をも滅ぼせる必殺、いや必滅の一撃となる。

　氷に見えているのは具象化した『虚きよ無む』である。

　暴走する『有実』たる泥を、相殺する為の――正反対のベクトルを持った力。

　拓人達は、世界の想像と破壊そのものを、武器として使っているのだった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　全身の魔力が根ね刮こそぎ吸い取られて術式の中に流れ込んでいくのがわかる。

　同時に――

「おおっ!?」

　メタリスが驚愕の声を漏らした。

　辺り一面を覆い尽くそうとしていた泥の領域が氷の領域と拮きつ抗こうし――互いにその増殖を止めたのだ。

「これは……」

　氷と泥の境界は波打つように動いている。

「互角って事か……！」

　メタリスは頭上で揺れる境界線を見上げながら言う。

　だが――
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　長い長い夢を見ていたような気がした。

　気が付けば周りの様相は一変していて――傍らには明人がいた。

　目を血走らせ、獣のような唸り声を上げながら、手にした魔法機杖を掲げて彼は何かの術式を行使している。

「…………」

　拓人に似たその少年の横顔を、鈴穂はぼんやりと見つめた。

　この少年がこんなに焦った表情をしているのは、初めて見た。

　ある意味でそれは彼も人間なのだという証拠ではあったろう。万能でも無限でも全知でもなく。それ故に常に不安に晒さらされつつも生きていく人間。

　だから……

「――！」

　ふと――明人は、鈴穂が起きている事に気付いた。

　彼は憔悴の表情も露あらわにして言う。

「助けてくれ――羽瀬川鈴穂！　お前の力を私の力に上乗せしてくれれば、勝てる！」

「…………」

　鈴穂はただ目を瞬かせてそんな明人を見つめている。

「私はお前を必要としている。私なら完全なお前を受け入れてやれる。さあ――声を出せ！　自ら禁じた言葉を唱えよ！　お前はもう羽瀬川拓人を選ぶ必要はない！　私と共に――」

「そうですね」

　鈴穂は――言った。

　自分の口で。自分の声で。

　鈴果ではなく鈴穂として――長い長い沈黙の時を経て。

「私は確かに勘違いをしていました。タクちゃんしか見えていなかった。タクちゃんしか選択肢がないと思っていた。その事で私自身を縛り、タクちゃんを縛ってきた」

「そうとも」

　明人は言った。

「故に今こそ――」

「でも」

　鈴穂は小さく溜め息をついた。

「選択肢が二つしかないなんて、誰も決めてませんよね？」

　それはいつも拓人が言っていた言葉だ。

　初めて――彼が〈学園〉と関わった際に出した結論。

　その意味を鈴穂は今改めて理解していた。

「貴方以外にも選択肢はある筈なんです」

「それは――」

「だから私は……残りの選択肢を守る為に貴方の手助けは出来ません」

　立ち上がる鈴穂。彼女は少し笑ってから言った。

「貴方が教えてくれた事ですよ？」

「貴様……！」

　明人は懐から一枚の札を取り出すと、それを地面に叩き付ける。

　瞬時に展開したその札から出現するのは――メドゥーサ。

　灰色の少女は鈴穂に向けて視線を……




　――ばし！




　音を立てて地面に転がる縫いぐるみ。

　それは――メドゥーサ自身のものだった。

「――！」

　鈴穂の前に立つ銀色の人型。

　リフレクター・フォーム――それは対メドゥーサ用に、視線を反射する鏡面術式を組み込まれた機体ボデイだ。

「メタリス――」

「ははっ！　間に合ったぜ！」

　そう言うや否や、目を丸くしている鈴穂の襟えり首くびを猫の子のように摑つかんで、メタリスは高々と跳躍する。空中で彼は金属音を響かせながら変形すると、そのまま己の背に鈴穂を乗せて、バイク・モードで疾走を始めた。

「おのれ――」

　その姿を追って視線を走らせ――そして。

「……！」

　明人は――見た。

　拓人の背後に幾つもの影が見える。

　メドゥーサ達を制圧して駆け付けた五〇人余りの〈学園〉の面々。

　男がいる。女がいる。少年がいる。老人がいる。精霊がいる。ゴーレムがいる。獣人がいる。自動人形がいる。様々な姿形の者達が、揃って拓人の背後に並んでいる。

　更にその背後にはメガネウスの巨体も傲然とそびえていた。

　彼等が一斉に攻撃を仕掛けてくればどうなるか……余裕のない今の明人には、投石一つとて防ぐ術すべはあるまい。

　明人側にはアレフもタウも見あたらない。

　明人は既に一人だった。

　もう誰も彼の側にはいなかった。

「貴様等……！」

　押し寄せてくる絶望感に明人は喘あえぐ。

　そして視界を覆い尽くさんばかりの黒いそれの真ん中を突き破り――

「みゃああああああああああああああああああああああああッ!!」

　突っ込んでくる褐色の少女。

　彼女が空中で放った拳打は衝撃波となり――敗北感に打ちのめされていた明人の身体を軽々と吹っ飛ばした。





＊






　……近付いてみると、明人には意識があった。

　タナロットの一撃で吹っ飛ばされた彼は、何カ所かの骨や腱を痛めたらしく、地面の上で痙攣するかのように身じろぎするばかりだ。

「――ごめんね。中の人」

　拓人はむしろ哀かなしげにそう言った。

「僕の弟を返して貰うよ」

「…………」

　明人の身体の下で――影が揺れる。

　光源の方向をも無視したその黒い領域は、ずるずると明人の身体から分離したかと思うと、次の瞬間、地面から跳ね上がった。

　人の形すら既に失った影が、拓人の上にのしかかり――しかし。




　――ぱん！




　鋭利な銀光に弾かれ、吹っ飛んだ『影』は標本箱の虫の如く、一本の小剣によって地面に縫い止められていた。

　剣の表面には、高速で術式の記述が循環スクロールしている。どうやら魔法の効果を付与された武器であるらしい。

　そして――

「――逃がさん」

　呟くように言って歩いてくるのは――寒河江教授である。

「えっと……？　あの？」

「寒河江教授の本体ですよ」

　初見で戸と惑まどう拓人に、寒河江教授の後ろからやってきたエーネウスがそう告げる。

　拓人は何度か瞬きしてその僧服の男を見つめた。

「教授」

「なんだね？」

　身を屈かがめて『影』を眺めながら寒河江教授が応じる。

『影』は剣に縫い止められたまま、痙攣するようにその輪郭を震わせていた。

「その人を――どうするつもりですか？」

「そうだな」

　人差し指と親指で顎髭あごひげに触れながら寒河江教授は言った。

「我々の独断で裁くよりも――判断を仰ぐに相応しい方がおられる」

「はあ……」

「まあ〈学長〉にお伺いを立てるよ」

　言って寒河江教授は肩を竦めた。

　彼は次いで、地面の上で痙攣するばかりになった明人を眺めて言った。

「その――依代になっていた少年はどうするね？」

「…………」

　拓人は沈鬱ちんうつな表情で自分の弟を見つめる。

「生まれた時からこの『影』に乗っ取られていたのだろうな」

　寒河江教授の言う通り、倒れたままの明人の顔は、まるで赤ん坊のように――あるいは廃人の様に、明確な知性を感じさせないまま、目から涙を、口から涎よだれを垂れ流している。

　恐らく『影』に生まれた時から乗っ取られたまま、記憶を積み重ねる事は勿論、まともに人格を形成する事すら許されなかったのだろう。

「その事についてちょっとお願いが」

　拓人は明人の傍らに膝ひざをつきながら言った。

「出来れば――〈学園〉の力を借りたいのですが」

「……まあ君は今回の功労者だ。余程の事がない限り、多少の無茶も通るだろうさ」

　言って寒河江教授は小剣を抜いた。

　既に術式を撃ち込まれていた『影』は、自らを畳んで畳んで封印し――やがてタウの時と同じく、小さな黒い石となって安定する。ころんと地面に落ちる小さな封印を、寒河江教授は拾ってポケットに収めた。

「そんじゃま――帰るとしますか」

　一同が振り返ると、列車の鼻先に座って榮太郎が笑っていた。

「我等の――学舎まなびやに」

「はい」

　拓人と共に一同は揃って頷いた。
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　遠い爆音を響ひびかせて、ジェット旅客機が蒼そう穹きゆうを横切っていく。

「やれやれ――」

　建てられた当初は、税金の無駄遣いだの、魔王の城だの、何だのとしばしば陰口をたたかれた巨大な二塔の公舎――今や観光名所にすらなりつつある都庁第一本庁舎の右の屋上。地上二四〇メートルあまりに設けられたヘリポートの上に、二つの人影があった。

「何とか誤ご魔ま化かせたか」

　そう言うのは、小柄でゴスロリ衣い装しようを着た少女である。

　台詞せりふはともかく……口調はひどく淡々としていて、疲れた様子や呆あきれた様子はない。

　天使ガブリエルだ。

「世界規模となると少々手こずったがな。まあ情報化社会で助かったというところか」

　応じるのは――黒い特攻服を着た長身痩そう軀くの青年である。

　こちらも無表情のままで、特に感慨らしいものはその端整な顔に浮かんでいない。

　大悪魔アガリアレプトである。

　美少女ゲーム＆アニメ好きの大悪魔は、皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「テレビやネットは洗脳装置だ。魔法を使わずとも繰り返し『真実』のレッテルを貼って流していれば、大抵は本当の事だと人間は思いこむ」

「自分達で創った道具に右往左往させられるというのも、滑こつ稽けいな話ぢゃな」

「まあ我々とて似たようなものだがな」

　そう言ってアガリアレプトは肩を竦すくめた。

　氷ひ室むろ明あき人との動乱から……三日。

　世界にもたらされた混乱は、天使、悪魔、精霊、そして〈学園〉と〈連盟〉の魔法使い達によって急速に収められつつあった。

　当初の予想よりも、それは容易たやすい仕事であったと言える。

　元より部外者で事実を把握していた者はおらず、混乱に適当な言い訳をつけた上で、最小限の記憶操作を施ほどこせば、『なんだそういう事だったのか』と多くの者は納得する。

　勿論……勘の鋭い者や、逆に鈍にぶくてもへそ曲がりで何でも疑って掛かる者などは『国際的な謀略の可能性』を声高に主張してはいたが、それとて取り戻された日常という説得力の前では大勢になれる筈もなく。早くも『ユダヤ系秘密結社の陰謀論』だとか『エリア51に隠された円盤』とか――その手のトンデモ話の中に取り込まれつつあった。

「まあこの節操のなさと順応力はむしろ人間の強みぢゃろうな」

「……全くだ」

　頷うなずいてから――

「ところで〈連盟〉の方はどうなった？」

　とアガリアレプトがふと思い出した様子で問う。

「既すでに組織としての体裁を成していなかったからな。大多数の所属魔法使いや精霊、神族魔族は、〈学園〉に吸収される事になるぢゃろう。むしろ幹部連中が軒並みいなくなっている分、過去の因縁にこだわる者も少ないようぢゃ」

「それは重ちよう畳じよう」

　頷くアガリアレプト。

「まずはめでたし――といったところか？」

「まずは、ぢゃがな」

　ガブリエルは小さくあくびをしながら言った。

「目の前の問題が一つ片付いた程度の事でしかない。どうせこの後にも問題は山積みぢゃ。そもそも――いまだかつて問題がなくなる事など、あったか？」

「……違いない」

「だがそれが人間達の進化の証」

　ガブリエルは飛び去る飛行機を眺ながめながら言った。

「万能でも無限でもないが故ゆえに彼等は限界を知らない。全知でも全能でもない事を自覚するが故に、彼等は進化を続けてゆく」

「その通りだ」

「いつか我等を追い越してゆくのぢゃろうな」

「…………かもしれん」

　アガリアレプトも飛行機が青空に刻んだ航跡を振り仰ぎながら頷いた。
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　通知を待たずして皆で発表を見に行く――最初からそう決めていた。

　仲の良い友人同士で同じ大学を受けたとなれば、それは、別に不思議な事でもなかろう。

　だが勿論、これは危険な賭かけでもあったりする。

　全員が揃そろって受かっているとは限らないからだ。それこそ一人だけ受かっていたり一人だけ落ちていたりすると、非常に気まずいだろう――受かった方も落ちた方もだ。

　逆に言えば全員が問題なく受かっていれば、それは――実力は勿論あるにせよ――幸運だったという事になる。

　だから……

「――よし」

　双ふた葉ばは握り拳を固めて頷いた。

　都内――二月某日。晴れ。

　ある大学の構内に霧島きりしま双葉はいた。

　彼女が一月の頭に受験した大学の合格発表が今日行われるのだ。

　彼女に限らず、自分の眼で自分の番号を確かめたいと、多くの受験生達がキャンパスの片隅に詰めかけていた。不安に表情を曇くもらせている者、喜き悦えつに大声を上げる者、あるいは失望で俯うつむく者、悲喜こもごもの情景がそこには幾つも幾つもあった。

「えっと――」

　双葉はざわめく人々の間を縫ぬって、合格者の番号一覧が張り出されているボードの前に立った。

　視線で数字を数えながら自分の番号を探す。

　三〇二二。三〇二八。三〇四二。三〇四三。三〇四九――

「……あった！」

　三〇五一。双葉の番号だ。

　まずは一安心だ。

　だがこれで終わった訳ではない。

　ある意味で……これからが正念場であった。

　ふと傍かたわらを見ると、いつの間にか双子の弟の葉は月づきが腕を組んでボードを見上げていた。

「葉月――あんたは？」

「あったよ。勿論」

　などと――双葉の双子の弟は、モアイみたいな顔に、自信たっぷりの表情を浮かべて頷いてくる。こういうところが何ともこの弟は小憎らしいのだが――まあ実際、葉月は殆ほとんどの教科で双葉よりも良い成績を取っているのだから、双葉が合格していれば葉月が合格しているのは当然の事である。

　あとは――拓たく人とと鈴すず穂ほだ。

　彼等が合格しているか否かで、この後の双葉の行動は変わってくる。

　ちなみに留学生のタナロットは、そもそも大学受験をしていない。ただし拓人と鈴穂にくっついて合格発表会場には来ると言っていた。

　本当は何ど処こかで待ち合わせて一緒に来る事も考えたのだが……双葉は敢あえて会場で待ち合わせる方を選んだ。一緒に来ると、会場に着く前に心臓がパンクしそうな気がしたからだ。

「何処にいるのかな――拓人君達」

「携帯鳴らしてみるか？」

「あ……でも」

　今更になって怯おびえが双葉の胸の内に揺ゆれる。

　もし拓人が落ちていたら。

　もし鈴穂が落ちていたら。

　そしてもし二人が合格していたとしても――

「――あ。双葉ちゃん」

　だからそんな声をいきなり背後から掛けられて、双葉は飛び上がらんばかりに驚いた。

「た、た、拓人君！」

「おう――拓人」

　慌あわてて振り返り顔を真っ赤にして言う双葉と、そしていつも通りの野太い声で言う葉月。

　二人の前には、拓人と、鈴穂と、そしてタナロットと――

「……え？」

「……あ？」

　目を丸くして固まる双葉と葉月。

　二人の視線は――鈴穂が胸に抱いている小さな包みに注がれていた。

　薄青色の布に包まれた小さな小さな……

「二人とも、どうだった？　合格？」

「…………」

「…………」

「え――まさか落ちた……とか？」

「んな訳ねえだろ！」

　ぶるぶると頭を振って驚愕を払い除けながら葉月が言った。

「あ。じゃあみんな合格してたんだね。良かった。僕と鈴穂も合格して――」

「良かった――じゃなくて！」

　葉月が喚わめき、双葉の震える指先が、鈴穂の胸の包みを指す。

「な……なにそれ…………？」

「みゃ？」

　タナロットが首を傾かしげる。

「フタバは赤ちゃんを見た事がないのであるか？」

　そう。

　鈴穂が抱いているのは、まだ生後三カ月位と思しき嬰みどり児ごであった。

「見たことあるわよ、当然！」

　顔中を口にする勢いで双葉は喚いた。

「そうじゃなくて、だから、その、なんで、鈴ちゃんが、赤ん坊を――」

「まさか」

　葉月が衝撃を受けた様子で言った。

「拓人と鈴ちゃんの子かっ!?」

　――ごがっ。

　殆ど条件反射みたいな速さで叩き込まれた双葉の肘ひじ打ちに、ぐらりと葉月が傾いた。

「な、な、なにを、あんたは、そんな、そんなことあるはず、はず、ない――」

　恐慌状態で、双葉はまともに言葉も出てこない。

　まあ確かに……拓人と鈴穂は従い姉と弟こという関係を考慮に入れて見ても普通以上に仲が良いし。

　鈴穂は、同性の双葉から見ても可愛らしく見える事は多いし。

　でもしかし――

「違うよ。当たり前だろ」

　苦笑して言う拓人の言葉が、双葉の大混乱を鎮静化した。

　熱暴走しそうだった双葉の意識が急速に落ち着きを取り戻す。

「この子は親戚しんせきの子だよ」

「そ、そ、そ、そうなの、そう、そうだよね、そうよね、あははははははは！」

　かくんかくんと壊こわれた機械人形みたいに何度も何度も頷く双葉。

　良かった。本当に良かった。

　もし本当に拓人の子だったりした日には、予定が狂うどころか、しばらく双葉は立ち直れなかっただろう。そんな彼女の内心を知ってか知らずにか、拓人はのんびりした笑顔で説明を続けた。

「ちょっと色々あってね。預かってるんだ」

「なんだよ。脅かしやがって」

　苦笑する葉月。

「へー。親戚だけあって拓人にちと似てる感じがするな。名前は？」

「――明人」

　と端的に拓人は言った。

「羽は瀬せ川がわ、明人、だよ」

「明人…………？」

　首を傾げる双葉。

　そういえば最近そんな名前を、何処かで聞いた覚えがあるのだが。

　あれは一体何処で聞いたのであろうか……？　どうにも思い出せない。

「とにかく皆合格か――とりあえず祝杯だな」

「未成年だけどね」

　肩を竦める拓人。

「……って赤ん坊連れじゃちょっとまずいか」

　葉月は人差し指で明人の頰ほおをつつきながら言った。

「一度、明人をマンションにおいてくるよ。元々ベビーシッターさん頼んであるしね。後で合流しよう」

「それがいいかな」

　頷き合う拓人と葉月。

　しばし呆ぼう然ぜんとした状態から抜けられずに、その様子を見つめていた双葉は……そこでようやく我に返った。

　決めていた事がある。

　みんな揃って合格したら、その幸運にあやかって――一つ賭けてみようと。

　いつまでも恐れていたら駄目だ。

　だから優しい安あん寧ねいから踏み出して、次の一歩を刻むために、双葉は勇気を振り絞しぼる。

　乙女の決断。晴れ舞台だ。

「あの、拓人、くん」

「――なに？」

　朗ほがらかな笑顔で首を傾げる拓人。

　咄とつ嗟さに心臓が跳ねる。血圧が上がる。

　今なら止められると心の中で誰かが叫んでいる。

　でも……

「……好きです」

　彼の真正面に立って双葉は言った。

　途端に襲ってくる後悔こうかいや逡しゆん巡じゆんを全力で押さえつけて、双葉は最後まで言い切った。

「付き合って、ください」
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　一旦は明人を家に帰すべく――拓人達は双葉達と別れて帰路についた。

「……びっくりしたのである」

　歩きながらそんな事を言ってくるのはタナロットだ。

　昼日中の住宅街は意外に人の姿が少ない。マンションに繋つながる路地を歩く拓人達の周囲には、特に他人の姿は見受けられなかった。

「まあ僕もちょっとびっくりしたかな」

　苦笑を浮かべながら拓人は言った。

　言うまでもなくタナロットが言ったのは双葉の『告白』の事だ。

「ちょっと――ですか？」

　ぽん、と小さな爆発と共に拓人のポケットに収まっていた携帯電話が飛び出し、空中で変化。魔法機杖の形状を経へて人型を採る。

「うん。ちょっと」

　ファルチェの問いに拓人は頷いた。

「何となく感じてはいたんだよ」

「で――どうなさるのですか？」

　と緑の髪を揺らして魔法機杖の化身は尋たずねてきた。

「…………」

　拓人はとりあえず、あの場で即答する事を避けた。

　だがそれがいつもの優柔不断や躊ちゆう躇ちよの結果でない事は、どうやらファルチェにはわかっているようだった。拓人を見る彼女の眼には、何処かわかっている答えを改めて問うような、悪戯いたずらっぽい光があった。

「……多分」

　拓人は呟くように言った。

「僕も彼女が好きなんだろう」

「受けられるのですね？」

「そうなるかな」

　拓人はあっさりとそう言った。

「――ごめんね」

「いいえ」

　ファルチェは首を振る。

　彼女の表情には失望も憤ふん怒ぬも悲哀もない。ただ優やさしく微笑ほほえみながら彼女は付け加えるように言った。

「ですが――よろしければ今である理由をお聞かせくだされば、と。今まででも機会は幾らかありましたでしょう？　それこそ拓人様から告白される機会だって……」

「理由……理由ね」

　拓人は肩を竦めて言った。

「身の程を知ったから、かな」

「…………」

「良くも悪くも僕は――僕が嫌いだった。だから僕を好きでいてくれる子達に違和感があった。こんな僕をどうして好きになるんだろうって」

　母に棄すてられた子。

　父に逃げられた子。

　故に自分自身の存在理由を見いだせない――子。

　しかし……

「僕は僕だよ。それを認めないと先に行けない」

　自分の足場を知らずして、その先の一歩は踏み出せない。

　ならばまず自分自身を認めなければ。

　ありのままの――自分自身を。

「そう思ったらさ。僕は何となくだけど……自分が誰を好きなのか、はっきりわかっちゃった気がする。多分、細かい理屈に自信はないけど……僕が異性として、恋愛対象として、好きなのはきっと双葉ちゃんだ。魔法使いでもなく。主従でもなく。何のしがらみもないままに僕を好きだと言ってくれた、彼女の事が――多分僕も、何のしがらみもなく、好きなんだろう」

「…………」

　ファルチェは無言。

　タナロットも無言。

　鈴穂も――当然のように無言。

　ただ……

「それがタクちゃんの、答え？」

　ややあって問うその声は、鈴穂の口から出ていた。

　蒼あおい髪ではない――黒いままの髪の鈴穂から。

「そう。ごめんね」

「謝る必要ないよ」

　鈴穂ははにかむように笑って言った。

「私も、タクちゃんも、お互いそろそろ従姉弟離れしないとね……って思ってたところ」

　自分には翼つばさがあるのだと。

　きちんと両方揃っているのだとわかったから。

「だから大丈夫。私は、傷や欠落がなくたって誰かを好きになれる」

「……そっか」

　頷く拓人は満足げだった。

　そして――

「タナロットもファルチェも……ごめん」

　それは拓人として一つのけじめであっただろう。

　曖あい昧まいな関係を終わらせる。

　それは甘く暖かい日々の終わり。

　けれども……だからこそそこから築ける関係もある訳で。

「みゃ？」

　そんな拓人を見ながら――タナロットは首を傾げた。

「なにがであるか？」

「いや――なにがって。だから僕は」

「フタバがタクトの恋人になったら、我はタクトを嫌いにならないといけないのであるか？」

「…………」

　目を丸くして拓人は褐色の肌の使い魔を見る。

　タナロットは……心底から不思議そうな目で彼を見つめていた。

「タナロット……」

「それは私もお伺いしたいところですけれど」

　ファルチェも首を傾げて問うてくる。

「私も拓人様の魔法機杖である事は返上せねばならないのでしょうか？」

「いや……あの……そういう事を言っているのではなくてね？」

「必ずしも、選ぶか、選ばないか、だけではない――ですよね？」

　悪戯っぽくファルチェが笑う。

「貴方あなたが貴方である事と。私達が私達である事と。その結果としての関係は誰かに決められた形に合わせる必要はないでしょう？　私達は私達の立場で、私達の意志で、自信を持って拓人様を好きでいます。拓人様は、拓人様の納得する形でそれに応えてくださればいいんです。主従でも。友人でも。あるいはその他の形でも」

「それは――」

「それはフタバ様の恋愛と両立しないものですか？」

「…………」

　拓人は束の間、目を丸くして絶句していたが――

「そっか……そうかもね」

　そう言って微笑した。












　その時――

「――と理論武装が終わった所で!!」

　ぱぱぱん、と道の真ん中でクラッカーが鳴る。

　慌てて振り返った拓人達は、そこに、『祝・ハーレムエンド？』の幟のぼりを立てた榮えい太た郎ろうと、顔をしかめながらもクラッカーの紐ひもを引いているエーネウス、ミヤビ、そしてシンクラヴィアの姿を見た。

「ぱーっといくか、ぱーっと！」

「……って先輩！」

　さすがの拓人も顔を真っ赤にして喚いた。

「いつから見てたんですか、いつから!?」

「最初から」

　けけけけけ――と笑いながら榮太郎は言った。

「ビデオにも撮った！　ＨＤ高画質で毛穴までくっきり！」

「ちょッ――」

「はっはっはっはっは！　さてこれ持って帰って編集してどこぞの動画サイトにでも投稿しようか！　特にこう嬉うれし恥ずかしな部分とかを繰り返して！　おお、ＭマＡツＤドにするのもいいな？」

「先輩ッ!!」

「つー訳で、それが嫌なら、俺らもパーティに混ぜろ」

「……要するにそれが言いたかった訳ですか」

　苦笑するのは鈴穂である。

「だってさー。この一週間ほど、記憶操作やら情報操作やらで、世界中かけずり回ってろくに遊んでねえんだもん」

「はあ」

　まるで幼児のように拗すねてみせる榮太郎に、呆れてそう応じてから――拓人は苦笑した。

「わかりました。皆で騒ぎましょう」

「よーし！　んじゃ場所は任せとけ！　適当な所おさえとく！　メイド喫茶とか、メイド居酒屋とか、メイドレストランとか、メイド中華料理屋とか！　メイドバーとか！　そういやメイド寿司ってまだやってたんだっけ？　ミヤビ、例の女社長に電話して聞いとけ」

「…………」

「えっと――一般人は霧島姉弟だけだな？」

「え？　あ……はい」

「よっしゃ！」

　言うが早いか、善は急げと榮太郎は素早く印を切って呪文詠唱。

　次の瞬間にはエーネウス達と共に消えていた。

「なんだかなー……」

　かくん、と肩を落としながら拓人は溜め息をついた。

　どうもここ一週間ばかり忙しかったせいで、何か理由を付けて騒ぎたいだけらしい。

　くすくすと笑う鈴穂と顔を見合わせてから、拓人は大きく身体を伸ばす。

「さて――」

　疲れた。大変だった。

　色々と状況も変わった。一つの節目ではあった。

　けれど――これで終わりじゃない。

　これは通過点でしかない。

　拓人は春を間近に控えた、晩冬の空を振り仰ぐ。

　だからこれからもきっと自分は、タナロットは、鈴穂は、ファルチェは、〈学園〉の皆は、こんな日々を続けていく。騒々しくも優しく――常識外れだけれども、それ故に自由な未来を仲間達と紡つむいでいく。

　自分の選んだ足場に立って。

　自分の見み据すえた未来を向いて。

　他の誰でもない――自分だけが描ける何かを描ききる為に。

　故に……

「これからもよろしく」

　少女達を振り返って拓人はそう言った。


まじしゃんず・あかでみい　完










　あとがき




　どうも――軽小説屋の[image: ]さかきです。

「この原稿が終わったら……俺……部屋の掃除するんだ……」と遠くを見つめながら軽く死亡フラグを立ててみたりする昨さつ今こんですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

　諸もろ々もろの仕事が重なり既に死亡フラグを立て続けて一年程になりますが、まだ生きているのは何な故ぜでしょうか。各社編集さんの「お願いですからご自愛下さい、休んで下さい、とりあえずうちの原稿あげてから」という、煮えたぎる熱湯のように暖かいお言葉のお陰かもしれません。

　とりあえずダイイング・メッセージには各社担当さんの名前を書いておきます。




　さて。「まじしゃんず・あかでみい　学園逆襲!?」をお送りします。

　前巻で予告させて頂いた通り「まかでみ」本編の最終巻ということになります。




　まあ元々は三巻で終わる予定だった話を此こ処こまで書かせて頂いたのは望外の幸せでありましたが――逆にいえば企画書提出当初は、こんなに続けるとは思っていなかったので、後半の作中時間配分がかなり偏かたよったものになってしまいました。最初の一～四巻で一年時間が経過しているのに対し、以降は三カ月程の間の話ですし。




　私としては『やっぱりこのタイプのライトノベルの主人公は中学生か高校生でないとね』――という信念（なのか？）がありまして。

　なので拓人は大学生になると同時に、幾つかの保留中だった事項にけじめをつけて、主人公から降りて貰うこととなりました。




　そうです。

　前回――あとがきで『次で終わります』と書きましたが、正確に言えば、終わるのは『拓人を主人公とした本編』です。『まかでみ』の世界そのものではありません。




　無論、ファミ通文庫別冊ＦＢＳＰ　ｖｏｌ．２をご覧になった方、察しの良い方はお気づきだったことでしょうが、「まかでみ」の世界観はまだしばらく続きます。

　主人公を交代し、題名を少し変えて――しかしサブキャラ達の配置などはほぼ重複した形で、近々新シリーズ「まじしゃんず・えくすぺりめんと」として戻って来る予定です。

　なので――読者の方々には、そちらでもおつきあい頂けると幸いです。




　あと短編集である「まかでみ・らでぃかる」もまだしばらく続きますので、そちらもよろしければおつきあい下さいませ。




　しかし本当に「まかでみ」の初代担当のＫ氏と、二代目担当のＫ氏（ええい、ややこしい）――そして何よりも絵師のＢＬＡＤＥブレイド師には色々とご迷惑をおかけしたというか、相当な負担を強いた作品でもありました。

　いや、単に私が締め切りぎりぎりまで引っ張り倒すからなのですが。

　殆ど業界の限界に挑戦する様な事を毎度毎度毎度毎度――あああああ。

　本当に申し訳ない＆ありがとうございました。

　まずは一区切りという事で、謝罪と感謝を。

　そして新作でもまたよろしくお願いしまする。




　また……何より。

　こんな無茶が許されたのも、読者諸氏が支持して下さったお陰です。

　海よりも深く空よりも高い感謝を。




　ではまた次の本でお会いしましょう！




　２００７／８／１２

　ＢＧＭ[image: ]無し

　ＭＡＣＨＩＮＥ：ＳＨＡＲＰ　ＰＣ‐ＭＰ４０Ｈ
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東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。今作も、[image: ]先生と趣味全開？　がっぷり四つで強力タッグ結成＆大爆走は継続中。そして、そんなケモ耳スキーなＢＬＡＤＥ先生ですが電撃ホビーマガジン誌上『武装神姫２０３６』も好評連載中ですよ。
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